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邪神編　第一九話






「……とりあえず、ヒロに確認だな」

「まあ、それしかなかろうなあ……」

　何の脈略もなく突然現れた全裸の幼女に嬉うれしそうにしがみつかれ、かなりパニクりながらも本能的に優しく頭を撫なでている春はる菜な。

　その様子を見ながらそう言う達たつ也やに、アンジェリカも同意する。

　このフロアに出入りできるのは、春菜達のように宏ひろしから許可を貰もらっているか、ローリエのように生まれたときからここにいたか、あとはせいぜいラーちゃん達チーム芋虫のように、宏が持ち込んで城の一部になっているかのいずれかだ。

　つまり、現時点で宏が知らないということはないだろう。

『なあ、ヒロ。ちょっといいか？』

『ああ、兄貴か。ちょうどよかったわ』

『ちょうどよかった？　何かあったのか？』

『何か、っちゅうほどのことでもないんやけどな。ローリエの体作ったときに一緒に作った、予備のベースボディがどっか行ってもうてな。なんか心当たりないか、聞きたかったんよ』

『……ちょうど、その心当たりってやつが今ここにいるわ。っつうか、俺の用件もそれでな』

『……なんやそら？』

　達也の言葉に、思わず怪け訝げんそうに答える宏。

　その反応に、達也はどう説明したものか一瞬考え込み、百聞は一見に如かずと、細かいことを考えるのをやめる。

『俺が説明するより、直接見たほうが早い。こっちに来れるか？』

『よう分からんけど、すぐ行くわ』

『ああ』

　達也の言葉が終わるか否かというタイミングで、達也達が現在いる部屋の外に宏が転移してくる。

「直接転移してきてもよかったんじゃないか？」

「誰か使うてる部屋に移動する場合、状況確認してから中に転移するより、部屋の前に出たほうが事故が少ないんよ」

「なるほどなあ」

　開けっ放しの扉から入ってきた宏とそんなやり取りをしながら、幼女の方に視線を向ける達也。

　達也が視線を向けたのとほぼ同じタイミングで、春菜にしがみついていた幼女がものすごい勢いで宏に突撃する。

「パパ～！」

「ひぃ!?」

　いきなり全裸の幼女に突撃され、そのままノータイムでしがみつかれた結果、宏は一瞬で青ざめて悲鳴を上げる。

　それを見て、いろんな意味でやっぱりなあ、と納得する達也。

「とりあえずまあ、それが俺の心当たりってわけなんだが……」

「やはりヒロシとハルナの子供なのか？」

「と……ネタにしたくはなるが、ベースボディって情報がある状況で、ヒロがいないときにとはいえ一度やったネタを蒸し返してもなあ」

「むう、難しいものだのう……」

「いや、あの、そういう問題じゃないと思うんだけど……」

　明らかにポイントのずれた会話をしている達也とアンジェリカに、とりあえず力なくそう突っ込んでおく春菜。

　確定はしていないとはいえ幼女の正体が分かったからか、実に暢気のんきなものだ。

「というか、いったん離れてもらって、服をどうにかしないと……」

「だなあ」

　さらに顔色が悪くなっていく宏を見て、気が気でない様子でそう告げる春菜。

　すぐにでも引きはがしに行きたいところだが、ローリエの時と同じで、うかつに近づいて大丈夫なのかという心配が前に出てきてしまい、二の足を踏んでしまう。

　そんな春菜に代わり、幼女の説得に入る達也。年長者なためか、どうもこういう役回りが多い。

「なあ。悪いが、パパの顔色が悪い。一度離れて、まずは服を着てくれないか？」

「は～い！」

　達也の説得にやたら素直に応じ、あっさり宏から離れる幼女。

　そこに、宏から頼まれてベースボディを探していた真ま琴ことと澪みおが、ローリエと共に入ってきた。

「春菜……いつかやるんじゃないかとは思ったんだけど……」

「春はる姉ねえ、夜よ這ばいは……」

「そのネタはさっきさんざんやったし、話が進まなくなるから無しで！」

「ちっ」

　入ってくるなり真っ先にそっち方面に話を膨らませようとする真琴と澪に、即座に釘くぎを刺す春菜。

　先に釘を刺され、割と本気で残念そうにする真琴と澪。

　からかうネタが不発だったことより、一番美お味いしいタイミングを完全に逃したことの方を悔しがっているあたり、気安い仲だとはいえなかなかいい性格をしている。

　とりあえず、以前ライムのために作ったものの、生活スタイルに合わないということでお蔵入りになっていた服を取り出して幼女に着せつつ話を進める春菜。

「それでローリエちゃん。この子が宏君の探していたベースボディで間違いない？」

「はい。ですので、マスターのことをパパと呼ぶのは、間違っているわけではないと思われます」

「その理屈だったら、あんたも宏の娘ってことにならないの？」

「私の場合は魂こん魄ぱく結晶によりこの姿と自我を得ていますので、親子と呼べるかどうかは微妙なところかと」

「そうなの？」

「はい、そうなります」

　真琴の疑問に、そんな答えを返すローリエ。どうやら、当人の中でもなかなか微妙な扱いになる問題らしい。

「とりあえず、話がずれたので元に戻させていただきます。実は、親子関係の話で、かなりややこしい事情がございまして……」

「ややこしい事情？　どんな？」

「はい。先ほどの、私がマスターの娘であるか否かが微妙、という点にも通じる話ですが、私にしてもこの子にしても、ボディを構成する要素という観点では、母親に当たる人物が複数存在しています」

「そうなんだ」

「詳しくは当事者が揃そろってから説明させていただきますが、その事情により、私とその子の関係は少々形容しづらいものとなっています。ベースとなったボディを作ったのがマスターである以上、その子が私にとって妹か弟にあたるという点は正しいといえば正しいのですが……」

「妹か弟にあたる、って表現がものすごく気になるけど、それについては後回しにするとして、私としては、ローリエちゃんがなんでそこまで言いづらそうにしてるのかが一番気になるよ……」

　日頃クールでスパッとものを言うローリエの、奥歯に物が挟まったような歯切れの悪い言い方。その様子に、どうにも嫌な予感が膨れ上がる春菜。

　周囲を見渡してみると、他のメンバーも似たような表情をしている。

「てか、ローリエ。この場合、当事者って誰になるの？」

「母親、という意味ではエアリス様とアルチェム様になります」

「見た目は春姉なのに？」

「それは単に、ベースボディの性質を決定づけたのが、ハルナ様の遺伝子情報だったからです」

　ローリエのもたらした驚きの情報に、何をやりやがったんだという視線が春菜に集中する。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　どういうこと!?」

「そのあたりの話もまとめて、エアリス様とアルチェム様が入ってこられてから説明させていただきます」

　そう言いながら、部屋の入口に視線を向けるローリエ。そこには、妙な雰囲気になった部屋の中の状況に戸惑いの表情を浮かべているエアリスとアルチェムの姿があった。

「あ～！　ママとママだ～!!」

「えっ？　えっ？」

「あの、その、えっと、……ハルナ様。これはどういう状況なのでしょうか？」

　いきなり見知らぬ幼女にママ呼ばわりされて混乱し、まともに反応できないアルチェム。

　一方、アルチェム同様に混乱しつつも、その幼女の容姿に何かを察したエアリスは、春菜に質問を投げかける。

　そのエアリスの対応に、『やっぱりそうなるよね』と内心で涙しながらも、春菜は話を進めることにした。

「えっと、私も結局のところ状況はよく分かってないんだけど……その子はローリエちゃんの体を作ったときに一緒に用意した予備のベースボディが、魂と自我を持っちゃった存在らしくて……」

「なるほど、そういうことでしたか。それで、どうして私とアルチェムさんがママと呼ばれているのでしょうか？」

「その件に関しましては、私の方から説明させていただきます」

　エアリスの当然の疑問に対して、ローリエが説明を引き継ぐ。

「まず、この城の中で作られたものは、必ずなにがしかの形で森羅結晶のエネルギーが使われています。それは、私やこの子の体に関しても例外ではございません」

「せやなあ。確かに、ベースボディ作ったときにも外部からエネルギー取り込んどるから、森羅結晶のエネルギー使っとるわ」

　グロッキー状態からなんとか立ち直った宏からの補足に、小さく頷うなずくローリエ。そのまま淡々と説明を続ける。

「その森羅結晶は巫み女この皆様が作られたものですが、そのエネルギーには参加された巫女の皆様の中でも群を抜いて強い能力を持つエアリス様と、それにほぼ匹敵するだけの能力を持つアルチェム様の性質が強く出ています」

「つまり、それでエルちゃんとアルチェムさんがママなんだ？」

「基本的にはそうなります。それに加えて、作ったときに近くにいた人物の影響も強く出ます。ですので、私のボディに関して、強いて母親が誰かと言うならば、エアリス様とアルチェム様、さらに、どなたかというのは分かりませんが、そばにいた方の影響が出ています。身体の中に混ざりあっている波動の感じから言いますと、恐らく二人ほどおられたのではないかと」

「そうだったんだ。因ちなみに、ローリエちゃんの身体を作ったときに一緒にいたのは、私と澪ちゃんなんだ。でも、ローリエちゃんは誰とも似てないよね。魂魄結晶を使ったから？」

「そうなります。ですので、私に関して言いますと、母親が誰、というのはほとんど影響していません。同じ理由で、先ほども申しましたようにマスターと親子かと言われると微妙なところです」

　ローリエの説明を聞き、いろいろ納得したように頷く春菜達。

　自分のことだからか、ローリエが説明をしている間、幼女は実に大人しくしている。

「とりあえず、何がややこしいのか、なんとなく分かったよ。それで、さっきこの子のベースボディの性質を決定づけたのが、私の遺伝子情報だって言ってたけど、どういうこと？　正直、全然心当たりないんだけど……」

「そのことについてですが、ベースボディにかけられていた毛布に、これが付いていました」

　そう言ってローリエが一本の髪の毛を見せる。色合いや長さ、艶つやの出方などどこからどう見ても春菜のものとしか思えないそれを見て、何もかもを理解してしまう一同。

「……心当たりないのも当然だよね、それ……」

「ん。さすがにそれは、春姉でなくても気がつかない」

「うむ。というか、さすがはハルナ、といったところかのう」

「だなあ」

「状況的に澪の髪が付いててもおかしくないはずなのに、その可能性を押しのけるあたり、やっぱり春菜よねえ」

　『その程度のことで？』という意味で、ある種衝撃的な原因を聞かされ、好き放題言う一同。

「いや、ちょい待ち。それやったら、エルとアルチェムの特徴が出てきてもええはずや。けど、見たところ、全然出とらんで」

「そうですね。確かに、似ているところがあるかと言われると、正直よく分かりませんし」

「エル様に関しては、言われればなんとなく面影があるというか、ハルナさんを知らなければむしろエル様に似てる、という印象があるというか……」

「あ～、うん、そうだよね。というか、エルちゃんと並んでみると、何となく血縁かな、って印象はあるし」

　エアリスとアルチェムの感想を聞き、じっくり観察して気がついたことを述べる春菜。その言葉を受け、春菜とエアリス、そして幼女の三人を見比べる一同。

　色彩その他の特徴から春菜と似ている印象がかなり強いが、見比べてみるとなんとなくではあるが、エアリスと似ていなくもない。

　が、では春菜とエアリスが似ているかと言われると、別にそんなこともない。

　言うならば、孫が父方と母方、双方の祖父母の面影を備えているようなものである。

　その分、アルチェムに似ているという印象がほとんどないのだが、世の中には似ていない親子も普通にいるので、何とも言えないところだ。

「ふむ、よく見れば姫ひめ巫み女こ殿には十分すぎるほど似ておるからまあいいとは思うが、ヒロシの言うように、ここまで基本的な要素がハルナに偏っておるのは、何か理由があるのか？」

「恐らくですが、魂が完成しボディを形成するきっかけとなったのが、ハルナ様が女神へと神化したことだからかと思われます」

「その理屈なら、逆に姫巫女殿達の特徴は出てこんのではないかと思うのだが？」

「ちょうどその時、エアリス様とアルチェム様は皆様に力を送るためにこの城で大きな儀式を行っていたので、その影響でエアリス様とアルチェム様の特徴もわずかながら出てきたのではないか、と推測しています」

「アルチェムさんの特徴があまり出なかったのは、その儀式の主導がエルちゃんだったから、ってことなのかな？」

「断定はしかねますが、恐らくは」

　皆の疑問に対して、一番詳しいと思われるローリエが憶おく測そくを交えながら回答していく。

　その間もニコニコしながらじっとしている幼女。特殊な生まれ方をしているからか、これだけ長時間放置されていても大人しくしているあたりは、やはり普通の子供とは違うようだ。

「もっとも、特徴に関しては現時点での話でしかありませんので、成長すれば変わってくるかと思います」

「成長すれば、ですか……」

　ローリエの補足にオウム返しに呟つぶやきながらも、思わず幼女の胸元に視線を向けるエアリス。エアリスに釣られ、全員の視線がそこに向く。

　顔立ちにあまり特徴が出ていない現状、成長してアルチェムの特徴が出るとすれば、そこが一番可能性が高いと考えるのは衆目の一致するところである。

「師匠、質問」

「なんや？」

「この娘ことかローリエとか、肉体的な意味で成長する？」

「成長はするはずやけど、どんぐらいかかってどういう形で、っちゅうんは分からへん。なんせ初めてのことやし、すでにいろいろ予想できんことになっとるし」

「あと、自分の妹か弟にあたる、っていうローリエの表現も気になる」

「そっちは僕には分からん。予想としては、まだ性別が確定してへんから、とりあえず生物学的に安定しやすい女性体になっとる、とかそのあたりやとは思うんやけど……」

　澪に問われて、自信なさげにそう答える宏。

　自分で作っておいてそれはどうなのか、という感じではあるが、さすがに生命の創造など初めての経験だ。しかも春菜の体質や把握しきれていない神の城の機能といった、特殊にもほどがある要素が大量に絡んでいる。完璧に把握しろ、というのも酷な話であろう。

「大体そんなところだと思われます。もう一つ付け加えるなら、性別の切り替え自体は女性体をベースに行うほうがやりやすいからというのも、この子が現在女の子である理由かと」

「……そういうものなの？」

「うん！　そういうものなの！」

　宏の曖昧な説明に、自身が性別を確定させたときのログを参照しながら補足するローリエ。

　その微妙に胡う散さん臭くさい説明に疑わしそうに春菜が突っ込み、当の幼女が口を挟んでくる。

「その気になれば、スイッチ一つでどっちの性別にも変化できるとかもＯＫだよ？」

「えっ？　何その妙な設定……」

「おすすめは、お湯をかぶると男になってお水をかぶると女になるとか、興奮すると女の子で冷静なときは男の子とか、男って言うと男の子になって女って言うと女の子になるとか、そのあたり？」

「どう考えても事故とか大惨事とか多発するパターンだよね、どれも……」

　幼女自身が挙げた事例に、ジト目になりながら実に冷静に突っ込みを叩たたき込む春菜。

　かたや澪は、やたら目を輝かせながら新たな質問を幼女に投げかける。

　なお、これらは全て澪が過去に触れたことがあるサブカル作品のネタである。

「もしかして、昼は女の子で夜は男の子、とか、第二次性徴までは性別がなくてその間に好きになった相手に合わせた性別になる、とか、そういうのもＯＫ？」

　やたら早口で放たれた質問は、やはりというべきか非常にダメダメな感じであった。

　予想どおりすぎる内容に、余計なことを言うなとばかりに澪を睨にらみつける真琴。

　真琴に睨まれて、とぼけるように視線をそらして口笛を吹き誤魔化そうとする澪。

　そんな二人を気にした様子もなく、幼女が元気よく澪の質問に答える。

「うん！　逆にあえて設定しないっていうこともできるよ？」

「もう、大人しく女の子のままでいてよ……」

　さらにノリノリでアレなことを言い出す幼女に、いい加減疲れたという感じでため息交じりに春菜が性別を決める。

　なぜ女の子なのかは単純で、ずっと幼女の姿で話をしている彼女を見ていたためである。

「パパはそれでいい？」

「正直、男がもう少し増えてほしいとは思うんやけど、今の話聞いとったらそれはそれで不安やしなあ……」

　幼女の今までの台詞や行動を踏まえ、宏が考えを告げる。

　どうやら性格要素に澪の影響が出ているようなので、男になるとそれはそれでいろいろ厄介だと考えたのだ。アルチェムの要素が入っただけでもエロトラブル体質である可能性が否定できないのに、そこに澪的な性格をプラスすると、正直大惨事の予感しかしない。

　結局、総合的に考えると一番当たり障りのなさそうなのが、このまま女の子として大人しく成長してもらうこと。宏はそう判断するしかなかったのだ。

「っちゅうわけやから、大人しくそのまま育っとってや」

「ちぇっ、残念」

　宏の決定に、微妙に不服そうにしながらも従う幼女。その素直さに、思わず不審なものを感じてしまう真琴。

「なんだかやけに素直ね？」

「駄々こねたり勝手に性別変えたりして、パパ達に嫌われたくないもん」

「ああ、そういうこと……」

　ある意味子供らしい打算のある理由に、微妙にホッとしてしまう真琴。さすがにまだ、澪ほど手遅れではないようだ。

「とりあえず、なんかいろいろ疲れたから、ここらで一息入れようぜ……」

「せやな……」

「じゃあ、お茶用意してくるよ」

「だったら、我はこのあたりで……」

「ここまで関わって、一人だけ逃げようっちゅうんは感心せえへんなあ」

「そうだな。それに、避難民の帰還についても、ヒロと話すことがあるだろう？」

　ちょうどいいタイミングだからと、面倒くさそうな話から離脱しようとしたアンジェリカだったが、そうはさせんとばかりに宏と達也が引き止める。

「ねえ、真琴姉」

「ん？　何？」

「仮にあの子がずっと設定しなかった場合の疑問。もし春姉とかに子供できたら、その子達があの子呼ぶときお兄ちゃんとお姉ちゃん、どっちで呼ぶのが正しい？」

「……また、難しいこと聞いてくるわね……」

「お兄ちゃんでもお姉ちゃんでもあるから、おねにいちゃん？」

「その呼び方、ものすごく危険な気がするのは気のせいかしら？」

　宏と達也、アンジェリカの三人がじゃれ合っている間に、澪と真琴が重要ではあるが割とどうでもいい話題で盛り上がるのであった。




　　　　☆




「それで、素性や私達が母親扱いされることについては、まあ納得できたからそれでいいとして」

　全員がお茶とお茶菓子に手を付け、落ち着いたところを見計らって、春菜が口を開く。

「実のところ、解決してないことはまだいろいろとあるんだよね」

「っちゅうか、春菜さん。実質的に何も解決してへん、っちゅうんが正しくない？」

「そうとも言う、かも」

　宏に指摘され、微妙に目をそらしながらそう答える春菜。

　こう言っては何だが、幼女の正体が宏の用意したベースボディで、春菜とエアリスとアルチェムの三人が母親である、ということが判明したところで、状況は何も変わっていないのだ。

「で、とりあえずなんだけど……何をするにしてもまず、名前をどうにかしないとだめなんじゃないかな、って思うんだ」

「せやな」

「正直な話、ママって呼ばれても全然ピンとはきてないけど」

「ハルナ様、それは私も同じことなのですが……」

「私もです。特に私の場合、現時点では共通点がほぼありませんし……」

「それを言い出せば私などは、そもそもこんな大きな子供を持つことなど不可能ですよ？」

「あ～、エルちゃんの場合は間違いなくそうだよね」

　母親扱いされていることが、どうにも据わりが悪いようで、逃げ腰な言葉を口にする春菜達。

　特にエアリスの場合、月のものが訪れるようになったのはつい最近のことで、春菜が権能を使って無茶な真似でもしない限り、日数的に子供を持つこと自体が不可能である。

「それに、自分で提案しておいてなんだけど、いきなり名前って言われても困るよね」

「普通は、こんな唐突に名前を付けなきゃならない事態になんてならんだろうからな……」

「召喚魔法で呼び出して～とかの場合でも、候補があるかどうかはともかく、名前を付ける心構えぐらいはできてるものねえ……」

「今回に関しては、いわば隠し子発覚のケースに近いからのう。そういう場合でも、発覚した時点ではもう名前は付いておるだろうし、今から付けるという状況にはならぬじゃろうな」

「でも、師匠に関してはローリエで、つい最近経験してる」

「そらまあ、そうやねんけどなあ……」

　名前名前、と呟きながら考え込む春菜とエアリス、アルチェムの三人を見ながら、どことなく他ひ人と事ごとのような達也達。父親であるはずの宏までが他人事という態度なのは突っ込みどころだが、今回に関してはどうやら春菜達に一任する構えのようだ。

「っちゅうか、今気ぃついたんやけど、そもそも自分、最初から名前ついとるっちゅうことはないか？」

「吾わが輩はいは幼女である！　名前はまだない！」

「さよか……」

　一いち縷るの望みをかけての問いかけは、文豪の名作の有名な出だしをパロッた台詞であっさり切り捨てられる。

「……一つ気になったんだけど、なんで宏君は他人事みたいな態度なの？」

「そら、簡単な話やで。ローリエの時と違って、この娘こはどっちかっちゅうと春菜さんらとの縁を強化したらなあかん感じやからな。アドバイスはするけど、僕が直接なんか決めるんは避けたほうがええと思うんよ」

「……確かに、そうみたいだね……」

　宏に言われ、そのあたりを確認してため息交じりに納得する春菜。

　幼女の状態を見る限りにおいて、名付けに関わって宏との縁を強化してしまうのは、駄目ではないが最善とも言いがたい。

　というのも、すでにベースボディの時点で宏とのつながりが強いところに、半端に春菜達の要素が混ざっている、という状態が、一種のセキュリティホールになりそうなのだ。

　宏単独で埋められないほど大きな穴ではないが、せっかく春菜というもう一柱の神が影響しているのである。

　そちらとの縁を宏のものと同等に補強したうえで、巫女の資質を持つエアリスとアルチェムの縁も強化することで、複雑な経路を持つ強固なセキュリティを組み上げられる可能性が高くなる。

　なので、最善を目指すなら、むしろ宏はアドバイスと追認程度にとどめておき、大体のことは春菜達で決めるほうがいいのだ。

「とはいえ、一生に関わることだから慎重に決めたいし、何かとっかかりは欲しいよね」

「……とりあえず、これだけハルナ様によく似ているのですから、やはり基本的にはハルナ様にちなんだ名前がいいと思います」

　春菜の言葉に考えこみ、現状を打破すべくエアリスが提案する。

「そうだな。ってことは、季節に関係する文字を入れたほうがいいか。今は冬だから、冬、雪、氷あたりか？」

「達たつ兄にい、さすがに子供の名前に氷はどうかと思う」

「俺も、名字ならともかく、名前にはどうかと思った」

　エアリスの意見に合わせ、思いつくままに冬に関する文字を口にし、澪から突っ込まれる達也。

「あと、雪も外したほうがいいんじゃない？　確か春菜の妹は深み雪ゆきって名前だったわよね？」

「うん。冬生まれだから、お母さんの雪ゆき菜なから雪の文字を貰ったんだ。私は春生まれで、菜の文字を貰ったの」

　真琴に水を向けられ、自分達の命名の経緯を説明する春菜。

　とはいえ、厳密にこだわりがあるわけでも掟おきてがあるわけでもなく、単に親や祖父母の名前を一文字貰うのって一族っぽくていいのでは、程度の理由である。

　結局、最初の雪菜が季節に因んだ名前であったために、なんとなく生まれた季節、もしくはそれに因んだ名前を付けるようになっただけだ。

　余談ながら、仮に子だくさんで名付けに詰まったら、今度は春菜の父である藤とう堂どうスバルに因んで、天体に関わる名前を付ける予定だったとのこと。結局生まれたのは女の子二人だけで、現在これ以上増える気配もないので、そこに手を出すことはなかったのだが。

「その法則で行くんだったら、安直に冬ふゆ菜なってことになるわね」

「無理に法則に当てはめなくてもいいと思う。というか、普通に冬とう華かとかでいいんじゃないかな？　もしくは雪ゆき穂ほとか」

「〝とうか〟、に、〝ゆきほ〟、ね。どんな字？」

「とうかだったら、冬に華やかの方の華が、この子の場合それっぽい気がする。雪穂はもう普通に雪に稲穂の穂」

「その二つだったら、冬華の方がいいんじゃない？　多分だけど、最終的に名前にぴったりの容姿になりそうだし」

　春菜の提案に、冬華という名前を支持する真琴。他の日本人メンバーも、字面とそこから連想されるイメージを思い浮かべて、小さく頷く。

　実際のところ、『よくしゃべる元気な澪』という今の感じの性格のままに育つと、高たか嶺ねの花的な印象があるその名前からはちょっとズレる気がしないでもない。だが、なんとなく大人しそうな印象がある雪穂という名前より似合っているのは間違いない。

「でも、正直これだけだと駄目だと思う」

「別にいいと思うけど、どうして？」

「エルちゃんもアルチェムさんも、まったく縁もゆかりもない名前だから」

「それ、重要？」

「うん。私との縁だけを補強しても駄目だし、呪術的な意味での防御も足りてないし」

　春菜の言葉に、確かにと納得しつつ内心で頭を抱えるエアリスとアルチェム。

　縁を強くする意味や呪術的な防御を考えれば、エアリスやアルチェムと関わりのある名前を付ける必要があるのは確かだが、言葉の系統も名前の意味もかけ離れている春菜とエアリスやアルチェムでは、共通点を探し出して名付けるのは難しい。

　そもそもの話、似たようなやり方で名前を付けているアルチェムはまだしも、エアリスをはじめとしたファーレーン王家は占いと神託の組み合わせで名前を付ける。

　それゆえに、実は名前に込められた意味、というのは特にない。あくまで、その名前であれば国にとっても当人にとってもいい人生を送れる可能性が高い、というものでしかない。

　神託を下すのが、多忙で制約も多いアルフェミナである都合上、王族の名付け程度では必ずしも神託が得られるわけではなく、神託がなかった場合の名前に関しては、占い師の腕がものを言う。

　結果として、アヴィンのように大成功のケースと、カタリナのように国を滅ぼしかねないほど駄目なケースとが混在してくるのだ。

　カタリナに関しては別に名前だけのせいではないが、やり方に博ばく打ちの要素が多分に入っているファーレーン王家式の命名法。その特徴ゆえに、さすがに今回は聞かれても口にする気はないエアリスである。

「ですが、ファーレーン王室にはこれといって特別な命名法があるわけではありませんし、かといって占術で決めるとしてもその心得はありませんし……」

　突如出てきた難題に、必死になって名前を考えるエアリス。

　だが前述の経緯から、ファーレーン王家は自分で人や生き物の名前を付けることはない。なので、いざ名前をと言われると全然思いつかないのである。

「あ、そうだ、エル様」

「はい？」

「私にゆかりのある名前にエル様の音を混ぜる、とかどうでしょう？」

「私は全然思いつかないので、そうしていただけると大変ありがたいのですが、具体的にはどういう感じですか？」

「私の名前って、曾祖母のアルルーシアっていう人の名前と、母のリリチェムという名前とを組み合わせたものなんです。ですので、アルルーシアおばあちゃんの名前をまた借りて、エアルーシアっていうのはどうかな、って」

　アルチェムの提案に少し考え込み、小さく微笑ほほえんで頷くエアリス。どうやら異論はないらしい。

「となると、東あずま冬華エアルーシア、もしくは東エアルーシア冬華になる、ってことか？」

「そうなるかな。とりあえず、うちの母方の家系ではミドルネームが後ろに来るから、冬華エアルーシアの方になるのかな？」

「あと、澪に絡む名前はいいのか？」

「そこは私も気になってた。澪ちゃんから意見がなかったから迷ってたところなんだ」

　達也の指摘に、春菜が頷く。

　明らかに澪も関わっているというのに、当の本人がまったく主張してこない。さらに幼女自身も澪に対してママだとかその手の発言をしておらず、名前が長くなりすぎるのもどうかということもあって、春菜としても判断しかねていたのだ。

「冬で華っていうと雪のことってこじつけができて、水がらみの名前って言い張れなくもないからボクとしては問題ない」

　そんな達也と春菜の懸念に対し、澪が無理やりな解釈を口にする。

「なあ、澪。お前本当にそれでいいのか？」

「ん。要素的にも距離感的にもそんなものだと思う」

　達也の確認に、特にこだわりもなく肯定してみせる澪。

　幼女の方も澪に関しては、母と呼ぶにはややつながりが薄く、だが親戚というほどは離れていないといった感じのようで、完全に血縁的な意味では他人扱いしている達也や真琴、アンジェリカなどに比べると態度が曖昧な感じである。

　今回の場合、身体を作る上で影響を与えた存在を母と呼んでいるため、澪も一応母親の範囲には入るが、肉体的には他の三人の影響が強く澪の要素はあってないようなもの。

　さらに、唯一色濃く出ている性格的な要素も、まだ魂や自我が不安定な今だから目立っているが、成長過程で完全に消えてしまう可能性も低くはない。

　それが分かっているがゆえに、澪の方も母親認定されるほどはっきりとした要素は必要ないと思っているのだ。

　もっと言うならば、なんだかんだで自分がいろいろ手遅れであることはよく分かっているため、名前なんていう本人の性質に強く影響を与えるものに自分の要素を入れて、この子まで手遅れになるとさすがに申しわけないという意識もある。

　なので、澪としては残念で手遅れな姉、ぐらいの立場で、名前の中にこじつけ程度の隠し要素として混ざっているあたりがちょうどいいのだ。

「まあ、澪がそれでいいんだったら、完全に無関係なあたしらはこれ以上何も言わないけど」

「ん。というか、ボクの要素まで無理に組み込んで、手遅れになったらダメだと思う」

「あんた……自覚があるんだったら、ちょっとは反省して真人間になる努力しなさいよ……」

「真琴姉が腐女子から完全に足を洗ったら努力する」

　澪からのカウンターに、思わず言葉に詰まる真琴。一応未成年や興味のない人間には配慮しているものの、自分の趣味に絡む行いの一部が、あまり褒められたものではない自覚はあるのだ。

　腐女子であることを恥じるつもりは一切ないが、男色の気のない友人知人を勝手に掛け算して妄想するのは、いくら表に出していなくてもまず間違いなく否定されてしかるべき行いである。

　その自覚があるがゆえに、手遅れな澪に対する説教にそう反撃されると、自分でも説得力に欠ける気がしてどうしても反論しづらいのだ。

「まあ、あいつらの会話は置いておこう」

「あ、うん。そうだね」
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　突っ込むと底なしの腐海に足を突っ込みそうな予感がして、とりあえず真琴と澪を放置することにする達也と春菜。触らぬ神にたたりなし、である。

「聞いてたと思うけど、あなたの名前は東冬華エアルーシア。東が名字で冬華とエアルーシアが名前ね」

「うん！　わたしは冬華エアルーシア！」

　春菜に名を告げられ、元気よく宣言したところで、電池が切れたようにかくんと眠りに落ちる。

「えっ？　えっ？」

「……恐らく、名前が決まったことで情報処理が必要になり、睡眠という形でいろいろアップデートしているのでしょう」

「子供というのは日々の暮らしで学習したことを整理するために、体力の限界がきたとき以外でもよく眠るものだからな。ライムを見ていれば分かるだろう？」

　膝に座ったまま完全に寝入ってしまっている冬華に対して戸惑う春菜に、ローリエとアンジェリカがそんな情報をくれる。

「恐らく夕食までには起きてくるでしょうし、寝かせておけばいいかと」

「そうだね。ベッド用意してくれると助かるかな」

「かしこまりました」

　さすがに胸を枕に膝の上で眠られると、いろんな意味で気を使ってしょうがない。そんな春菜の要望に応え、ローリエがすぐに幼児用のベッドを用意してくれる。

　神の城のカスタム機能で用意したベッドなので性能としてはそこそこ程度でしかないが、それでもこの世界にあるベッドの大半よりは寝心地がいいのはさすがである。

　こうして幼女のママ騒動は、当人がすっかり寝入った状態で終息するのであった。




　　　　☆




　三十分後。

「それにしても……」

　淹いれ直してもらったお茶を手に、すっかり熟睡している冬華に視線を向け春菜が小さくため息をつく。冬華の世話をどういうふうに見るのか、主に誰がしつけを担当するのか、などの実務的な話し合いを終えたことで、何やらくすぶっていたものが抑えきれなくなったようだ。

「……あくまでも当事者が全員子供を望んでる場合に限るけど、やっぱりちゃんと妊娠して子供作るのって、親子になる上で結構大事だよね……」

「……どうしたのよ、唐突に？」

「これだけすったもんだして、しかも自分でもよく似てるって実感してるのに、いまだに自分の子供だってピンとこないから、ね。結局名前一つとっても候補すらすぐには出てこなかったし」

「言わんとすることは分かるんだけどさ。それだけじゃ、ちゃんと妊娠出産を経由することが親子になる上で大事だって結論に至る理由にはなってないわよ？」

「ちゃんと自分のお腹を痛めて産んだ子供だったら、妊娠してる間に父親である人や周囲の人と名前どうしようかとか、楽しみにしながら一緒に悩んで相談して決める時間があるよね。それに、だんだんお腹が大きくなってくるのも、自分が親になるんだって心構えを持つ準備期間になると思うし」

　春菜の言葉に、その場にいる全員が思わず沈黙してしまう。そんな空気に構わず、春菜が思うところを続ける。

「冬華の名前については一応母親だったらって思って頑張って付けたけど、今言ったように私、自分がこの子の母親だとは思えてないんだよね……」

「……それについては私も同じですわ、ハルナ様」

「……どっちかっていうと、妹みたいな感覚ですよね、実際」

「っちゅうか、僕も当事者やから言い訳くさなるけど、いきなりポッと出てきた子供、すぐに自分の子や思えるほうがおかしいんちゃう？　思春期過ぎて自我が完全に確立するまで一緒に暮らしたことなかったら、実の親子でもすぐには家族としては振る舞えん、っちゅう話聞いたことあるし」

「そうなんだけど。逆に、血縁がなくても引き取るって決めた瞬間からちゃんと親として振る舞ってる人もいるわけだし、今回は養子として引き取るとかじゃなくて、完全に誕生のプロセスに私達が関わってるし……って考えると、無責任な話だなって思っちゃって……」

　実子であろうがなかろうが、親子としての関係は構築できる。それは事実ではあるが、現実に自分の身に降りかかってみると、それほど簡単なことでもないのだ。

「私の場合、まったく血縁関係がなくても普通の親子より立派に親子やってる実例が身近に結構あるから、血のつながりがなきゃ親子になれないなんて言う気はないけど、ね。やっぱりそれって、ある程度人生経験も社会経験も積んでる人だからできることなんだなって実感するよ」

「まあ、嫁がいる俺ですら実の子供はまだいないし、お前らに至っては未成年だしなあ……」

「しかも相手はライムと変わらないぐらい育ってるしねえ……」

「うん。だから、私みたいな人生経験が浅くて社会人経験もない小娘だと、妊娠出産ってプロセスなしで親になるのは難しいなあ、って……」

　春菜の、申しわけなさそうな、かつ情けなさそうなコメントに、どうにも頷くしかない一同。

　現在この食堂にいるメンバーで、赤子からの子育てに多少なりとも経験があるのは、長命種であるアンジェリカとアルチェムだけ。その二人にしたところで、村で生まれた子供の面倒を見ていただけなので、実際に四六時中付き添って育児をしていたわけではない。

　達也も何かと澪の面倒は見ていたが、赤子時代に関してはほとんど接点はなかった。真琴に至っては、日常的に付き合いのある友人や親戚に今まで赤子や幼児がいなかったので、こちらに来るまでは小さい子供との接点など中学高校の頃の近所の悪ガキぐらいしかいなかった。

　アンジェリカとアルチェムのおかげで乳幼児の肉体的な面での注意点はある程度分かるとはいえ、親として必要な心構えや子供との接し方など、そのあたりのノウハウは完全に欠落している。

「どう頑張ったところで、必要な経験などすぐには得られんのだから、普段どおりに自然体で接して、困ったことがあればレラにでも教えてもらえばよかろうに」

「レラさんにいろいろ教えてもらうのはいいけど、ママって言って懐いてくれる相手に対して、それってちょっと情けなくない？」

「あのな、ハルナよ。我の何千年かの人生経験から言わせてもらえば、自分の腹を痛めて産んだ子に対してすら、親としての自覚や責任を持てん者など珍しくもなかったのだ。そもそも子を孕はらむために必要な行為すら一度も経験しておらん未熟な生娘が、いきなり現れた子供に母親として接しようなどということ自体が傲ごう慢まんであろう？」

「あ～、そういう考え方もあるか……」

「うむ。我とて生娘ゆえ直接一から十まで赤子の面倒を見た経験があるわけではないが、単に産み落としただけで親になれるほど、親というものは簡単な存在ではないことぐらいは分かっておる。生まれてきた子に心を砕き、いろいろな失敗や試行錯誤を繰り返していくうちに、お互いに親であり子であるという絶対の意識と信頼感が作られていくのが普通よ」

　春菜達の重苦しい考え方を、アンジェリカがあっさり鼻で笑って否定する。

　養子を取った時点で最初から親としての心構えを持ち行動に移していた人間もいる、と春菜は言うが、それとてお互いに親子であろうと試行錯誤をしていくうちに、確固とした親子関係を築きあげたに違いないとアンジェリカは見ている。

　親子だろうが兄弟だろうが友人だろうが恋人だろうが、一方通行では成立しない。最低限お互いにそう認識していなければ、その関係は破綻しているのである。

　春菜の言い分や悩みは、ある面ではそのあたりの努力を見ていない人間の甘えた戯たわ言ごとだ、と言えなくもない。

「姫巫女殿もアルチェムも、もうしばらくは療養もかねてこちらにおるのだろう？　ならば、いずれ本当に母親になったときの予行演習とでも考えて、親になろうという意識でハルナと交代しながら面倒を見ればよかろう。幸いにして、向こうがお前達のことを母親と認識して慕ってくれておるのだから、そう時間をかけずとも自分が親だと思えるようになるだろうよ」

　割と深刻で哲学的な方向に進んでいた春菜達の悩みを、アンジェリカがあっさり一蹴してのける。いかに人生のほとんどを隠れ里に引きこもって過ごしていた箱入りで世間知らずといえど、やはり数千年の人生経験は伊だ達てではないようだ。

「正直な話、我としてはこの話はこれで終わりでよいのではないかと思っておる。もっと他に深刻な問題があるようだからのう。なあ、ローリエよ？」

　強引に話題を閉じたかと思うと、これまた唐突にローリエへと話を振るアンジェリカ。春菜達に意見しながらも、ローリエの表情に何かを察していたようである。

「そうですね。実は結構、切羽詰まった問題が一つございまして」

「やはりそうか。では言うてみよ」

「はい。問題というのは、ハルナ様が蘇生の反動で寝込んでおられた際大量に吐く羽目になった、バケツ百杯を超える血の混じった、というより吐血が主成分となっている吐しゃ物の処分についてなのですが……」

「……それは、確かに深刻な問題よの」

「とりあえず、亜空間倉庫に隔離してありますが、ものがものだけに下手に処理できず、かといってそろそろ洒落しゃれで済ませられそうにない影響が出そうな兆候がありまして……」

　ローリエが口にした問題に、宏と春菜の顔が引きつる。デリカシーやら何やらが大きく関わる問題なので後回しにしていたが、どうやらそろそろ先送りも限界らしい。

　しかも、ローリエは言及しなかったが、バケツの中には腕や足などが破裂した際に飛び散った肉片なども入っている。どれもこれも迂う闊かつには処分できないものばかりなのだ。

「はっきり申し上げます。すでにバケツは完全に変質しており、うかつに廃棄処分もできない状態になっています」

「血ち反へ吐どであっても神の血肉には相違ないからのう……」

「そういうわけですのでマスター、可能な限り迅速に処分をお願いします」

「迅速に、っちゅうてもなあ……」

　逃げることも先送りにすることもできず、かといって迂闊に手も出せない類たぐいの問題に、宏が青い顔をしながら頭を抱える。

　その隣では春菜が、表情の選択に困っているのがありありと分かる様子で固まっている。

　どうやら、どうリアクションすればいいのか分からず、完全に混乱しているようだ。

「春菜さん……身も蓋ふたもない話、してもええ？」

「……うん」

「……感情的なもんとかデリカシーとかそういうんを完全に度外視するんやったら、正直なところ素材として加工してまうんが一番後腐れなくて楽なんよ……」

　ありのまま宏がそう告げた瞬間の、その場にいた人間の表情の変化は見ものであった。

　感情的な反発と理性での納得、そして頭の片隅にある諦めのような感情。身内の吐しゃ物という評価が難しいものが素材になることに対する複数の意味での嫌悪感。それらが入り混じった複雑な表情は、そうそう見る機会などないだろう。

「一応念のために言うとくとな、別にゲロの後始末するんが嫌とか、そういうこっちゃないねん。そういうこと言うとったらトイレ掃除もできんし、散々ゲロ吐いて人に後始末押し付けとんのに、自分がその番になったら汚いから嫌やとかそういう恥知らずなこと言いたないし、そもそも素材の中には世間的に言うて大差ないぐらい汚いもんもあるし」

「いや、別にそこに関しては気にしちゃいねえが……」

「てか、素材として扱うんだったら、単に普通に掃除して処理するよりがっつり触ることになるから、後始末するのを避けるために言ってるとは思ってないわよ？」

　今更宏が汚物的な意味での汚れ仕事を嫌がるとは誰も思っていないため、ピントのずれた言い訳に多少表情を緩めて苦笑する一同。

　実際のところ、素材としての加工も含めて、汚物の処理を一番しているのは宏である。

「で、師匠。女神の素材だから優れてるのは分かるけど、後腐れがないっていうのは？」

「そらもう、少々水で薄めたり微生物使って処理したりした程度やと、どうにもならんぐらい環境に影響が出るからにきまっとるやん。ジズ解体したときの血とか思い出してみ？」

「……ん、なるほど……」

　宏に具体例を出され、はっきり分かるぐらい渋い顔で納得と同意の言葉を漏らす澪。

　ジズの解体の際、どうしても回収しきれず周囲に飛び散った血のせいで、いまだにウルス近郊の一部地域では生態系がおかしくなっている。

　あの後でエアリス達が総出で浄化作業を行っているため、瘴しょう気きなどの問題はないが、やたら調理や加工の難易度が高いものが取れたり、そもそも刈り取り自体ができなかったりといろいろ問題が出ている。

「はっきり言うとな、僕も正直気は進まんのよ。せやけど、神々が絡んだもんに関しては……普通にトイレするぐらい程度やったらともかく、血反吐とかなると、この城の今の浄化システムやと処理能力が足らんでなあ……」

「師匠、アップグレードはできない？」

「無理やな。春菜さんの血はそっちにも使えるんやけど、なんぼなんでも量が多すぎるし。逆に、他に必要な素材は全然足らんしな」

「なるほど」

　例によって例の如く、素材不足に泣く羽目になる宏達。たとえ創造神になったといったところで、所しょ詮せん新米で己の能力をまともに扱えていない宏は、素材がなければただ頑丈なだけのヘタレである。

「まあ、そういうわけやから、一番安全なんは素材として加工してまうことやねんけど、な。身内の身体の一部とか排せつ物とか素材にするんは、何っちゅうかこういろんな意味で手ぇ出したらあかん領域に手ぇ出しとる感じしてむっちゃ嫌やから、本人の治療に必要なワクチン作るんに使う、とかのパターンやない限り本気でやりたないねんわ」

「宏がちゃんとそういう価値観持ってて、あたし本気で安心したわ……」

「そのあたり心配されるようなことやっとる自覚はあるけど、そこまであかんところには行きついてへんつもりやで」

　宏の反論に、微妙に視線をそらす真琴。今までが今までだけに、もしかしたらという意識があったのは否定できない。

「ただ、そうなると結局どう処理するのか、って問題に戻ってくるのよね」

「せやから、頭抱えとんねん。自分のんやったら何も考えんとさっさと素材として処理して、あんまり嫌悪感とか出ぇへんもんに加工してまうんやけどなあ……」

「それで宏君、素材として処理した場合って、具体的にどんなものが作れるの？」

　あまり嫌悪感が出ないもの、という言葉に興味を引かれたのか、当事者である春菜が妙に前向きな質問をしてくる。

　その態度に若干引きながらも、正直に答えるために後腐れがなさそうなアイテムを頭の中でピックアップしていく宏。

「……せやな。一番問題が少なそうなんは、使い捨ての単発増幅アイテムの類やな。エンハンスマジックとかあの系統と同じタイプの、一発だけ派手に増幅する種類のアイテムや」

「なるほど。他には？」

「あとはまあ、仮にも神の血とか体液の類やねんから、精製の仕方次第では権能に応じた効果がある消耗品、もしくはエンチャントができるで。春菜さんやと多分、一定時間相手の時間を止める、とかその類やな」

「ああ、確かに。宏君の血だと、今まで作ったものの効果を増強、とかそんな感じっぽいよね」

「多分そんなところやな。他にもいろいろあるけど、肥料とかはジズあたりのレベルでもあれやねんからこれ以上作っても、っちゅう感じやし、加工するしか処理方法ないっちゅうことになったら素直に増幅系作ってまうつもりや」

　宏の言葉に、何やら引っかかるものを感じる春菜。ずっと宏を見つめてきた春菜だからこそ見抜けた、小さな違和感。

　恐らく宏は、何かもっと効果的な用途を隠している。そう確信した春菜は、念のために確認をしておくことにする。

「ねえ、宏君。本当に消耗品しかないの？」

「いやいやいや。消耗品以外の使い道なんか、ものすごい抵抗あるやん」

「そんなの、ものによるんじゃないかな、って思うんだ」

「いやまあ、そらそうやろうけど……」

「とりあえず聞いてから判断するから、一番効果的なものだけ教えてよ」

　やけに押してくる春菜にたじろぎ、しぶしぶという感じで一番効果的なものを口にする。

「……あれの処理で作るとしたら、いっちゃん強力なんは染料やな。添加物ぶちこんでついでに臭におい処理したるだけで簡単に完成するうえに、内包しとる機能を無駄なく転嫁できるから、染料としては最高品質で最高性能のもんができるんよ」

「……なるほどね。確かに心理的な抵抗はあるよね、それ」

「せやろ？」

　宏の説明を聞いて、いろんな意味で心底納得する春菜。宏が言いたがらなかった理由も、最初から選択肢から排除するわけもよく分かる。

　いくら性能がよかろうが、いくら品質が最高で見事な発色をしていようが、吐しゃ物から作られたと知っている染料を使った服を着るというのはかなり抵抗がある。

　だが、衣類の素材に動物の排せつ物などを使っているケースはいくらでもあり、特にこの世界の場合は気にし始めるとキリがなくなる。

　そんなふうに、春菜がまたしても男前な思考ぶりを発揮して、普通なら避けるであろう判断を推し進める。逆に、自分の吐しゃ物の処理だからなのか、やけに遠慮がない。

「……最終的にどう処理するかはともかく、一応サンプルとして作ってもらっていいかな？」

「……正気か？」

「よくよく考えたら、膠にかわとか染料とかって結構動物の排せつ物使ってるから、今更かなって」

「……さすがにそれとこれを同じ扱いすんのは乱暴やと思うけどなあ……」

「いいからいいから。それに気分的なものは大事だけど、気分に流されて最善を尽くさなかった結果、前回みたいなことになるのは避けたいし」

「……まあ、そこまで言うんやったら……」

　結局春菜に押し切られる形で、片手間で作れる範囲の染料を夕食までにサンプルとして完成させる宏。色見本としてその染料で染め上げられた布を見た春菜達の判断は、というと……。

「ものすごくいい色ばかりだし、安全のためにも絶対に作っておくべきだと思うんだけど、どうかな？」

「……春菜がいいんだったら、あたし達は出どころを考えないことにするけど……」

「じゃあ、決まりかな。そういうわけだから宏君、お願い」

「……春菜さんが言うんやったら作るけど、あとで苦情は受け付けへんで」

　聖天八極砲をキャンセルする魔法抵抗と魔法防御力に加えアミュオン鋼製のフルプレートを超える物理防御力を発揮し、色合いその他の美的センスの問題もクリアした結果、関係者全員に量産の決意と原材料に対する割り切りを促すことになるのであった。








邪神編　第二〇話






「ある程度落ち着いたことやし、ちょっと相談したいことがあるんやけど、ええ？」

　冬とう華かが生まれ──正確には肉体と自我を完成させ、春はる菜な達から名前を貰もらった翌日。

　昼食の席で、宏ひろしが唐突にそんなことを言い出した。

　なお、現在この昼食の場には、日本人メンバーしかいない。

　ファム達はすでにウルスの工房に引き上げており、エアリスとアルチェムも朝食後に各々の神殿に戻っている。

　冬華は相変わらず眠っており、ローリエは気になることがあるからと冬華についていた。

「相談したいこと？　何よ？」

「ちょっと、レイっちにインスタントラーメン工場の拡張とライン増設について頼まれとってな」

「そういえば、そんな話してたわね。それがどうしたのよ？」

「神器作りを最優先にとは思っとったんけどな、その前にさくっと片付けてもうてええやろか、っちゅうんを相談したいんよ」

「好きにすればいい、と言いたいところだけど、神器関連は邪神との戦闘も絡んでくるから、勝手に予定を変えるのもまずそうねえ……」

「せやねん」

　宏の持ちかけてきた相談事について、少しばかり考え込む一同。

　正直なところ、単に設備を増設するだけ、というのであれば、宏の場合大した作業ではない。ラインを何本増やすかにもよるが、どんなに時間がかかっても一日二日で終わる範囲であろう。

　問題なのは、それだけで済むのか、という点である。

　ローレンのパン屋や食堂の時も、ウルスのインスタントラーメン工場立ち上げの時も、なんだかんだでそれなりに手を取られていた。本格的な従業員教育などはレイオット達の仕事だとしても、最初の部分はある程度手伝う必要があるのは今回も同じであろう。

　すでに稼働している工場の拡張とはいえ、インスタントラーメン工場はこの世界において全く前例のない新事業なのだ。

　その拡張および生産能力の増強なんて、当然初めてのことである。

　予想外のトラブルが起こったり、レイオット達がノウハウを持っていないところの教育が必要になったりするのは目に見えている。

「ねえ、宏君。今の防具でキツくなる可能性って、どれぐらい？」

「正直、邪神がどう出るか次第やから何とも言えんけど、高難易度ダンジョンの裏マップとかに入らん限りは、いっちゃん薄い兄貴でも大方ノーダメージにはなると思うで」

「そっか。で、そこを何とかするのに、高難易度ダンジョンに潜らなきゃいけないんだっけ？」

「せやな。春菜さんのあれこれで染料は作ったけど、神衣作るにはいろいろ足らんし、霊布の服染め直すぐらいやったら春菜さんに権能で手伝ってもらえば今すぐにでも終わるしなあ。でまあ、それ以外っちゅうとリベンジの準備の時に今作れる限界に到達しとるから、すぐにどうにかするっちゅうんは無理やな」

「だったら、ウルスでの工場の増設作業って、素材集めより安全って考えていいよね？」

「そうなるわな」

　当たり前のことを確認してくる春菜に、不思議そうに応じる宏。普通に考えて、邪神の幹部とやり合うより危険な状況になることなど、工場の建設という作業ではまずありえない。

「えらい回りくどいこと確認しとるけど、春菜さんは何を気にしとんの？」

「私達が倒したのが邪神教団のトップ級全部だとはとても思えないから、またこういう寄り道してる最中に攻撃されないかな、って」

「ないとは言い切れんけど、ウルスに関してだけ言うんやったら、それができるんやったら最初からやっとるやろう」

「ああ、うん。確かにそうだよね」

　宏の言葉に、ひどく納得した様子で頷うなずく春菜。

　今より余裕があったであろうカタリナの乱の時期ですら、邪神教団はバルドによる扇動と内部分裂を主体とした手段に頼っていた。結果として、あと一歩というところで宏達というイレギュラーに潰つぶされたわけだが、逆に言えば、あとは力押しでもいける状況だったのに、それを成せずに宏達にひっくり返されたということでもある。

　正面から力任せに攻撃を仕掛けるタイプの集団ではないといっても、あそこまで策が成立していたのであれば、普通は多少の犠牲や消耗など気にせず強引にでも目的を達成しようとするだろう。

　その点を踏まえるなら、邪神教団だけでなく邪神自身も、ウルスなどの大都市に直接攻撃を行えない何らかの事情があると考えてもよさそうである。

「あと、もう一つ気になったんだけど、そんなにのんびりしてて大丈夫なのかな？」

「素材集めに関してはまあ、基本的に春菜さんの権能で時短する予定やから、多少の寄り道回り道は大丈夫やと……思う」

「……なあ、ヒロ。春菜の権能で時短って、もしかして俺達のリハビリの時のあれか？」

「せやで。折角の時空神の権能やねんから、ダンジョン内におるときぐらいは有効に使い倒さんとあかんやろ？」

「それ、いいのかよ……？」

「元々僕と春菜さんはこの世界の存在やないから、この世界の神々のルールの適用範囲外やしな。通常空間でやる分にはいろいろ気ぃ使わなあかんけど、ダンジョン内は神様的にも治外法権の無法地帯や。顕現すること自体に一切縛りがない僕らの場合は、ダンジョン内に収まる範囲やったら何やっても問題ないねんわ」

「……その手の治外法権は、神の城の中だけのことかと思ってたぞ……」

「まあ、神様のルールにもいろいろあるねんわ」

　大雑把な言葉で細かい説明を切り上げた宏に、本当に大丈夫か、という表情を浮かべる達たつ也や。

　そんな達也とは対照的に、春菜は特に問題を感じていないらしい。神器関連以外に余計な時間をかけることに関しても、それで時短するならいいか、という態度である。

「とりあえず、ルール的なことに関しては問題ないから置いておくとして、私達が気にしなきゃいけないのは、そっち先にやっちゃってアルフェミナ様達の方は大丈夫なのか、ってことだよね」

「せやな。いっぺんそのへん、誰か神様捕まえて確認せんとあかんなあ」

「というか、今思い出したんだけど、ザナフェル様が復活したときにダルジャン様に、ちょっと時間置いてからもう一度ザナフェル様のところに顔出しに来るように、って言われてたよね？」

「「「「あっ」」」」

「神の城が完成して機能が安定したら……だったはず。何か引っかかってると思ってたんだけど、やっとその正体が分かったよ……」

　春菜に指摘され、思わず同時に声を上げる宏達。

　そんな宏達の反応を見ながら、うかつだったという表情を浮かべる春菜。

　ザナフェルを復活させてから今まで、やたらと濃いイベントがジェットコースター的に連続して起こったうえに、達也達のリハビリで実時間的にはともかく主観時間ではずいぶん長く神の城のダンジョンに籠こもっていたこともあり、完全に意識の外に追いやられていたのだ。

　こうなってくると、いくら基本的にはモノを忘れない春菜の記憶力といえど、きっかけなしには思い出せなくなる。彼女ですらそうなのだから、他の人間に覚えていろというのは酷な話であろう。

「とりあえず、そのへん確認しにザナフェル様んとこ行くしかないか」

「そうだね」

「ほな、ちょっと慌ただしいけど、飯終わったら出発でええか？」

「おう」

「あたしもそれでいいわよ」

「ボクも」

　宏の確認に、全員が賛成を告げる。

　この時、春菜が何かに引っかかっている様子を見せたことにもう少し突っ込んで、本当に直感に訴えかけているのがその件だけなのかを考えさせておけば、あとの騒動はもう少しマイルドになった可能性もあった。

　が、そんなことには気づく余地もなく、結局宏達は深く考えずにザナフェルのもとへと旅立っていったのであった。
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　宏達が昼食を食べながらグダグダやっていたのと同時刻。

　ウルス北地区の商業区。

　ファーレーンで最も古い商業組合で、現在の商業ギルドの母体となったという歴史もある北地区商業組合の内部では、深刻な話し合いが行われていた。

「殿下の主導で、インスタントラーメン工場の拡張が進んでいるそうだ」

「……稼働を始めたのが確か先月か先々月かだったというのに、もう拡張なのか？」

「例のマルクトとウォルディスの戦争で、兵糧としての需要が増えたそうだ」

「くっ……さすがにそれが理由では、文句のつけようがないな」

「ああ。今のところは乾パンやクラッカーの需要がなくなっているわけではないが、この調子で進んでいくといずれは、というところだな」

　組合のトップ、パン屋のチャールズが難しい顔で今後の展望を口にする。

　彼らは今、アズマ工房の台頭と同時にウルスを、ファーレーンを、ひいては世界中を揺り動かす変化の波に対して、怯おびえのようなものを感じ取っていた。

「ウルスは昔から交通の要所にある港町だ。それだけに、外部から新たな文化が入ってくることも、それによる変化が起こることも必然ではある。だが……」

「昔からあるものを蔑ないがしろにしていい、という話ではないな」

「ああ」

　表面上物分かりがいいことを口にするチャールズに対し、組合幹部の一人がそう反論する。

　そのチャールズにしたところで、その反論に対してすぐに同意をするあたり、最近のウルスの変化を良しとしているわけではないのだ。

　そもそもの話、ウルスの北地区は貴族街や城とも近く、軍用品や国家が行う備蓄の類たぐいは、ほとんどがここから納品されている。それに合わせて、王族や貴族向けの高級な嗜し好こう品を扱うことも多く、中央市場の高級品市し場じょうはここの独壇場だともいえた。

　それだけに、昨今のアズマ工房の活躍により、今までの利権、それも最も利幅の多い王族や高位貴族の嗜好品がらみを、もろに食い荒らされた形になっているのである。

　無論、今のファーレーンやウルスの規模を考えれば例外はいくらでもある。特に軍に納める行軍食などは、北地区だけで全てを賄うのは不可能なボリュームである。

　高級品にしたところで、やはりウルスで生産できないものなどいくらでもあるので、最初から完全な独占などできるわけがない。

　実用品である武器防具にしても、十分すぎるほどの高性能品ではあるが、純粋な性能では国家を挙げてそこにリソースをつぎ込んでいるフォーレ製のものに勝てるわけもないし、最近ではフォーレからの輸入品が魔鉄製のものに変わってきているので、ますます差が開くばかりになっている。

　それに、王族が個人的に欲してアズマ工房から購入しているもののうち、九割は北地区の商人や職人では調達ができないか、品質的に太刀打ちできないものである。

　因ちなみにチャールズ達は、利権が脅かされているだのと文句を言うつもりは一切ない。むしろ、自分達の努力が足りなかったことで生じた問題について文句を言うような輩やからは愚かだと思っており、自分達の品物に間違ったプライドを持つ者を軽けい蔑べつする側の人間である。

　良いものは良いと認め、そのあたりのすみ分けを行える程度には柔軟性を保っているのだ。

　だが、最近の変化は、そんな次元を大きく超えている。

　ある意味においてその象徴ともいえるのが、今回のインスタントラーメン工場の拡張なのだ。

「さて、このままではじり貧だ。どうしたものか……」

「今更、アズマ工房に手を出すわけにもいくまい」

「当たり前だ！」

「彼らは何度もこのウルスを救っている！　そんな恥知らずな真似ができるか！」

「そもそも、アズマ工房もその後ろ盾となっているメリザ商会も、それほど大々的にこちらの領分を荒らしにきているわけではない。こちらに有利な戦場で、しかも相手に遠慮をさせたうえで負けているのだから、報復などすれば商業ギルドも工業ギルドも黙ってはおらぬよ」

　若手の幹部が漏らした物騒な一言に対し、その場にいた他の幹部が総攻撃を加える。

　この一連のやり取りから察せられるように、現在の危機的状況を招いた原因であるとはいえ、北地区の商業組合も工業組合も、アズマ工房自体に対してはほとんど悪感情を持っていない。

　というのも、宏達は主に東地区を拠点にしているとはいえ、その他の地区からの仕事も普通にこなしている。その流れで北地区の商業組合も随分と世話になっており、どうにも敵視しづらいのである。

　大体、いくら急速に台頭してきて影響力が無視できなくなっているといったところで、アズマ工房自体は所しょ詮せん小規模な工房でしかない。彼らが関与できる範囲など、よく出入りしている王族から直接注文を受けたものや、メリザ商会が取り仕切っている規模相応より少しボリュームが多い程度の商品の分だけである。

　これほど急速に変化を巻き起こすと予想できなかった自分達の見る目がなかっただけで、直接的な商売の規模に関しては、金額はともかく量的にはそれほど大したものではないのだ。

「とりあえず、明日にでもどうにかしてレイオット殿下、もしくはその近くにいる方につなぎを取り、今後の展望について確認してくる」

「分かった。そのあたりはチャールズに任せる。我々は我々で、伝統を保ちつつこの変化の荒波を乗り越えられる方策を検討しておこう」

「ああ、頼む。それとは別に、早まった真似をしたり、我々の品位を下げるような行為に手を染めたりする者が出てこないよう、しっかり監督しておいてくれ」

「分かっておる。だが、注意が必要なのはむしろ、外部と接点がある連中や広域に手を広げておる商会だろう」

「そうだな」

　先ほど、商業ギルドの名を出して若手をたしなめた長老の言葉に、一人の老人の顔を思い浮かべながら頷くチャールズ。

　古くからの伝統を誇る組織というのは、総じて老人の発言力が強い。この北地区商業組合もその例にもれず、トップであるチャールズよりも前の組合長であった一人の長老と、その取り巻きの発言力の方が強いことが多々ある。

　そして、その手の長老は、大きな変化をことのほか嫌う傾向が強い。

　先ほどから要所要所で場をしめてくれる長老は、そんな彼らを牽けん制せいしながらチャールズを立ててくれる実にありがたい人物なのだ。

「しかし、ある程度の変化は組織の健全化のために必要だろうが、こんな大きな嵐は勘弁願いたかったぞ……」

「伝統を守ることと、ちょっとした工夫すら行わず頑かたくなに教わったことのみを行い続けることの違いも分からぬ頑固者を目覚めさせるには、これぐらい派手な変化が必要だろうよ」

　チャールズのボヤキに対し、ため息交じりにそう吐き捨てる長老。

　何でもかんでも変えればいいというわけではないのと同じぐらい、一から十まで一切変えないことが伝統を守ることではない、という理屈は、案外通じないものらしい。

　そもそも、現在ウルスで最も古い、千年以上の歴史を持つ工房が伝統的なやり方で作っている品物も、その大部分は長い歴史の中でいろんなところが変わっている。

　もっと言うなら、日々同じ製法で作っているものですら、全く同じ作り方で作り上げているものなどない。材料の状態や気温、湿度などの環境が日によって違うのだから、当然である。

　自分達が長い歴史の中で磨き上げてきた伝統的な製法や工法がどういうものか、そのコアとなっているものが何か。それが分かっていれば、新たな素材を使う、新たな工法を取り込む、といったことを行っても揺らぐことなどないのだ。

「……いっそのこと、この急激な変化の責任を取ってもらうためにも、アズマ工房にはこちらの課題解決に協力させるか？」

「おいおい。一応は商売敵だろうが？」

「商売敵だが、全ての分野で食い合っているわけじゃない。調度品などの芸術的な要素が絡む日用品は、まだまだこちらの方が強い。それに……」

「それに？」

「相手はものづくりの神様だ。職人でもある我々が縋すがるのは、おかしなことでもないだろう？」

「……確かにな」

「我々北と本拠地がある東はともかく、西と南の一部、それから暗黒街の連中は何かよからぬことを考えている。うちもそうだが東も中身は一枚岩とは言いがたい。そのあたりの警告もかねて、一度向こうとも話をする必要がある」

　チャールズの言葉に、確かにと頷く幹部達。

　どんなに粋がったところで、自分達は所詮小さな商業組合でしかない。あまりに性急にいろいろ進めている王家やアズマ工房には思うところもあるが、自分達が全面的に逆らって勝てる相手だと考えるほど思い上がってはいない。

　第一、城を建てて空に浮かべるような存在に喧けん嘩かを売るなど、自殺行為以外の何物でもない。

　余談ながら、神の城をマルクトへ急行させた際、ルートの都合でウルスからも見える場所を通っていたことにより、宏がものづくりの神になるに至った、というほぼ真実を突いた都市伝説はウルス中に浸透している。

　大部分は半信半疑だが、チャールズのように本当だったらまずいからという理由で信じている人間も少なくはない。

　神になったとは信じていない人間も、現時点で神と大差はないのでは？　などと考えている者が多いのはここだけの話である。

　神になったと思われても思われなくてもあまり扱いが変わらないのは、まさしく日頃の行いとこれまでの積み重ねの成果というしかない。

「とにかく、手遅れになることを傍観していても仕方がない。皆にはこの大嵐を乗り越えられるよう、新商品の開発なり既存商品の改良なり、できることを全力で行ってほしい」

「分かっている、任せておけ」

「建国以来の伝統とご先祖様の積み重ねにかけて、アズマ工房に乗っかっただけの、ただ新しいこと以外に見るべきものもない連中に負けるわけにはいかんからな」

「チャールズも、殿下やアズマ工房との話し合いについて、よろしく頼む」

「ああ、任された」

　公式に発表された、インスタントラーメン工場の拡張という大事業。

　その嵐の前に、ウルス北地区の商人と職人は一致団結して事に当たることを誓うのであった。
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　ウルス東地区の冒険者協会。

「ねえ、マリオン。これ、どう思う？」

「何か見つけたのリンデ？　えっと……」

　壁に貼ってあった募集を見た二人の女性が何やら会話をしている。

　リンデと呼ばれた少女はエルトリンデという名で、ウルスから北東の大霊峰中腹にある集落から出てきた、比較的若いエルフである。

　集落を出てきた理由にこれといったものはなく、強いて言うなら他の地域のエルフとの交流と婿探しといったところだ。

　もっとも、交流はともかく、婿探しの方はそれほど切羽詰まっているわけでもない。

　というより、集落から送り出された際に、ついでに探してこいと言われた程度で、言ったほうも言われたほうもあまり真剣に考えていない。

　いくつかの集落やヒューマン種主体の村をめぐり、いざ大都会ウルスへ、というタイミングになって食料の見積もりを間違え、行き倒れていたところをマリオンに助けられた。

　一方のマリオンは、ウルスを拠点に活動する六級冒険者だ。少し前までは『北極星』という五人組のパーティを組んでいたが、内輪揉めの末に解散。現在はパーティを組む相手を探しながらソロで活動している。

　なお、かつて組んでいたメンバーのうち、二人は解散してすぐに無謀な依頼を受けて死亡。残りの二人はそれを見て思うところがあったのか引退し、現在は夫婦になって荒事にも対応できる従業員として港湾区の卸市場で働いている。
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　真っ二つに明暗の分かれたかつての仲間達の末路を見て、マリオンは今度こそ人間関係で揉もめないようにと、慎重に付き合う相手を見定めている。

　因みに、エルトリンデを助けたのは内輪揉めでパーティが分裂し、うち二人が死亡した時期と重なっており、エルトリンデと出会っていなければマリオンは手が付けられないほど荒すさんでいたに間違いない。

　そう考えると、お互いにとってこの出会いは運命的だったといえる。

　その後、二人はルームメイトとして一緒に暮らすようになり、エルトリンデも集落時代にやっていた便利屋のスキルを活かして、製薬を主体とした生産活動メインの冒険者をやっている。

「……なになに？　インスタントラーメン工場の新規職員募集？」

「ここに貼ってあるってことは、多分本物の職員募集なんだと思うんだけど、ちょっと信用しきれない感じなの」

「あ～、確かにねえ……」

　エルトリンデの疑問に同意するマリオン。

　インスタントラーメン工場といえば、王太子であるレイオット殿下が主導しファーレーン王国が総力を挙げて展開している巨大プロジェクトであり、彼女達冒険者にとっても仕事中の食生活に直結する重要な工場である。

　そんな工場の職員を、わざわざ冒険者協会で募集する。

　エルトリンデでなくても、胡う散さん臭くさいと思ってしまうだろう。

「……あたし達だけでごちゃごちゃ言ってても仕方ない。アンさんに確認しよう」

「そうね。本当だったらチャンスだし、あからさまに偽物っぽかったら無視すればいいだけだし」

「そうそう。あたしはともかく、リンデの方の仕事はこれの確認してるぐらいの時間じゃなくならないだろうしね」

「まあ、ね。っていうか、マリオン。もう自分の分の仕事確保してるの？」

「当然。六級の仕事はいいやつが少なめだからね。美お味いしいやつをさっさと見極めないと、碌ろくでもない仕事しかなくなるし」

　いつの間にかバーサークベア討伐の依頼を確保していたマリオンを見て、その早業に目を丸くするエルトリンデ。

　まだ六級冒険者のマリオンだが、その実力は実質的に五級、戦闘能力だけなら四級に匹敵すると言われている。それだけに、バーサークベアぐらいなら単独で簡単に仕留めてしまう。

　メイン武器が両手剣という都合上、相性の問題でワイバーンなどのような大型で強力な飛行型モンスターは苦手だが、陸にいるならケルベロスクラスまでは複数相手にして倒せるという、それはもう強い戦士なのだ。

　八級で街まち中なかの仕事をメインにちまちま稼いでいるエルトリンデとは、稼ぎも実力も評価も天と地ほどの差があると言っていい。

　もっとも、エルトリンデの評価も、決して低いわけではない。宏達ほどではないが、普通の冒険者には手が出せない特殊な技能を要求される、場合によっては戦闘も必須となる仕事をメインにしているため、下手な七級冒険者より稼いでいたりするのだ。

　むしろ、新米冒険者に分類される程度の経歴としてはかなりの高評価で着実にお得意様を増やしており、時には協会から報酬を上乗せしての指名依頼が来たりすることもある。

　二人とも、単に実績が足りないので今のランクにいるだけで、評価自体は一つ二つ上のランクの冒険者とさほど変わらない。

　ウルスほどの大都会になると、自分の肌に合う仕事だけを受けて優雅な生活を送っているランク詐欺の冒険者が、それなりにたくさんいるのである。

「すいません」

「はい、マリオンさん、エルトリンデさん。依頼の受領ですか？」

「あたしはそうだけど、リンデは聞きたいことがあるんだって」

「聞きたいことですか？　そういえば、先ほどインスタントラーメン工場の人員募集を見ておられましたが、そのことでしょうか？」

「はい！」

　冒険者協会の受付であるアンに確認され、エルトリンデが元気に答える。それを見たマリオンが、思わず苦笑した。

　マリオンと同居しているエルトリンデだが、その過程でいろいろあってインスタントラーメンには一ひと方かたならぬ思い入れがあり、それが見事に表に出た形である。

　そんなマリオンの様子に気づかず、エルトリンデは身を乗り出しながら聞きたいことを口にした。

「あの募集は、本物なのでしょうか!?」

「ええ。昨日、王太子殿下が直々に持ち込まれたものですので、間違いなく本物ですよ」

「……いくら推進してるのが王太子殿下だからって、なんで本人が直接募集を持ってくるのよ？」

「まあ、うちはアズマ工房との縁が深いこともありまして、殿下と直接交渉する機会も多いですから。他よりは持ち込みやすいのでしょう」

　アンの口にした理由に、アズマ工房の最寄りの冒険者協会はここだった、ということを思い出すマリオン。

　彼女自身は面識も縁もないが、アズマ工房の噂うわさはよく知っている。

　冒険者という観点で見れば、ある意味において最も理想的な成り上がり方をした集団なので、彼らについての嘘うそか本当か分からない大おお袈げ裟さな話には事欠かないのだ。

　因みに、少し前にジズの墜落事件が起こるまで最も眉唾な話だと思われていたのは、城ほどの大きさがある繭を紡いで大量の糸を作った、というものである。

　ジズの一件から、今では普通にやりかねないと思われており、逆にどんな嘘臭い話でも本当かもしれないと思わざるを得なくなったのだ。

　余談ながら、マリオンもエルトリンデも受けていた仕事を優先したため、ジズの解体には参加していない。さすがに信用に関わるために自重したのだ。

「えっと、本物なら応募したいんですが、どうすればいいんでしょうか？」

「問題はありませんが、エルトリンデさんの場合、下手をすると今より収入が減りますよ？」

「収入はどうでもいいんです！　私はインスタントラーメンに関する仕事をしたいんです!!」

「わ、分かりました。少々お待ちください」

　エルトリンデの妙な迫力に押され、なんとなく曖昧な表情で何やら書類を取り出すと、アンが手続きに関する話を進める。

「この用紙に所定の内容を記入してください。それを冒険者協会から殿下に提出しますので、あとは王宮からの指示に従って、試験を受けてください」

「試験、ですか？」

「ええ。ただ、まずはこの書類だけで最初の合否を決めるようですので、場合によっては試験を受けることすらできない可能性もありますが」

　脅しのようなアンの言葉に、顔が引きつるのを止められないエルトリンデとマリオン。冒険者なんて仕事をしていると、どうしても裏の意味を勘ぐってしまうのである。

「……完璧に正確に書くのは無理でも、過剰に盛ったりふざけたりはしないほうがよさそうだね」

「……うん。私もそう思った。これ出したら、しばらくは素行にも気をつけないと……」

　そんなことを言いながらも、差し出された書類（内容的にはどう見ても履歴書）を受け取り、酒場スペースで丁寧に内容を確認しながら埋めていくエルトリンデ。

「……とりあえず、変な問題も起こしてないはずだし、多分これで大丈夫」

「向こうがどういう基準で判断するかは分からないけどね。まあ、あんたは別に他国に通じてるとか妙な集団に所属してたとか前科があるとかじゃないから、日頃の素行にさえ気をつけておけば書類審査で落とされるってことはないんじゃない？」

「そうだといいんだけど……」

　いろいろと不安になりながらも、とりあえずこれ以上はどうにもならないと割り切って書類を提出するエルトリンデ。

　こうしてエルトリンデは、己の胃袋と心を救ってくれたインスタントラーメンの生産と流通に関わるべく、その第一歩を踏み出したのであった。




　　　　☆




「ようこそおいでになられました、ヒロシ様、ハルナ様」

　ダールのイグレオス神殿では、宏達の到着を待ち構えていたナザリアが、神を迎え入れるがごとき恭うやうやしさで宏達に接してきた。

「ナザリアさん、そういうのやめてんか」

「やはり、駄目ですか」

「そらそうや。別に、中身が変わったわけやないからな」

　その対応に心底嫌そうにする宏を見て、思わず困ったようにアルカイックスマイルを浮かべるナザリア。

　はっきり言って、今の宏と春菜相手に前と同じような態度を取れ、というのは、巫み女ことしての資質が低いナザリアにとっては無茶ぶりもいいところだ。

　これがエアリスやアルチェムほど、とまでは言わなくても、せめてサーシャやジュディス程度に高い資質を持っていれば、神の威にあてられることなどなかっただろう。

　逆に、最初から資質など持っていなければ、宏達を普通の人間と扱うこともできたかもしれない。だが、ほとんど一般人と変わらぬレベルとはいえ巫女の資質を持つナザリアには、宏と春菜が発する神の威がはっきりと感じ取れてしまい、その低い資質ゆえにそれに抵抗できない。

　ナザリアは特別ひどいが、実際のところ現在巫女の地位についている、もしくは巫女の資質を持つ者の大部分は、今の宏と春菜に対面したときに大差ない態度をとるだろう。

　神化するというのは、言ってしまえばそういうことなのだ。

「っちゅうか、ちょっと前にザナフェル様のことでここに来たときは、そんな態度してへんかったやん。なんで今頃……」

「あの、もしかして気がつかれておられないのでしょうか？」

「気がついてへんって、何が？」

「前回と今とでは、ヒロシ様から発せられる神の威は段違いなのですが……」

「そうなん？」

「はい。しかも、ハルナ様からも同じだけのお力を感じます」

　ナザリアにまじめな顔でそう言い切られ、『そうなのか？』という表情で達也達を見る宏と春菜。

　宏と春菜の微妙にすがるような気持ちがにじんだ視線を受け、首を左右に振ってよく分からないことを伝える達也達。

　実際のところ、神化してから共に行動した主観時間が長すぎ、また春菜が神化した直後の精神状態が悪すぎたこともあって、達也達には宏と春菜の存在感の変化など分からない。

　辛うじて澪みおが、感知能力の高さと春菜が女神として復活した際にできたつながりによって多少理解している程度で、達也と真ま琴ことに至ってはそもそも宏と春菜が神になったということ自体、本当の意味ではピンときていなかったりするのだ。

　後に春菜が本当に神になったことを実感させられる出来事が起こるのだが、幸か不幸か達也にせよ真琴にせよ、この時点では宏と春菜の神化前との違いは全く意識せずに済んでいるのである。

「しかし、力が強なったっちゅうてもなあ……」

「前回の時点ではまだ人間だった私はともかくとして、宏君についてはよく分かんないよね……」

「師匠、春はる姉ねえ。もしかしてなんだけど……」

「澪、なんか思い当たることあるん？」

「ん。仮説だけど、ローリエを城の管理者にして、邪神の幹部っぽいのとの戦いで城の機能がほぼ完全に解放されたことが影響してる、かもしれない」

「「「「ああ……」」」」

　澪に言われて、思わず納得する宏達。神の城の性質や性能を考えるに、宏の力が増す原因としては最もありえそうな理由である。

「恐らく、これからお会いになられる巫女の大半は、私と同じような態度になると思われます。申しわけないとは思いますが、慣れていただくしかないかと」

「ありがたくない話やなあ……」

「何というか、それなりに覚悟はしてたけど、やっぱりちょっとへこむ話だよね……」

　ナザリアに大真面目に断言され、肩を落としてぼやく宏と春菜。

　さほど会う機会もなければ仲良くもなれていない相手とはいえ、単なる顔見知りよりは深い人間関係を築き上げていたナザリアが、あっさりこういう態度になってしまうのだ。見ず知らずの相手がどうなるのか、考えるだけでも憂ゆう鬱うつである。

「……よくよく考えたら、エルもアルチェムもこんな大げさな態度、取ってへんやん」

「言われてみればそうだよね。ジュディスさんとかサーシャさんとかは分かんないけど……」

「あのお二人は、どの神に仕えるかに関係なく、歴史上存在する全ての巫女の中でも、一、二を争う資質と実力をお持ちです。それも、単に優れているという次元ではなく、下手をすれば三位以下全てが束になっても勝負にならないほど隔絶した差がありますから」

「そこまでなんだ……」

「そこまでです」

　宏の反論をバッサリと切り捨て、やや引いた様子での春菜の呟つぶやきにそう断言するナザリア。

　恐らくナザリアの資質では、このイグレオス神殿で森羅結晶を作るというイベントがなければ、エアリスとアルチェムが巫女としてどれほど隔絶した存在かを知る機会はなかっただろう。

　あまりに差がありすぎると、どれほどの差があるかさえ分からなくなるものなのだ。

「でもさ、ナザリア。あんた、イグレオス様には結構きついこと言ったりとか平気でしてるわよね？　宏達相手にしてるときほど、へりくだってる様子もないし」

「それはある意味当然のことだよ。己が仕える神を諫いさめるのも、巫女の仕事だからね。たとえ私の資質が底辺を這はっていようと、神から己の巫女であると正式に認められた時点で仕える神、私の場合はイグレオス様からの神の威には、それほど大きな圧力を感じなくなるんだ」

「なるほどねえ」

　今まで知らなかった巫女の資質に絡むあれこれを教えてもらい、なるほどと頷く真琴。

　これまでは知る必要が特になかったこともあり、せいぜいが能力面ではエアリスを基準にしてはいけないらしいということをうっすらと認識していた程度だった。

　よもや、神に相対したときの態度にまで影響するほどとは思っていなかったこともあり、いろいろ知ることができたのはよかったと言える。

　それだけでもザナフェルに会うためにイグレオス神殿に来たかいはあったと言えるが、今後増えるであろう新たなバリエーションの厄介事に関しては、少しばかり頭が痛い。

「てか、ナザリア。別にいいんだけどさ、宏達とあたし達でえらく態度に差があるじゃない？」

「それはそうだろう。大事な客人だとはいえ、まだちゃんと普通の人間である君達相手に、わざわざ態度を変える理由がない」

「そりゃまあ、そうだわな。俺達にしても、ヒロや春菜みたいな扱いされるのは、居心地悪すぎて勘弁願いたいところだし」

「そうだと思ったからこそ、この態度なのだよ」

「ん。でもわざとらしすぎるうえに過剰すぎて、ちょっと当てつけくさい」

「そうか。そう感じさせてしまうとは、私もまだまだ未熟だな。今後はもう少し注意するから、もうしばらくは大目に見てくれると助かる」

「ん」

　真琴の突っ込みをきっかけに、和わ気き藹あい々あいと態度についての話をする人間組。

　それを見ていた宏が、ため息交じりに口を挟む。

「そこまで切り替えできるんやったら、僕と春菜さんもそんな感じで相手してえや……」

「だよね……」

「それはどう頑張っても不可能なので、諦めてください」

　疎外感を覚えていた宏と春菜からの要請を、どことなく申しわけなさそうにしながらもきっぱりと拒否するナザリア。

　そんなナザリアを助けるべく、黙ってポージングを続けながら成り行きを見守っていたイグレオスが話しかけてきた。

「さて、そろそろ吾わが輩はいの巫女をいじめるのは終わりにしてもらいたいのである」

「別に、いじめとったわけやないんですけど……」

「いやいやいや。お主ら相手に〝人間だった頃と同じ態度で接しろ〟というのは、我が巫女に対するいじめ以外の何物でもないのである！」

「やっぱり、そうなってしまいますか？」

「うむ！　姫ひめ巫み女こやジュディス達と同じぐらいの感覚で他の巫女と接したいのであれば、その様々なものを駄々漏れにしている状態を改善するのが最優先なのである」

「自覚なかったけど、そこまで駄々漏れなんだ……」

「駄々漏れどころではないのである。特に歌姫は、アルフェミナを過労死させぬためにも、早急にそのあたりを改善するべきなのである！」

「え？　アルフェミナ様が過労死するほどなの!?」

　イグレオスが指摘した驚きょう愕がくの事実に、思わず絶叫する春菜。

　そんな春菜とは裏腹に、あ～、という表情を浮かべている宏。

　宏はその鍛えに鍛えた感覚により、春菜の体質が無駄にパワーアップした挙句に因果律とセットで春菜の力の制御そのものを乱していることを把握していたのだ。

　人のことを言えぬ自覚はちゃんとある宏だが、彼の場合は春菜のものと違って、あまりひどいと見て分かるほど現実に影響が出るので、とりあえず自身のことは後回しにするつもり満々だったりする。

　なお、春菜の駄々漏れ具合に関しては、因果律攪かく乱らん体質の影響か時間とともにひどくなっているので、宏が自身のことを後回しにするのもあながち間違ってはいない。

　むしろ、本来ならこんなことをしている時間も全て春菜の制御まわりの改善に注つぎ込んだほうがいいのではないか、という葛藤すら宏は持っていたりするが、どうせ現状では素材的な問題で大差がないので一時棚上げしている。

「工房主も、歌姫に釣られて制御が甘くなっておるがゆえに、注意が必要なのである！」

「やっぱりそうなるやろうなあ……」

　自分のことを後回しにしようとしている宏に、ザクッと太めの釘くぎを刺すイグレオス。

　それを聞いてため息をつきながら、脳内予定に優先項目としてそのあたりを記す宏。

「っちゅうことは、ダルジャン様の用件がなんであれ、インスタントラーメン工場の拡張とかより神器作りを優先したほうがええ、っちゅうことか……」

「いや、それについては話が別である。インスタントラーメン工場は工房主の力の増強、および制御まわりの安定化に大きく寄与し、しかも邪神の弱体化につながるゆえ、むしろ最優先である」

「えっ？　そうなん？」

「うむ！　確かに短期的には神器作りの方が効果は大きいが、工場制機械工業は軌道に乗れば一日の生産量が段違いなのである。早くに稼働すればするほど工房主の力が増加し、邪神が弱体化するのである。そもそも、その効果は前回の工場の立ち上げで実証されているのである！」

　予想外の言葉に、目を丸くする宏。普通に考えれば春菜の制御の安定化の方がよっぽど重要な気がするのだが、神々の視点ではそうでもないらしい。

「まあ、そのあたりの詳しい話は、ザナフェルのところでダルジャンから聞くがいい。吾輩の担当範囲外ゆえ、大した説明などできん」

「……分かりました。ほな、ちょっと行ってきますわ」

「うむ！　別にわざわざ潜地艇など使わずとも、直接転移して構わぬぞ。なんなら、吾輩が送っていくのである！」

「いやいやいや。それぐらい自前で何とかしますわ。な、春菜さん」

「うん。では、ちょっと行ってきますね」

　暑苦しくポージングを決めながら送ろうとしてくるイグレオスを制し、春菜に転移を頼む宏。宏に振られ、ちゃんと挨拶をしてからさくっと転移を済ます春菜。

　湖底ピラミッド内のザナフェルが住まうホール、その入口前に転移したところで、達也がポツリと口を開く。

「俺、交渉担当のはずなのに、イグレオス様との話にまったく口を挟めなかったな……」

「さすがに神様相手となると、同じ神様である宏か春菜の出番だからしょうがないんじゃない？」

「ん。というか、達たつ兄にいの出番は、この後のインスタントラーメン工場がらみがメイン」

　先ほどの会話のさなかに出番も存在感もなかったどころか、己の仕事もまともにこなせなかったことにへこむ達也。

　その達也を、真琴と澪が必死になって励ます。そこに、

「心配せんでも、急拡大する新規事業なぞ一筋縄ではいかん。放っておいても、いくらでも交渉事が舞い込んでくるのが宿命というものじゃ」

　唐突に現れたダルジャンが、それはそれは聞き捨てならない物騒なことを言ってくる。

「えっと……あの、それってどういうことですか？」

　あまりの物騒さに、顔が引きつるのを隠そうともせずに春菜がダルジャンに聞き返す。

　その質問に対して、にやりと邪悪な笑みを浮かべながらダルジャンが答える。

「なに、進めていけばすぐに分かるじゃろう。ヒントは既得権益じゃ」

「……えっと、インスタントラーメンの増産で侵食する既得権益っていうと……」

「携行食関係……か？　それも特に軍の飯だろうな」

「そりゃまた、おっきなところに喧嘩売ってるわねえ……」

　ダルジャンのヒントをもとに春菜が呟き、達也が答えを出す。それを聞いた真琴が、話の大きさに思わず天を仰ぐ。

「達兄、真琴姉。特にパン屋の利権を大きく食ってると思う」

「あ～、パン屋利権かあ……」

「ウルスって、パン屋はそんなに強い利権持ってたかしら？」

「っちゅうか、そもそもパン屋の既得権益っちゅうんは、そんなにデカいん？」

　宏の疑問に、何を言っているんだこいつ、という表情を浮かべる達也と真琴、澪の三人。

　その様子を見た春菜が、同じ疑問を持っていたことをきれいに隠して口を閉ざし、状況を見守る。

「……よく考えたら、ウルスやルーフェウスみたいな大都会じゃ、普通に生活してる分にはそのあたりを実感する機会はあんまりねえか」

「そうね。あたしだって、ドルおじさんのお手伝いで走り回ってるときに、そのあたりの利権を肌で感じたからうっすらと知ってるだけだし」

「ん。そもそも、日本だとパン屋利権は超マイナー」

「その超マイナーなことをなんで澪が知ってるのかって突っ込みたいところだけど、今回は健全な教養の範囲だから気にしないことにするわ」

「できたら、いつもそうしてくれると嬉うれしい」

「あんたが健全な中学生の範囲でネタ振りするように心がけるなら、考えてあげるわよ」

　真琴にそう言われ、いつものように視線をそらして口笛を吹くような仕草で誤魔化しにかかる澪。もはやこのあたりはお約束のパターンとなりつつある。

「で、結局どういうことなん？」

「詳しい話をするとややこしくなるから簡単にまとめると、パン屋には庄屋みたいな特権があるんだよ。正確に言えば全然違うんだが、大体はそういうもんだと思っとけ」

「ウルスみたいに人口が多くてパン屋の数も多くなると、いろいろ分散されちゃって相対的に弱くなっていく特権なんだけどね」

「なるほどなあ」

　達也と真琴の説明に、なるほどと素直に頷く宏。

　実際のところはこの世界と地球のパン屋利権は全く違うものであり、また、この世界のパン屋利権は産業構造的な都合もあって、レイテ村のような小さな村にしかまともに残っていない利権ではある。

　だがその名残りで、ヒューマン種が主体の街であればどこの都会のどの地区でも、その地域で一番古いパン屋の発言力がいまだに強かったりと、完全に消えたともいえない利権でもある。

　そこに、澪が首をかしげながら口を挟む。

「達兄、真琴姉。こっちのパン屋利権ってそういう感じなの？」

「澪が知ってるのは違うのか？」

「ボクが知ってるのは、いわゆる職能ギルド的なもの」

「ああ、そういうやつか。そっちはウルスやルーフェウスぐらいデカい街だと、商業ギルドと職人ギルドが強くなってるから、せいぜい一部の商品にどこが作るかとか新規参入できるかってのが残ってるぐらいだなあ」

　澪の質問に、今までの各種折衝で得た知識をもとにそう説明する達也。

　詳しい内容は割愛するが、澪が言う職能ギルド的な利権構造というのは、簡単に言えば新規参入や新商品などについて、パン屋の親方が握っている様々な権利についてである。

　このあたりはどこの職能ギルドにもあった話ではあるが、市場規模も大きく工程も多いパン屋の職能ギルドが特に目立ってそういうエピソードが多いために、そのあたりに詳しい人達の一部でパン屋利権と呼ばれてネタにされることが多いのである。

　達也も述べたように、この世界でパン屋利権と呼ばれる類のものはそれではないのだが、今回に関しては、どちらかといえば澪が口にした利権の方が既得権益としては近い。

　というのも、パン屋の固焼きパンや乾パンといった携行食のパンを売って得る利益をダイレクトに侵害しているうえに、慣例的にパン屋が握っている各種携行食を作る権利、もしくは作ることを許可する権利も侵害していることになるからだ。

　国家が主導するプロジェクトとはいえ、パン屋にとって場合によっては死活問題に直結するのだから、ここまで性急に進めれば反発の十や二十は買って当然である。

「とりあえず思うんやけど、それってレイっちの責任ちゃうん？」

「そうだよね。一応は国家プロジェクトなんだし、そのあたりの調整って国がやってるはずだと思うんだけど……」

「師匠、春姉。多分殿下が直接話を通すために動いたりはしてない」

「そらまあ、そうか」

「割とホイホイ会ってるから実感ないけど、大国ファーレーンの王太子なんだからそこまで暇じゃないか」

「で、役人って融通がきかないくせに仕事は粗いことが多いから、上から目線で王家主導の国家プロジェクトだから拒否権はない、ってごり押ししてる可能性が」

「「あ～……」」

　澪の指摘に、ないとは言えないと頭を抱える宏と春菜。

　なんとなく自分達の時の感覚で、商業ギルドや各地区の商業組合に直接話を通しているものとばかり思っていたのだ。

　普通に考えれば、仮にもファーレーンほどの大国の王太子ともなれば、すでに出来上がっている工場の拡張工事と増産ごときで、直接根回しに動いたりなどするはずがない。

「それに、だ。仮に殿下が直接動いて話を通してたとしても、やっぱり俺達に恨みの矛先は向いただろうしな」

「そうそう。どれだけ不満があったところで、王室が直接動いたら絶対逆らえないもの」

「しかも、実態はともかく傍はた目めには俺らが王家を利用して利益をむさぼってるように見えんでもないから、攻撃する口実もばっちりあるわけだしな」

「確かに、そうかも……」

　達也と真琴の指摘に、渋い顔になりながら納得する春菜。

　そういう反応を既得権益による抵抗勢力の妨害、と切り捨てるのは簡単だが、相手にも生活もあれば積み重ねてきたものもある。

　既得権を侵害されるのも、大部分は癒着だの腐敗だのとは関係なく、一生懸命己の仕事を行いながら日々を積み重ねてきた人達だ。

　権力者と新興勢力が手を組んで生活を脅かしたとなれば、文句を言いたくなるのも当然であろう。

「まあ、そういうことじゃ」

「ありがたくない話やなあ……」

「お主らがファーレーン王家にインスタントラーメンを食わせてしまった時点で、どうやってもこの状況は避けられんことだった。それがお主らの宿命じゃ」

　ダルジャンに決め台詞で止とどめを刺されて、思わずがっくりくる宏。

　仮に現時点で作っていなかったとしても、宏にインスタントラーメンを開発・量産できる能力があり、こちらにその手のものがなかった時点で、いずれ食べたいという欲求を我慢できずに作っていたであろう。

　そして、一度作ってしまえば、遅かれ早かれファーレーンの王族の口に入ったであろうことは間違いない。

　そうなると、たとえエアリスが元祖鶏ガラにハマらなかったとしても、レイオットがインスタントラーメンに目をつけて自国による大量生産を目もく論ろむ流れは恐らく変わらなかったであろう。

　ダルジャンの言葉ではないが、この件に関しては宏がこちらの世界に飛ばされた時点で、どうあがいてもこうなる宿命だったのだ。

「……これ、この場で考えても意味あらへんやんな」

「うん、そうだね」

「ん。殿下達と話し合いしたうえで、実際にどうなってるか調べて対処する必要がある案件」

「あと、方針が決まっても、あんた達があんまり直接深く関わって解決するのは、避けたほうがいいと思うわね」

「そうだな。何かあるたびにヒロがなんとかする、ってのは現実的でも健全でもねえ」

　宏の出した結論に、他のメンバーも賛成しつつ意見を告げる。

　全員の考えを確認したところで、ダルジャンに向き直った宏が一つ確認する。

「とりあえず、インスタントラーメン工場の増設工事を先に進めるっちゅう前提で話進めてますけど、それでええんですか？」

「うむ。お主らが今日ここに来てくれたおかげで随分よくなったとはいえ、まだもうしばらくはザナフェルから目を離せん。その間は、お主らのやりたいことをやってくれればええ」

「ほなまあ、そうさせてもらいますわ。あと、折角来たんやし、ザナフェル様のお見舞いもしていっときます。ソーマとかは大丈夫です？」

「あるのであればありがたい」

「せやったら、ソーマとアムリタを一瓶ずつ置いてきますわ」

「もう一声！」

「……大負けに負けて、もう一本ずつで」

　ダルジャンに異常に迫力のある表情で迫られ、ビビッておまけをつけてしまう宏。

　宏からおまけを引き出して、実に嬉しそうに何度も頷くダルジャン。

　この表情から察するまでもなく、自分が飲みたいがゆえに要求したのは明らかである。

「で、ダルジャン様がここに来るように言うとった用事って、結局なんやったんですか？」

「うむ。この世界の神々の手で、現在邪神に対して殴り込みをかける準備をしておっての。当初の予定ではそろそろ準備が整って、お主らの希望を聞くためにこの場で話し合いをする予定だったんじゃが……」

「その準備が遅れてて、僕らが今来ても意味がなかった、と？」

「うむ。特に、ザナフェルの不安定さを見誤っておったのが大きくてのう。こちらの準備についてじゃが、ザナフェルのことも含めたもろもろの都合で、最低でも十日、恐らくは二週間ほどはかかる。その間は、お主らは好きにしておればよい」

　宏が取り出した酒瓶のうち、アムリタとソーマを一本ずつひったくってどこかに隠しながら、そんな話を告げてくるダルジャン。

　間違いなく自分だけで二本とも飲み干すつもりであろうダルジャンの行動をスルーして、告げられた日程を頭の中で計算する宏。

「ほなまあ、インスタントラーメンの方は一週間ちょっとでけりつける前提で進めますわ」

「別に焦らんでもええぞ。こちらの準備がそれぐらいかかる、というだけで、お主らのやりたいことが終わっておらんのであれば、それに合わせても特に問題はないからの」

「っちゅうても、いつまでも邪神をのさばらせとくんも鬱うっ陶とうしいし、こういうんは早めにけりつけたいですやん」

「言わんとしておることは分からんでもないが、もはや数千年やりあっておる儂わしらにとっては今更よ。ひと月やふた月ずれたところで、誤差の範囲じゃて」

「そらまあ、ダルジャン様らやとそうかもしれませんけど、僕らからしたらもう終わりやっちゅうのに、そんなちんたら時間かけたあないんですわ。主に兄貴の嫁さん問題で」

「なるほどのう。まあ、急せいては事を仕損じる。十分に準備をすることじゃ」

　そんなことを言いつつ、ザナフェルのいる広間に入っていく宏とダルジャン。その後に春菜が続き、神々の入室が終わったところで澪達三人が入る。

「こんにちは、ザナフェル様。お加減はどないですか？」

『おお、新神殿か。調子は良くもなし、悪くもなし、といったところだな。女神殿も、無事に神化なされたようだな』

「無事、かどうかはともかく、覚悟は決めました」

　いまだに微妙に不定形な感じで不安定なザナフェルと、そんな感じで和やかに話を始める宏と春菜。扉の前でダルジャンと話していたあれこれについては、一切表に出さない。

「そういえば、プリムラさんが巫女になられるそうですが、どんな感じですか？」

『まだ、こちらに新たな巫女を受け止め切る余力がなくてな。一応最低限のつながりは作ったが、正式にかつ本格的に神と巫女の関係になれるまでは、数年ほどかかりそうだ』

「そうなんですか」

『ああ。完全にこちらの問題ではあるが、このままでは正式に巫女になるころには、子を産むのが厳しくなる年齢になりそうでな。重ね重ね申しわけないことではあるが、プリムラには先に自身の血を受け継ぐ子供を持ってもらえるよう、他の神を通して相手を探してもらっているところだ』

　年齢も性別も安定しない声で、妙に生々しい話をするザナフェル。今後、神として死活問題となることもあって、割とそのあたりは容赦がないようだ。

『この件に関しては、エルザも己の巫女に対して心配しておってな。本人の心境を考えれば新神殿にどうにかしてもらうのが一番だが、新神殿の状況的に不可能だろうからと頭を抱えておった』

　ザナフェルからの追撃に、ノートン姉妹のそのあたりの原因となってしまった宏と達也が、気まずそうにそっと視線をそらす。

　どちらも誰が悪いという話ではなく、プリムラに至ってはもう達也に振られたことをきっちり吹っ切っているのだが、だからといってその話が出て気まずくならないわけではない。

　もっとも、失恋から立ち直ったからすぐに新たな恋ができるというものでもないし、ジュディスに至ってはまだ諦めてすらいない。

　この問題が解決するには、まだまだ時間と多数のきっかけが必要となりそうである。

『まあ、こちらとしては、少しでも良き縁が得られることを祈りつつ、人の子らに任せるしかないことではある』

「そうじゃな。神託で強引に結婚させるなど、碌な結果にならんのが宿命じゃ」

「ん。神託に限らず、命令とかで無理やり縁を結ぶと碌なことにならない」

　婚姻や子孫繁栄に対するザナフェルとダルジャンの考え方に、澪がそんな言葉で同意する。

　恋愛結婚が全てではないにしても、やはり相性というものもあるので、ある程度選択の余地がなければ上う手まくいくものも上手くいかないものだ。

　政略結婚に高確率で隠し子や間男の存在が絡んでくることが、ある意味その話を裏付けているといえなくもないだろう。

「恋と縁結びの神・ロザンジェラも、いつも男女の良縁というものの難しさに頭を抱えておる」

「縁結びの神様ですらそうなんですか……」

　ダルジャンからもたらされた意外な情報に、思わず驚きとともにそんな言葉を漏らす真琴。

　正直、自身の権能の担当範囲なのにそれでいいのかと思わなくもないが、逆に言えばそういう権能を持っている神ですら、良縁を結ぶのは難しいということでもある。

　そもそも、何をもって良縁とするか自体、縁結びの神ですらいまだに断言できないあたり、縁というものの評価の難しさを物語っている。

『魔術師はその点、実に良い縁に恵まれたようだな』

「うむ。それだけに、嫁のもとへなかなか返してやれぬのが申しわけないんじゃがなあ」

「そう言っていただけるのはありがたいんですが、ザナフェル様もダルジャン様も、そういうのが分かるんですか？」

「アルフェミナやロザンジェラほど詳細には分からんのじゃが、今つながっておる縁が良縁か悪縁かぐらいはのう」

『うむ。それに加えて我は冥界神の権能により、もう少し詳細に分かる。魔術師よ。お主にはそれ以上の縁は存在せぬゆえに、相手のためにも何があっても別れてはいかんぞ？』

「もちろんです」

　自分と嫁との関係について神々にまで太鼓判を押してもらった達也が、大真面目にそう断言する。

　その後もレイオットとリーファのことに飛んだりといろんなカップルの縁について話題にしつつ、ザナフェルへの見舞いの時間は最後まで和やかに穏やかに流れる。

　その結果、ザナフェルの形態が少し安定し始めて、ダルジャンを大いに喜ばせるのであった。

　なお、宏と春菜達との関係については、春菜の体質が暴走することを恐れて、ダルジャンもザナフェルも一切口にしなかった。

　神としてはなんとも情けない感じではあるが、ダルジャンやザナフェルをもってしても春菜はなかなかに厄介な存在だということがよく表れた行動なのであった。








邪神編　第二一話






「っちゅう話をダルジャン様から聞いたわけやねんけど……」

　ザナフェルの見舞いに行った日の夜。ウルスの工房。

　ライン増設の日程その他の打ち合わせ、という名目でアズマ工房を訪れていたレイオットと、そこに便乗して一緒に夕食を食べに来ていたエアリスに対して、昼間に聞いた話をする宏ひろし。

　その話を聞いて、エアリスが珍しくレイオットに対してジトッとした視線を向ける。

　因ちなみに現在、春はる菜なは張り切って料理をしている最中だ。アルチェムはアランウェンに呼び出されてオルテム村へ、工房職員達は宏とレイオットの話し合いに巻き込まれないために、もとい邪魔をしないためにまだ仕事中である。

　なお、ここでの話し合いは通信機能により、リアルタイムで春菜に伝わっている。春菜からは口を挟めないが、改めて説明しなくても事情や話し合いの結果はちゃんと把握できるようになっているのだ。

「……すまん。これは私の失態だ」

「……お兄様……」

「ちゃんと反省しているから、その目はやめてくれるか？」

　上に立つものが新事業を始める、という観点で見ると実にダメダメなミスをした兄に対し、厳しい態度を崩さないエアリス。

　そんなエアリスに、白旗を上げて全面降伏するレイオット。

　その様子を見ていた宏が、思わず苦笑しながら口を挟む。

「レイっちがこういうミスするんも珍しいけど、エルがそんな態度とるっちゅうんも、レイっちに対してやたら当たりきついっちゅうんも珍しいなあ」

「さすがに今回の失敗は、あちらこちらに対して影響が大きすぎます。単に権威だけの存在とはいえ、上に立つ者である姫ひめ巫み女ことしても王族の末席に名を連ねる者としても、甘い対応をすることはできません」

「言いたいことは分かるんだけど、その割には私し怨えんらしきものがにじんでる気がするのは気のせいかしら？」

　エアリスの建前としては非常に正しい怒りに対し、真ま琴ことがそんな突っ込みを入れる。

　その言葉に何か思い当たることがあるのか、レイオットが真面目な顔でエアリスに向き合う。

「なあ、エアリスよ。私の失態が見過ごせぬほど大きなものであることは認めるが、お前の怒りの原因は本当にそれだけか？」

「……分かりました。正直に申し上げます」

　レイオットに真剣な表情でそう問い詰められ、さらには宏にもなんとなく心配そうな視線を向けられるに至り、分の悪さを悟って素直に正直な心境を口にすることにするエアリス。

　エアリスが怒っていた本当の理由は、ある意味において実に彼女らしいものであった。

「私が愛する元祖鶏ガラが、皆を笑顔にするはずのインスタントラーメンが、人々の生活を脅かしているという事実と、その原因がもとをたどればお兄様の失態にあるということが、無性に悲しくて腹立たしかったのです……」

「「「「あ～……」」」」

　エアリスが白状した本当の理由に、思わず納得の声を上げてしまう日本人一同。

　宏達との美お味いしい食事に心身ともに救われたエアリスには、宏がもたらした食べ物の象徴であるカレーとそば、インスタントラーメンの三つについては一ひと方かたならぬ思い入れがある。

　その中でも特にインスタントラーメンは、ローレン王・アレクセイをはじめとした様々な人間の胃袋と心を救ってきた魔法の食べ物として、また、日頃忙しくて揃そろって食事どころかまともなものを食べる時間もない父や兄達に少しでもちゃんとしたものを食べさせ、団だん欒らんを得られる重要な物資として、並々ならぬ思い入れを持っている。

　そのインスタントラーメンの生産量を増やそうとした結果、人々が不幸になるというのは、エアリスにとっては看過できない事態なのだ。

　この際、インスタントラーメンが日本では庶民的な食べ物であることや、健康という観点ではあまり褒められたものではないことなどは気にしてはいけない。

　余談ながら、エアリスは先の三つほどではないが、みそ汁にもかなりの思い入れがある。

　こちらは三人の王妃達がエアリスの部屋に来た際、インスタントラーメンの代わりに具のないものやわかめだけが入ったものを飲むことが多い。

　その時、大抵レイオットやレグナス王がいる、というより、意図的に夜食のタイミングを狙ってエアリスの部屋に来ているため、必然的に家族の時間になる。

　なので、インスタントラーメンとは違う方向で団欒の象徴となっているのだ。

「……何というかこう、すまん……」

「……いえ。私こそ、お兄様が根回しを途中で放り出さざるを得なかった事情を知りながら、勝手な文句を言ってしまい申しわけありません」

　エアリスの思い入れの一端をよく知る、どころか、エアリスの用意するインスタントラーメンに幾度となく胃袋を救われているレイオットが、彼女の怒りの理由とその深さを知り思わず本気の謝罪をする。

　そんなレイオットを見て、事情を知りながらそうやって怒るのは不当もいいところだと反省するエアリス。

　そんな麗しい兄妹愛を見守っていた宏が、少しばかり不思議そうに首をかしげる。

「とりあえず、なんとなく事情は分かったんやけど、今回予定しとる程度のライン増強やと、そないに乾パンとかの需要を食うようなことにはならんと思うんやけど……」

「……確かにそうだな。そもそもの話、軍用の食料に関しては、特に購入量の削減の指示は出していないはずだ」

「そらまたなんで？」

「やはり、乾パンなどの熱を加えたりせずに食せるタイプの携行食もないと困る。無論、現在の生産能力では、必要量を満たせないという問題もあるがな」

「なるほど、そらそうやな」

　レイオットの説明に、いろいろ納得して頷うなずく宏。

　軍にせよ冒険者にせよ、歩きながら食べたりする状況も当然出てくる。その際、湯を沸かす必要があるカップラーメンはどうにも不便である。

　かといって、いくら腐敗防止のエンチャントが普及しているといえど、質量の問題もあり、持ち込む食料全てをホットドッグなどの料理にする、というわけにもいかない。

　いくら味に不満があろうと、いくら無駄に硬くて一つ食べるのにも苦労しようと、乾パンには乾パンにしかないメリットや利便性が存在するのである。

　因みに、過去に宏はレイオットからインスタントラーメン以外の携行食を開発してほしいと依頼を受けているが、その時に試作品として作って渡したものの中には、乾パンの代用品になるようなものはない。

　強いて言えばブロックタイプのバランス栄養食品ぐらいだろうが、腹持ちが乾パンより特別良いわけではなく、他の食品と一緒に食べることを考えると、代用品とまではいきそうもない。

「っちゅうか、今でも工場出荷のインスタントラーメンの七割近くが軍に納入されとるんやろ？　そないに軍用の携行食調達せなあかんの？」

「少々大きな軍事行動が続いたところに、今回のウォルディスとの戦だからな。あと一度、大きな遠征が必要となってしまえば備蓄が危険水準になる」

　レイオットの言葉に、なんとなく不穏なものを感じる宏達。

　実のところ、まだダルジャンに忠告を受けただけで、インスタントラーメンが既存の産業を侵食しているという明確な証拠や事例を掴つかんでいるわけではない。

　だが、出てくる話の端々からにじみ出る生臭さを考えると、不穏な結論しか出てこない。

「とりあえず、ちょっと状況を整理したほうがいいんじゃねえか？」

「ん。このまま思い込みで進めるのは、それはそれで危険」

「せやなあ。なあ、レイっち。ちょっと経過の説明、頼むわ」

「ああ」

　宏達と同じことを考えていたらしいレイオットが、一つ頷いて時系列順に説明を開始する。

「まず、インスタントラーメン工場の話が出たのは、お前達がオルテム村に向けて出発したあたりのことだ。もっとも、本格的にプロジェクトとして動き出したのはヒロシ達がダールでいろいろやっている時期で、土地の収用をはじめとした外部との折衝が必要なことは、全て私と直属の部下が直接動いていた」

「そこまで細かい話は聞いとらんかったけど、最初からレイっちが直接動いてたんやな」

「ああ。失敗するわけにはいかん大プロジェクトだ。そこはもう、不満が出ないように徹底的に根回しを進めたからな」

「確か、元々住んでた人に相場の倍の土地代払ったとか言うてたもんなあ」

「いかにウルスといえど、こんな機会でもなければまともな買い手がつかん地域というのは普通にあってな。そこを買収のターゲットにしたうえで、相場の倍の地代を現金で支払ったあとに新しく広げた交通の便がいい土地と前より立派な建物を上乗せしたのだ。インスタントラーメン工場稼働の利益と天てん秤びんにかければ、その程度の出費は痛くもかゆくもないからな」

　説明のついでに、しれっと腹黒いことを言うレイオット。要は交渉こそ丁寧にしたとはいえ、やっていることは単に札束で顔を叩たたいて移転させた、ということである。

「殿下。そんな土地でも、ご先祖様から受け継いだ云うん々ぬん言い出す人はいるはず。そのあたりは？」

「その言い訳が通じぬ地域を選んだ、というのもある。何しろ、旧スラム地区ほどではないが、環境としてはあまりよくない場所だったからな。建物こそ大きなものが多いが、区画整理もまともにされていないから交通の便が悪く、しかも入れ替わりが激しい割にまともな買い手がつかんから、基本的に値段も叩かれていてな」

「昔からの住人は、少ない？」

「皆無ではないが、ごく少数だ。彼らにしても、愛着はあるがいつ倒壊してもおかしくないほど傷んだ建物を後生大事に抱え込む余裕はなかったようだし、昔からの住人のうち若い世帯に関しては、そのまま工場で雇用したうえで、工場の敷地内に社宅を建てることで納得してもらった」

　澪みおの疑問に対し、交渉内容を説明するレイオット。

　実際のところ、レイオットが買収した地区に関していえば、建物の並び方などが猥わい雑ざつに過ぎるため、いくら金を積んだところで改築どころか修繕すら容易には行えない状況になっていたのだ。

　あえて澪には説明しなかったが、カタリナの乱の際に起こった衝撃や振動で倒壊した建物もいくつかあり、その後の大雪や嵐などの自然現象により、宏達がダールに到着した頃には、もはや限界を超えているとしか言えない建物の方が多かったのである。

　これを住めるように建て直すとなると、宏ぐらいの技量を持つ棟とう梁りょうが手掛けるしかなく、そんなことは不可能だと当の住人達が理解していたので、こだわりがある人間ですら渡りに船とばかりに手放さざるを得なかったのだ。

　足元を見たという意味では腹黒いが、放置しておけばいずれ問題になったことは間違いない。誰も損をしていないのだし、いずれ起こったであろう問題を事前に潰つぶせたという意味でも、レイオットの選択は間違いではなかったと言える。

「話を戻す。お前達がフォーレであれこれやっている頃に買収と住民の移動があらかた終わり、ヒロシに建物の解体と整地、および工場の建設を始めてもらった。ここから工場稼働までは、わざわざ説明しなくても分かると思う」

「おう。っちゅうても、僕もそないに手ぇ出したりはしてへんけどな。で、確か、工場建て終わったときに従業員の教育用に仮設置しとったラインを、ちゃんときっちり設置しなおしたんが亜種ポメ関連の結界やっとる頃やんな」

「そうだ。そして、従業員教育の仕上げと、需要の食い合いが発生する業界との生産開始に関わる最後の根回しを終え、本格的に稼働したのがその直後のことだな」

「ずいぶん前のことのように思えるけど、よく考えるとまだ三カ月ぐらいなのよね」

「こんなもんっちゅうか、大規模な工場を一から立ち上げるっちゅう観点で見たら、かなり早いで」

　宏の補足に、それもそうねと頷く真琴。

　宏が関わると何でもかんでも一気に話が進むため、用地買収から本格稼働まで数カ月かかっているというのは、妙に時間がかかっているような気がしてしまったのである。

「そういや、工場の生産能力って、現状でどんなもんなんだ？　正直、動いてるところは見てるが、それだけじゃどれぐらい作ってるかはピンとこないんだが」

「あっ、それはあたしも気になったわね。ラインの増設なんて言い出すぐらいだから、意外と生産性低いの？」

「真琴姉。生産能力はラインの性能だけじゃ決まらない」

　本格稼働の話が出たことで、現時点での生産能力が気になった達たつ也や達。

　実のところ、工場そのものに直接関わっているのは宏だけで、あとはせいぜい達也が様子見に一度か二度顔を出した程度、他のメンバーはほとんどノータッチだったりする。

「とりあえず、カップ麺のラインが普通のラーメン用を四本にそばとうどんで各二本、カップ焼きそば二本とそれ以外一本で十一本。袋めん用が元祖鶏ガラ専用ライン二本に普通のインスタントラーメン各種をミックス生産しとるんが二本、うどんそばその他で一本ずつで七本やな」

「……実は、ものすごい規模なんじゃないのそれ？」

「結構な規模やで。本気でフル生産するんやったらライン一本当たり三万から五万食の生産能力があるから、無茶すれば日産で約百万食ぐらいはなんとかいけそうなスペックはあるで。材料とか人間の作業とかの問題で、現状三分の一未満の稼働率しか稼げんけど」

「まあ！」

　宏が説明した工場のスペックに、本気で驚いて目を丸くするエアリス。彼女の頭の中では今、元祖鶏ガラの袋がウルス城を埋め尽くすほどの勢いで積み上がっている。

　因みに宏が語ったフル生産というのは、二十四時間稼働での数値だ。そもそも日付が変わってから日が昇るまでの時間に仕事をする発想も文化もないこの世界においては、現状どうやっても出せない生産量である。

「ねえ、師匠。なんで増設が必要？」

「そのあたりの事情は、僕やなくてレイっちに聞いて」

　宏から工場の規模や生産能力を聞かされ、疑問の矛先をレイオットに向ける。

　その言葉に反応し、レイオットが一つ頷いて事情を説明する。

「いくつか理由はあるが、主な理由は現在生産されている定番商品の生産を減らさずに、新商品を生産し流通させるためのラインが欲しかったのだ」

「……ああ、なるほどな」

「正直な話、いずれ過剰になるかもしれないという懸念はもちろんある。だが、現時点では定番商品はいずれも需要を満たしきれていない。いずれ過剰になって生産を減らすことになるとしても、それは少なく見積もっても十年は先のことだろう。そう判断して、ラインの増設に踏み切った」

「需要が落ち着くまで十年、ちゅうんはそんなもんやろうなあ」

「それに、新商品を投入すれば、定番商品も若干は余剰が出る。その程度では足りぬとはいえ、あちらこちらから輸出をせっつかれているから、その余剰を輸出するだけでも少しは要求に応えられるだろう」

　レイオットの考えに、その場にいる全員が納得する。

　最大生産量で約百万食といっても、ウルスの登録人口にも届いていない。世界各国や、そこまで言わずともせめてファーレーン国内の主要都市に工場を建てない限りは、需要を満たしきることなどまずあるまい。

「そもそもの話、定番でもカレー系は今んところ生産してへんから、そっち作るようになったら結局ライン足らんかもしれんしなあ」

「あの、ヒロシ様。カレー系は作っておられないのですか？」

「カレー粉の値段がネックでなあ。さすがに一般に流通しとるカレー粉よりも、それ使つこうた商品の方が二ケタぐらい安いっちゅうんはまずいやろう」

「そういう問題があるのですね……」

「現状、商売で使うとるところは自家生産が基本になっとる醤しょう油ゆと味み噌そはまだしも、カレー粉はそうはいかんからなあ」

　流通や相場というものを理由に、カレー系のインスタントラーメンを生産していないことを説明する宏。

　カレー粉に関しては、いまだに安定した品質のものを大量に生産できるようになった業者がいない。そのため、新たな産業の芽を潰しかねない危険性から、どうにもカレー系の製品の製造に踏み切れずにいるのだ。

　昨今のカレー粉の生産に関しては、計量がいい加減すぎて許容できる振れ幅を大幅に超えるという、初期の頃に目立った問題は解消しつつある。

　だが、そうなってくると次は、ちゃんとした比率で調合されていても均一に混ざっていないという問題が多発するようになってきたのだ。

　ちゃんと混ざっていなければ、計量がちゃんとできていないのと結果は変わらない。

　とはいえ、このあたりが上う手まくいくようになるまではしばらくかかるだろう。

「でまあ、ラインの増設に話戻すとして、そのあたりの根回しっちゅうんは、十月頃からか？」

「ああ。といってもヒロシは知っているだろうが、今回は土地の収用については必要ない。今の工場と同じ敷地に、新工場を建てる形で進んでいる。その工場に関しても、ヒロシに建ててもらったものには劣るが、建物はすでにこちらで建て終わっている」

「っちゅうことは、僕がやらなあかんのは中身だけか？」

「ああ、そうなるな」

　どことなく微妙に視線をそらしながら、宏の確認に答えるレイオット。

　その態度に、何か他にもあるらしいと当たりをつける宏達。

　もっとも、現状はまずそれ以前のところについて確認が必要な状況だ。設備の設置以外にレイオットが何を求めているのかは、その時に確認すればいい話である。

「建物に関しては、こう言っちゃあなんだが国の敷地内で勝手にやることだから、根回しも何もないよなあ」

「そうよねえ。工場稼働の段階で最初に話し合いして合意とってんだから、ラインの増設で生産量が増えたとしても、本来は別に根回しする必要があるようなこととも思えないし」

「ですが、今までの話を総合すると、食べるものが新たに何万食も生産されるようになるのですから、ちゃんと断りを得たうえで調整してから行わないと、余計な火種を抱え込むことになります」

　達也と真琴の言葉に、エアリスが待ったをかける。

　ダルジャンが警告してくるぐらいだ。建物に関する達也の台詞はともかく、増設に関わる真琴の意見はそのとおりにはいかないものであろう。

「で、そのあたりの根回しもちゃんとやっとったん？」

「ああ。とはいっても、時期からも分かるように、途中からウォルディスとの戦争で私の手が取られてしまってな。やむなく宰相とマークに任せたのだが……」

「ん、間違いなくそのあたりが怪しい」

「怪しいな。それも宰相とマーク殿下じゃなくて、それに関連して動いた連中が」

「そもそも、レイオットお兄様が直接折衝に動いていたこと自体、相当な無理を重ねていました。いかに宰相とマークお兄様で分担したとはいえ、この案件のために直接各地の商業組合などに話を通しに行けたとも思えません」

「そうね。あと多分だけど、本件に直接関わってない部門に、その動きを察して余計なことしてるやつがいるわね」

　宏の確認に対して答えたレイオットの説明に、それぞれ思いつく可能性を指摘する。

　そもそも、急なトラブルに対応するために今までやっていた仕事を別人に引き継いだ場合、十分な内容の引き継ぎが行えず問題が発生するケースは非常に多い。

　しかも今回の場合、引き継ぎそのものに不備が生じやすい状況に加え、中枢たる王宮は人手不足が解消しておらず全員が忙しい。

　これで問題が起こらないわけがないのだ。

「……これは一度、抜き打ちでの内部監査が必要そうだな」

「他にもこの手の問題はあるでしょうしね」

「せやけど、レイっちが直接動いたら目立つし、相手に証拠隠滅に走られへんか？」

「いつ私が直接動くと言った？　ウォルディスとの戦も終わった今、私の手元の諜ちょう報ほう員に少し余裕ができている。そちらの人員を使うさ」

「ああ、レイニーとかを使うわけね」

「そういうことだ。まあ、レイニーには今回の件に絡んだ別の調査を頼むことになりそうだが」

　別の調査と聞いて、思わず遠い目をしてしまう宏達。

　この手の話は大抵の場合、本来無関係なはずのところまで芋づる式に不正や問題が発覚するものと相場が決まっているが、わざわざレイニーを投入すると宣言するあたりに不吉なものを感じざるを得ないのだ。

　そこへ、料理を満載にしたカートを押して、春菜が入ってきた。

「みんな、ご飯できたよ」

「ああ。ありがとうな、春菜さん」

「まあ、面倒な話し合い全部押し付けちゃったからね。それに、話を聞いてる限りじゃ、景気づけに美味しいもの食べないとやってられないだろうし」

　そう言いながら、普段は気が向かなければ作らないような手の込んだご馳ち走そうを並べていく春菜。

　彩り豊かに飾り付けられ、栄養バランスなどもきっちり考えられたご馳走の数々に、一同の口から感嘆の声が漏れる。

「今日はまた、えらい手の込んだもん作ってくれてんなあ……」

「うん。小規模な権能の使い方を練習するついでにね。前菜のパテとかこっちのグラスのアミューズとか、割と会心の出来だと思う」

「はい。とても綺き麗れいです……」

　カクテルグラスを使ったアミューズの美しさに、思わずうっとりと感想を漏らすエアリス。美しいだけでなく、非常に美味しそうな色合いと香りが素晴らしい。

「とりあえず、ややこしい話はいったん置いて、ごはん食べて気分変えたほうがいいよ」

「そうだな。が、その前に、折角だからハルナにも意見を聞いておきたい」

「私の意見、かあ……。そうだね。多分だけど、袖の下とかそういうのは絡んでないと思う。というか、なんとなくだけど、いつの間にか調達量を絞ってるって話は、良かれと思って勝手にやっちゃった感じがするかな」

「……なるほど。確かに今回の場合、賄賂のやり取りが絡むにしては不自然ではあるか」

「ぶっちゃけ、金渡してなんかやっとるんやったら、ダルジャン様が警告するような問題にはつながらんやろうしなあ」

「ん。今回の場合、得するのは国営のインスタントラーメン工場。でも、需要に生産が追いついてないから、明らかにありがた迷惑」

「でも、そういうことがよく分かってなくて、妙な忖そん度たくして関係者全員に致命的なレベルで迷惑かけるやつって、いるのよねえ……」

「……だなあ。全く忖度できない人間ってのは割と使い物にならないことが多いが、気を回しすぎるやつも同じぐらい使い物にならないからなあ……」

　春菜の意見を聞き、足りていなかった視点に気がつかされる一同。

「で、このあたりの話をしてて思い出したことがあるんだけど、レトルト食品とかの話ってどうなったの？」

「神の城作るまでは、試作品を何個かレイっちに渡しただけやな。その後、ウォルディスとの戦争の時に、食事の供給が追いつかんからって神の城にライン作って量産して、療養所とかに回して余った分を連合軍に渡したところで止まっとる」

「なるほど。その時渡した分も、影響してるんじゃないかな」

「ああ、せやなあ。そういう方面から忖度しとる可能性もあるか。レイっち、それも含めた在庫はどない？」

「すまん、さすがにそこまでは今すぐには分からん。そのあたりも一緒に確認しておこう」

「頼むわ」

　さらに続く春菜の指摘で、そういえば忘れてたなあ、という感じで確認事項を追加する宏とレイオット。

　実はこの手の、正確な数字や提供先を把握できていない物資というのは、食料だけの問題ではない。特に医療関係の物資は、怪我人の治療や戦場での感染症の封じ込めのために、外部へ提供した量が多いため、宏もレイオットも正確な数字など把握できていないのだ。

　一応ローリエは神の城から持ち出された分について正確な数字を握っているが、そのうちどれだけが消費されて、どれだけが軍の備品としてありがたく頂戴されてしまっているのかまでは、さすがに分かっていない。

　大部分は応急処置用のガーゼや包帯などだが、使い勝手や機能性が一般の物とは段違いなこともあり、もし外部などに流出していたら、また新たな火種になりそうである。

「春はる姉ねえ、忖度って何？」

「んー、関係者が勝手に上司とかに配慮していろいろやっちゃうこと、かな。今回のケースだと余計なお世話みたいな感じなんだけど、悪気がないのが困りどころね」

「あ、確か役人が得意なやつ」

「澪……知っててわざと聞いてない？」

「ボク、知らない」

　お約束のようなやり取りをする澪達をスルーし、レイオットが話題を切り替える。

「これ以上は、食事が終わってからにするか。とりあえず、レイニーに指示だけでも出しておきたいが、かまわないか？」

「そう言うと思って、オクトガルへの報酬とレイニーさんへの差し入れも用意しておいたよ」

「助かる。オクトガルはいるか？」

「呼んだ～？」

「ああ。レイニーに伝言を頼む。内容は……」

　春菜に断って、オクトガルを呼び出してレイニーへの伝言を伝えるレイオット。

　とはいえ、オクトガルへの伝言だけで調査してほしい内容を全て伝えるのは無理がある。

　なので今回は、インスタントラーメン工場の増設工事に関する関係者の調査を他の諜報員を使って今から進めていくように、という指示だけに絞る。

「それだけ～？」

「ああ、他の指示に関しては、今手元にない資料を使って説明する必要があるからな。あとで通信で直接指示を出す」

「それも言う～？」

「ああ」

「了解なの～」

　いつの間にか春菜から依頼料の料理とレイニーへの差し入れを受け取っていたオクトガルが、レイオットの伝言内容が終わったと判断すると同時に転移して消える。

「すまん、待たせたな」

「まだ料理が冷めるほどの時間じゃないから、気にしなくても大丈夫ですよ」

「とはいえ、さすがに腹減ったな……」

　ようやくいろいろ終わらせて頭を下げたレイオットに、そんなフォローを口にしつつも料理に目が釘くぎ付づけとなる真琴と達也。話が終わったとたんに空腹感が強くなったらしい。

　その視線の先には、米も酒も進みそうな煮込み料理が。

「じゃあ、食べよっか。いただきます」

「「「「「「いただきます」」」」」」

　春菜の声に合わせて、全員がいただきますを唱和する。

「このグラスの料理、赤とピンクのグラデーションが綺麗なのですが、どのようなものをお使いなのでしょうか？」

「リヴァイアサンからサーモン的な部位とかオマール海え老び的な部位とかの赤系の部位と、トマトとかの赤い野菜だよ。混ざっても味がおかしくならないように調整しながら、複数のムースの層を重ねてみたんだ」

「……それは、ものすごく手間がかかったのではないでしょうか？」

「うん。だから、さすがに滅多に作れないかな、って」

「……なんだか、崩してしまうのが怖いというかもったいないというか……」

「気にしないで食べちゃってほしいな」

　春菜に促されて、恐る恐るムースにスプーンを入れるエアリス。一口分を丁寧にすくって口に入れ、その味に目を丸くしながら相好を崩す。

　ムース特有の口どけの良さですっと消えながら、口の中に魚介と野菜の旨うま味みが複雑に絡み合いつつ優しく互いを引き立てながら広がっていく。

　春菜が手間暇かけて作っただけあって、屋台やインスタントラーメン、普段の食事などでは決して味わえないであろう、上品な味である。

「とても、とても美味しいです！」

「お口に合ってよかったよ。他もそれなりに自信作だから、いろいろ試してみてね」

「はい！」

　王族といえどもなかなか口にすることが叶かなわぬ美味に嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、気になった料理を気になった順番で口にしていくエアリス。

　このあたり、コース料理の形式に合わせて一品一品出していくスタイルではなく、最初から全ての料理をテーブルに並べているからこそと言えよう。

「やっぱり、面倒なことがあるときは、美う味まいもん食うに限るなあ」

「そうだね」

「美味しいものを食べれば、気力もアイデアも湧いてきますから」

「ん。美味しいもの食べて幸せになれば、悪いことも考えない」

　一杯やりながら美味しそうに料理をつつく達也と真琴や、一口ごとにこわばっていた顔が緩んでいくレイオットを見ながら、そんな言葉を漏らす年少組であった。




　　　　☆




　翌日の朝食後。

「さて、これから何しとくかやな」

「下手なことは、できないもんね」

　宏と春菜の会話に、ほぼ同時に全員がどうしたものかと顔をしかめる。

「殿下からの報告が、いつぐらいまでかかるか、だな」

「普通、あたし達の世界の基準で考えるなら一カ月ぐらいほしいところだけど……」

「殿下の子飼いは、そんなに無能じゃない」

「だよなあ」

「そうね。ってか、レイニーとか見てると、案外殿下から指示貰もらう前からある程度の情報は集め終わってて、昨日の指示で裏を取り直すのと追加情報の確認だけしてる、って可能性もあるわね」

　肝心のレイオットの調査報告について、口々にそんな意見を言う一同。

　情報収集や伝達に関しては地球の方が圧倒的に速いのだが、こと個人や組織の動き、という点に関してだけは、こちらの世界の王族などが持つ情報網の方が圧倒的に速い。

　何しろ、個人情報を勝手に集めることを処罰する法もシステムもなく、さらには物理的にも情報管理的にもセキュリティがざるである。スキルの影響もあって諜報員の身体能力その他が桁外れであることも踏まえると、スパイのやりやすさは段違いである。

　しかも今回の場合、調査の指示を国のトップが出し、防ぼう諜ちょうを行うべき諜報機関が実行するのだ。

　どう考えても、地球ほど調査に手こずる理由がない。

「殿下からいつ話が来てもいいように、宏はあまりあっちこっちうろうろできないわよね」

「手が離せなくなる作業も、避けたほうがいいだろうな」

「せやなあ」

　真琴と達也の指摘に、やや困った感じの表情で頷く宏。

　別段外を出歩く用事はないので、工房にいること自体は特に問題ない。

　だが、手を離せなくなる作業を避けろと言われると非常に困るのだ。

　何しろ、現在宏が作るようなものは、何かしら手を離せなくなる工程が含まれている。

　それも五分や十分ではなく三十分以上が普通で、ものによっては一時間や二時間は余裕で身動きが取れなくなることも珍しくない。

　そのうえ、いつでも作業を中断できるようなものは、今更宏が作る意味がないのである。

「とりあえず、今のままだとどう動くにも動きづらいから、ちょっと殿下に確認取ったほうがいいんじゃないかしらね」

「せやな。オクトガルはおる？」

「呼んだ～？」

「悪いんやけど、ちょっとレイっちに調査報告がいつぐらいになるか、聞いてきてくれへん？」

「は～い」

　宏に頼まれ、さくっと転移はせずに、空中で妙な動きをしながらオクトガルネットワークで何やら連絡を取るオクトガル。

　横に『Ｎｏｗ　Ｌｏａｄｉｎｇ』とでも表示したくなるような動きを続けること、約一分。どうやら城にいるオクトガルが確認を終えたらしい。

　動きを止めて、レイオットからの伝言を伝える。

「三日ぐらいほしいって～」

「了解や。やっぱ三日ぐらいはかかるんやな」

「追加調査と報告書整理の時間～」

「やろうなあ」

　そう言いながら、オクトガルに渡すお駄賃を探すためにポーチを漁あさる宏。

　その作業を、オクトガルが足を一本伸ばして制止する。

「今日はお駄賃いらな～い」

「ええん？」

「昨日、貰いすぎなの～」

「そういうことやったら、お言葉に甘えさせてもらうわ」

「じゃあ、戻るの～」

　仕事は終わったと判断し、達也のタコ壺つぼに潜り込むオクトガル。

　タコ壺の中を覗のぞいても何もいないのに、声をかければいつでも出てくる点に関しては、永遠の謎と言えよう。

「とりあえず、三日ほど時間はできたわけやけど……」

「それでも、師匠はあまりうろうろしないほうがいい」

「そうだね。どんな用事が飛び込んでくるか分かんないし。あんまり手を取られないようにしておいたほうがいいかも」

　時間ができたとはいえ、当初の判断は据え置くべきだと主張する澪と春菜。

　それを聞いて少し考え込んだ末に、宏は今日の自分の行動を決める。

「せやなあ。今日はとりあえず、中庭でも手入れしとくわ」

「あっ、だったら私もそっちにするよ」

「春菜さん、なんか別にやりたいことあったん？」

「やりたいことっていうか、今回は私が直接関わる必要が薄そうだから、情報収集も兼ねて久しぶりにカレーパン屋台をやろうかと思ってたんだけど。ちょっと気になることがあったから」

「気になること？　なんや？」

「作業してみないと分からないんだけど、確か私達って、農業スキルをアランウェン様から底上げされてたよね？　この手の私のスキルって、今どうなってるのかなって」

　春菜の言葉に、言われてみればと頷く宏達。

　実は春菜はこれまで、下手をすると澪より農業関係のことを頑張っていた。

　特に旧スラム地区の土壌改良と農地開拓事業にはほぼ毎日参加しており、オルテム村でも他のメンバーと行動していないときはずっと畑仕事をしていた。

　その結果として、アランウェンに報酬と称して様々なスキルや特殊能力を与えられた際、春菜は中級手前まで成長していた農業スキルが一気に上級に突入しかかるほど成長していたりする。

　そこまで一気に成長していたことには本人も気がついていなかったが、アランウェンとエルザからの報酬で随分と底上げされていること自体は認識していたので、神化した際にそのあたりがどうなったかというのはひそかに気になっていたのである。

「じゃあ、俺と真琴は、他にやることができるまでウルス中を回って、インスタントラーメン関係の話をいろいろ聞いてくる」

「なんかこう、他にも上に伝わってない類たぐいの問題で、あたし達が気がついてなかったり、見落としてたりする話もありそうな気がするし」

「せやな、頼むわ」

　達也と真琴の判断に同意する宏。

　どうにも今回は根深いものがあるようなので、いろいろ確認しておく必要があるだろう。場合によっては、宏達とアズマ工房の評判にも関わってくる。

　正直な話、今更アズマ工房の評判がどうであれ、宏達には大した影響はない。

　だが、宏達はよくてもファム達はそうはいかないし、なんだかんだでここまでいろいろ積み重ねてきた愛着のある看板だ。自分達に関係する悪評ぐらい把握しておくべきだろうし、それらの評価を改善しておくのは重要なことである。

「澪はどないする？　また、ファムらの指導しとくか？」

「ん、ちょっとやりたいことがある」

「やりたいこと？　なんや？」

「その前に師匠。ボク一人でダイアズマー動かすのって、できる？」

「ちょっと設定変えるだけやから、動かせるようにするんは簡単やけどなあ」

「何か問題？」

「大した問題やないっちゅうたらないんやけど、澪はワンボックスカーも潜地艇も動かせんやん。それどないしたもんか、っちゅうんがなあ」

「あっ」

　宏に問題点を指摘され、思わず声を上げる澪。

　澪には現在、自分で操縦できる乗り物は一つもない。それどころか、自転車ですら時間的な都合で挫折している。

　日本に帰ったときにダイレクトに影響が出るワンボックスカーの運転はともかく、潜地艇や神の船に関しては別に誰が操縦しても問題はなかった。

　だが、宏以外は誰も操船免許も操船スキルも持っておらず、これらを使うときは全員一緒に行動することもあり、ずっと宏が操縦していたのである。

「まあ、ええ機会やから、澪が操船覚えるっちゅうんもありやとは思うで」

「そうね。日本に帰ってから船舶免許取って船に乗るとか、多分ないでしょうし」

「澪ちゃんが神の船動かせるようになるのも、便利ではあるよね」

　宏の提案に、真琴と春菜が同意する。それを見ていた澪が、小さく首をかしげて疑問を口にする。

「操船って、そんなに簡単？」

「微妙なラインやなあ。ぶっちゃけた話、船にしろ何にしろ、大抵のもんは操作そのものは割と覚えんの簡単やねん。せやから、ウルス湾の見える範囲で島とかない辺りをぐるっと一周二周する、っちゅうぐらいはすぐできるようになるとは思うわ」

「じゃあ、何が問題？」

「移動するぐらいやったらすぐやけど、ちょっとデカい波とか嵐とか来たときに転覆させんようにとか、難所を突破するとかやとかなり練習と経験を積まんとあかんしなあ」

「むう、難しい……」

　宏にそう説明されて、思わずうめく澪。

　単にダイアズマーを使うためだけならば、正直ウルス湾を軽く周遊できる程度の操縦能力で十分であるが、神の船を動かして採取や狩りをするのであれば、念のために難所を通り抜けられる程度の技量は身につけておきたい。

　そのあたりが悩ましいところである。特に、今後宏と澪が別行動して、澪が他のメンバーの誰かを連れて神の船で移動するといったようなことがあるかどうか、という点が非常に悩ましい。

「で、ダイアズマー使って何やりたかったん？」

「灼熱砂漠で、砂クジラを生け捕りにしたい」

「なるほどなあ。確かに、サイズ的にもダイアズマーでやったほうが楽やなあ」

　澪のやりたいことを聞いて、何やら納得してみせる宏。

　逆に、澪が何のために砂クジラを生け捕りにしたいのか分からない他の三人は、非常に不思議そうな表情を浮かべている。

　その表情を見た宏が、軽く説明するために口を開く。

「砂クジラは、生け捕りにしてから活いけ〆じめにして解体せんと一部の重要な素材の品質が無茶苦茶落ちおって、使いもんならんねんわ」

「それ、リヴァイアサンの素材じゃダメなのか？」

「僕が使うんやったらそれでもええけど、澪やったらまだ手ぇ出えへんやろう」

「ん。ボクだと、リヴァイアサンの素材は食材として以外まともに扱えない」

　宏と澪の説明に、ようやく意味を理解する達也、春菜、真琴の三人。

　そう。澪はちょっと進歩が停滞気味の自身の生産技能について、扱える範囲で一番難しいものを集めてテコ入れをしようとしているのである。

　やろうとしていることはネタっぽいが、理由に関してはネタでも何でもない真剣なものである点が、澪らしくないと言えば澪らしくないところだ。

　恐怖心その他は克服したとはいえ、まだまだ先の全滅に関していろいろ気にしているらしい。

「となると、何とかしたいところやけどなあ……」

「確か、ダイアズマーを使うだけなら、潜地艇かワンボックスカーの合体ボタンを押すだけでいいんだろう？」

「せやで。ただ、潜地艇の方は危ないから、操船スキルないと動かんようにロックかけてあんねんわ。せやから、澪やと起動できへんねん」

「なるほどなあ。となると、澪がダイアズマーを使うにはワンボックスカーを起動するしかないってことか」

「で、そのワンボックスカーは、普通の車のエンジンかけるのと同じ操作で起動させるわけやけど、なあ」

「……ああ。中学生に車のエンジンのかけ方を教えちまうと、あとで思いっきり法的にヤバいってことか」

「そういうこっちゃ。別に、澪が無免許運転とかするとは思ってへんけど、それとこれとは別問題や。今まで僕らが無免許運転せんようにしてるのに、そっちで犯罪犯したらあかんやん」

「……まあ、澪に関しちゃ、年齢的に知ってちゃまずいことをいろいろ知ってるから今更って気もするが、一応明確に法的な罰則がある類の知識とかは持ってねえからなあ……」

　宏の言葉に、難しい顔をしながらそう答える達也。

　いろいろ手遅れ、どころか法的にヤバそうな知識や言動が多い澪だが、実はあれでも法律に触れるレベルではなかったりする。

　仮に実写であれば違法という内容のものにも手を出しているが、澪はエロ方面は現在、二次元限定だ。非実在であるイラストやアニメのエロを取り締まる法律や条例は宏達の日本には存在しないため、倫理的にはともかく法の上では問題なかったりする。

　それに対して、宏達の日本では、十七歳未満に車の起動方法を教えると犯罪となり、前科がついたうえに罰則として結構な金額の罰金がとられるようになっている。

　なので、免許を取れない、どころか教習所に通うことすらできない年齢の未成年者が無免許運転をして事故などを起こした場合、まずは誰がそれを教えたのかが追及されてしまうのだ。

　因みに十七歳未満なのは、車の運転免許を取得するために教習所に通えるようになるのが満十七歳からだからである。運転したことはないが、ワンボックスカーの起動方法は宏も春菜も知っている。

　余談ながら、宏達の日本では、航続距離がガソリン車を超える電気自動車はすでに開発されており、普及段階に入っている。

　が、インフラ整備や充電速度の都合など、まだまだガソリンエンジンの方が便利な要素が多数あることもあり、乗用車の三割に満たない普及率でしかない。

　そのため、いまだに主流はガソリン車なので、車の起動操作は『エンジンをかける』で通じる。

　大規模なインフラ整備が関わる場合、どんな技術革新があっても普及までにかなり時間がかかるのは、どんな世界でも変わらないのだ。

「えっと、もう一度確認だけど、ダイアズマーの起動自体は、潜地艇の方からでもできるんだよね？」

「できるで」

「で、潜地艇は起動に操船スキルがいるんだよね？」

「せや。ちゃんと動かせるレベルでなくても、スキルさえあれば起動自体はできるからな」

　もう一度前提を確認した春菜が、考えついたことを口にする。

「じゃあ、澪ちゃんが操船スキルを取れるように、とりあえずいったん操船の練習をしたほうがいいんじゃないかな？」

「そうね。こういうときは、地道に基本からやったほうが、あとで問題にならないわよね」

「船舶免許は大丈夫なのか、って問題はあるけど、船は確か未成年が操縦方法知ってたぐらいで罰せられたりはしなかったはずだし」

「ん。船舶に関しては割とリアルなＶＲゲームもあるから、そっちをやってた、で多分通じる」

「そもそもの話、潜地艇の起動操作は多分、リアルにあるどの船ともちゃうと思うから、そういうゲームがあったで問題ないと思うで」

「それもそうだね」

　自動車と違い、リアルな操作ができるゲームが多数あることを引き合いに出して、船舶の方は問題ないだろうという結論を出す春菜達。

　船舶に関して規制が緩いのは、自動車ほど未成年が現実世界で勝手に操縦できる機会がないという、非常に単純な話である。

　同じ理由で、現実の航空機と変わらぬ操縦が体験できるフライトシミュレーターもあるが、ハイジャック対策が進歩していることもありゲームが原因となるトラブルは発生していない。

「ん。漁港でお願いして、操船の練習させてもらってくる」

「そうしとき。どうせ砂クジラやったら長期戦になりおるやろうから、兄貴か真琴さんの手ぇ空くまで操船の練習して、それからチャレンジでもそない変わらんやろう」

　宏の言葉に頷き、今日の予定を決める澪。

　と、そこに達也が口を挟む。

「で、今日はやらないってだけで、春菜は屋台をやりたいんだろう？」

「うん。可能であるなら、一日ぐらいはやりたいよ」

「屋台には、ワンボックスが使えたほうがいいんだよな？」

「昔のがあるから使えなくてもなんとかなるけど、使えるならありがたいかな？」

　春菜の返事を聞き、少し考え込む達也。

「今日すぐに、屋台をするか？」

「やろうと思えばできなくもないけど、ちょっときっちり仕込みをしてからやりたいし、やるとすれば明日かな？」

「だったら、別に三日間丸々噂うわさを集める必要もないし、二人揃って噂集めに動き回る必要もない。この手の素材集めが絡む、それもヒロの手を煩わせるまでもない類のことは、早めに済ませておいたほうがいいから、今日やっちまおう」

「そうね。あたしか達也かのどっちかがワンボックスカーを運転すれば、別に澪が操船を覚えるのを待つ必要はないわけだしね」

「そういうことだ。思いついた時点で、こういうことは潰しておいたほうがいいだろう。っつうことで、今日は俺か真琴が砂クジラの方に行くってのはどうだ？」

　達也の提案を、全員が黙って検討する。

　数秒後、口を開いたのは真琴であった。

「それだったら、あたしが澪と一緒に砂漠に回っていい？」

「真琴姉、付き合ってくれるの？」

「ええ。あたしもちょっと、ダイアズマーの機能に興味あるし」

「やっぱり、真琴姉もロボは好き？」

「メカオタになるほどじゃないけど、腐女子的な要素を抜きにしても結構好きなジャンルよ。でなきゃ、ロボットものの漫画なんか描かないし」

　澪の疑問に、笑顔でそう答える真琴。

　実際、腐ふや萌もえだけでなく、燃える系の作品も大好物な真琴にとって、燃え成分をたっぷり補充できる昭和から平成初期のスポ根ものとロボットものは特別なものだ。

　そういう意味で、そのエッセンスをたっぷり受け継いでいるダイアズマーは、漫画家として非常に興味深い代物なのである。

　もっとも、真琴が興味を持っているのは、それだけが理由ではないのだが。

「で、達也はそれで構わない？　ちょっと気になることがあって、できるなら試したいことがあるのよね」

「ああ。どうせ情報収集自体は別行動だし、俺はそこまでダイアズマーが気になってるってわけじゃないからな。使う機会があるなら使いたいとは思うが、今回は真琴に譲る」

「ありがと。ついでにダールの方であんたのお気に入りのお酒、調達してくるわ」

「おう、頼む」

　真琴が出した交換条件に、嬉しそうに笑う達也。別に貧乏くじだとは思っていないが、やはり余よ禄ろくがあるならそれに越したことはないのだ。

「そういえば真琴姉、ロボのスペックとか武装とか、そんなに興味なかったはず」

「アニメ作品とかに関しては、そんなに興味ないわよ。せいぜい、よく使う攻撃と必殺技だけは知っておきたい、程度で」

「なのに、ダイアズマーは機能に興味ある？」

「前回乗ったときに、いろいろ適当に武装を振り分けてもらったじゃない。結局ほとんど使わなかったけど、その中にサムライブレードとかロングボウとかウィザードロッドとかあったのよ。で、宏がタイタニックロアを使ってたから、あたし達の技も使えるのか気になったのよね」

「そこに目ぇつけるとは、さすが真琴さんや。お目が高い」

　真琴の疑問に答えるように、宏がそう口を挟む。

　それを聞いた真琴が身を乗り出し、澪もいつもの無表情ながら期待に目をキラキラと輝かせる。

「ってことは、使えるの!?」

「一応な。ただ、デザインとか武装の傾向とかから分かるように、あんまり高速で動くんは厳しいから、エレメンタルダンスとかブレイクスタンピードとかはともかく、疾しっ風ぷう斬ざん系はちょっと無理があると思うけどな」

「なるほどね。まあ、あのタイプのロボで高速戦闘ってのは無粋、っていうのは同感だし、そもそも疾風斬のスピードをロボでってなると、負荷もとんでもないことになりそうだからしょうがないわね」

「まあ、そういうこっちゃ。せやけど、アスリートの動体視力で目視できる範囲のスピードやったら平気やから、いわゆる連撃系とか乱舞系の技ぐらいまでは問題ないで」

「了解。……あっ、そうだ。今思い出したけど、ちょうどいい技があるわね。今までいろいろ問題があって使う機会がなかったのが」

　使う機会がなかった技、という言葉に、全員が好奇心で目を輝かせて真琴を見る。

　その視線に思わず吹き出しそうになりつつ、真琴が種明かしをする。

「といってもまあ、大した話じゃなくてね。魔法剣タイプの技で魔力コストがものすごかったもんだから、あたしの魔力じゃ使えなかったのよ」

「ああ、ありがちなやつだな」

「特に上級の技だと、よくある話だよね」

「そそ」

　真琴が白状した事情を聞いて、納得の声を上げる達也と春菜。

　欲しい技の習得条件になっていたり、ＮＰＣに弟子入りするとワンセットで覚えさせられたりといった理由で、発動不可能なスキルを習得しているケースは意外と珍しくない。

　エレメンタルダンスのように、習得条件になっているスキルの熟練度を全て一定以上まで上げなければいけないものもあるが、大部分は単に習得していれば条件を満たすので、習得しただけで一度も使っていないスキルを持つプレイヤーは多い。

　というよりむしろ、習得したスキル全て熟練度十以上まで成長させている春菜のようなプレイヤーの方が少数派である。

「ただ、よくある話なんだけど、宏のエンチャントでコストが四分の一になってても、フォーレの頃じゃ魔力がぎりぎり足りなくて使えなかった、って言えば評価は変わるんじゃない？」

「……それ、下手するとエレメンタルダンスよりコスト重くない？」

「エレメンタルダンスを使えないから分かんないけど、可能性はあるわね」

　予想以上のコスパの悪さに、思わず唖あ然ぜんとしながらそんな感想を口にする春菜。

　フォーレの頃の真琴の魔力量は、ファーレーン基準で中級と上級の境目にいる魔術師程度で、『フェアクロ』の基準で言うならレベル百五十ほどの普通の魔法特化型と同じぐらいと、多くはないが決して少なくはない。

　当時マジックマスタリー未習得でエンチャント以外の削減効果がなかったとはいえ、いくら何でもコストが重すぎる。

「まあ、そういうわけだから、今まで存在をすっかり忘れてたのよね。疾風斬系がまともに使えるようになって、大技はそっちで十分になってたし」

「あ～、それなら存在を忘れるのも無理はねえなあ……」

「エクストラスキルじゃないから、威力的にも疾風斬系には遠く及ばないのよねえ、実際」

「スキルのクールはどれぐらいだ？」

「データ見たのかなり前だからうろ覚えだけど、熟練度ゼロで三十秒ぐらいだったわね。あたしの魔力じゃ、そんな間隔では使えないけど」

「上級スキルなのに三十秒か……。もしかしたら、育ち切れば連発が利くタイプかもしれねえな」

「刀の技は全般的にクールが短いから、そうかもしれないわね」

　達也の考察に、真琴が同意する。

　大剣など同じようなリーチの武器は、上級スキルになると一分以上のクールタイムを持つものが一般的だ。

　たとえば、真琴がかつて使っていたブレイクスタンピードなどは、熟練度マックスでも再使用するのに一分半かかる。

　それと比較すれば、初期値で三十秒というのがすさまじく短いことに異論はないだろう。

　因みに、この数値は春菜のメインウェポンであるレイピア系の上級攻撃スキル全般とほぼ同じ、クールタイムが最短の短剣系の次にくるぐらいの短さだ。

　それら速さと手数が売りの二系統と互角に近いのだから、どれだけ極端に短いのかがよく分かるだろう。

　もっとも、刀はスキルによる武器の消耗が白兵武器で一番大きく、スキルコストの重さも考えると、調子に乗って連打すれば痛い目を見るのは間違いないのだが。

「まあ、そういうわけだから、折角ダイアズマーを使わせてもらうんだし、今まで使う機会がなかった技、思い出せるだけ試してみるわ」

「だったら、ボクも実験する」

「それはええけど、結果はあとで教えてな」

「分かってるわ」

「ん、それは当然」

　手のひらサイズに縮小したワンボックスカーをいじりながらの宏の要請に、言われるまでもないと快く引き受ける真琴と澪。

「とりあえず、設定変更は済ませたから、真琴さんらだけでも使えるで」

「じゃあ、やること決まったことだし、行動開始ね」

「せやな。兄貴も澪らも気ぃつけや。特に澪らは日中の砂漠に丸一日やから、脱水症状とか日焼け系の火傷やけどとか迷子とか、気にせなあかんこと山ほどあるし」

「ん。気をつける」

「そうね。十分注意するわ」

　宏の言葉に頷き、予定どおりに行動を開始する一同。

　こうして宏達は、インスタントラーメン工場のライン増設をきっかけに、そこそこの大事件に巻き込まれていくのであった。






邪神編　第二二話






　ウルス城にあるレイオットの執務室。

「……昨夜からさらに調査資料が増えているな……」

「入れ食いだった」

　宏ひろし達がぐだぐだと予定を決めていた頃、レイオットはレイニーが持ち込んだ調査資料の山を前にして、その対応に追われていた。

「これは……確認と追加調査だけでも時間がかかるぞ」

「こっちは、すでに殿下が欲しそうな情報を集めに動いてる」

「察しがよいのは助かるが、お前達が集めた情報だけでは、さすがに本格的には動けない。これをもとに、表からも証拠固めをせんとな……」

「そっちは、私達の仕事じゃない」

「分かっている……」

　レイニーの他ひ人と事ごとのような言葉に、頭を抱えながらもそう言い切るレイオット。

　軍用食の調達に端を発した内情調査は、この短期間ですでにレイオットの予想を超えた成果を上げていた。

「こうなってくると、インスタントラーメン工場の新規従業員の雇用も、推薦があった人材についてはいろいろと信用できん感じだな……」

「そっちも大体調査は終わってる。ただ、さすがに縁者が地方にいる貴族とかは、調査が追いついてない」

「それは仕方なかろう。お前のバイクでも、我が国の端までとなると一日はかかるのだからな」

　誰もが認める、豊かで広大なファーレーンではあるが、こういうときは不便である。

「……とりあえず、だ。あまり手を取られても困るから、転移陣を使っても移動時間が短縮できない相手に関しては、今回は保留にしておいてくれ」

「了解」

「あと、一般募集の求人枠がそろそろ十分な数になってきている。期限はまだだが、お前はそちらの応募者達を重点的に確認しておいてくれ」

「独断専行分や推薦枠の人材に関する追加調査よりも優先で？」

「ああ。追加調査は他の者に任せて、お前は新規の案件を優先してくれ」

「了解」

　改めて、今後の調査についてレイニーに指示を出すレイオット。

　今更レイニーが意図を読み間違えたりはしないとは思うが、ちゃんと口に出して指示をしておかないと、どんな行き違いが起こるか分かったものではない。

　今回の件も、大部分はそういったところで余計な忖そん度たくをした連中が、各々勝手に行動して話を大きくしたというのが根本的な原因だ。

　それと同じことになっては、笑い話にもならない。

「それでは……」

「宏ちゃんからレイっちに伝言～」

　レイニーに調査開始の指示を出そうとしたところで、唐突にオクトガルが割り込んでくる。

「……何だ？」

「調査報告はいつになる～？」

「……そうだな。レイニー、二日ほどで一通りの調査は終えられるか？」

「問題ない」

「では、三日後にしておこう」

「宏ちゃんにそう伝えていい～？」

「ああ」

　レイオットの返事を聞き、その場でくるくる複雑な回転を始めるオクトガル。数秒回転してから静止し……、

「連絡完了～」

　オクトガル特有の謎生物的機能を使って連絡を終える。

「ヒロシはどう言っていた？」

「了解だって～」

「そうか。すまんな、連絡してくれて助かった」

「じゃあ、私達戻るの～」

　言うだけ言ってどこかに転移するオクトガル。連絡のために割り込んできたのは一体だったのに、転移音が三体分聞こえたところから察するに、特に意味なく隠れていたやつがいたようだ。

「そういうことだから、早速仕事にとりかかってくれ」

「ハニー……」

「仕事にとりかかってくれ」

「……了解」

　念を押したレイオットの指示を受け、やや残念そうに敬礼をしてから姿を消すレイニー。

　それを見送ると、一番上の書類を手に取りざっと内容を確認する。

「……さて、自分で期限を設定した以上、なにがなんでも終わらせなければな」

　初しょっ端ぱなから何とも言いがたい種類の報告書にぶち当たり、顔をしかめつつも気合いを入れ直すレイオット。

　とりあえず、まずは担当部署をきっちり締め上げるべく、マークと宰相の尻を叩たたきに部屋を出ていくのであった。




　　　　☆




「砂クジラって、この辺に出るの？」

「ん、多分」

　朝のミーティングを終え、転移陣で古代遺跡を経由し灼熱砂漠へとやってきた真ま琴ことと澪みおは、ワンボックスで移動しながら砂クジラを探していた。

「それにしても、砂クジラねえ……」

「真琴姉、何か思い入れでも？」

「特にはないっていうか、こっち方面のモンスターはそんなに詳しくないから、そういうのもいるのか、ってぐらいなんだけどね」

「じゃあ、何か気になる？」

「一応フィールドのモンスターなんだから、オキサイドサークルで弱らせて活いけ〆じめじゃダメだったのかしら、って」

　真琴の疑問を聞き、そのあたりの説明をしていなかったことを思い出す澪。

　とりあえず後のこともあるので、一応必要だと思われる情報を補足しておくことにする。

「灼熱砂漠のモンスターだと、砂に潜られるとオキサイドサークルが効かなくなる」

「砂に潜られる前にオキサイドサークルの結界に閉じ込めても？」

「ん。普通に砂に潜る」

　かつてゲーム時代に、宏と達たつ也やに連れられて灼熱砂漠で素材集めをしたときのことを思い出しながら、端的にそう告げる澪。

　いつものように淡々とした口調で言ってはいるが、正直あの時受けた衝撃は相当なものであった。

「……オキサイドサークルに、そんな弱点があったとはねえ……」

「因ちなみに、同じように地面に潜るタイプでも、灼熱砂漠以外に出没するモンスターなら、オキサイドサークルの効果範囲内の地面に潜れなくなる。多分、ここのモンスターだけの特殊事情」

「世の中、知らないことばかりね……」

「ゲームの時しか試してないけど、こういうのは同じ仕様だと思って行動したほうが安全」

「それもそうね」

　澪から告げられたなかなかに衝撃的な情報に、真琴もあっさり同意する。

「それ聞いて思ったんだけど、もしかしたら水すい棲せいのモンスターも同じパターンで逃げられるのかもしれないわね」

「……その可能性は考えてなかった」

「そうなの？」

「ん。というより、水棲モンスターは基本、釣り竿ざおで釣り上げてから陸上で〆たりオキサイドサークルで仕留めたりしてたから、そもそも最初からオキサイドサークルで仕留める発想自体なかった」

「あ～、なるほど」

　澪が口にした理由に、思わず大いに納得する真琴。

　言われてみればの話ではあるが、普通は高速で泳ぎ回っている相手を、わざわざ水中にいる間に仕留めようとはしない。

　宏達ほど釣りスキルの熟練度が上がっている前提にはなるが、釣り上げて陸地に引っ張り出してから仕留めたほうが圧倒的に楽で確実なのは考えるまでもない。

　『フェアクロ』では、真琴の身内にそこまで釣りスキルの高い人間がいなかったこともあり、灼熱砂漠のモンスター同様、水中の生き物にもほとんど興味を持っていなかったのだ。

　このあたり、狩れる相手を最大効率で狩りまくるか、もしくは自分が得意とするフィールドで戦える最も強い相手をどう仕留めるか、のどちらかに走りがちな戦闘廃人ならではの反応である。

「どっちにしても、オキサイドサークルだと加減を間違って殺しかねないから、今回は避けるのが無難」

「まあ、そうね。っと、砂タラバ発見。仕留めて回収しとく？」

「真琴姉、そんなにカニ食べたい？　しかも今更のような砂タラバ」

「……言われてみれば、カニ自体はともかく、砂タラバは今更ねえ……」

「しかも、タラバガニは正確にはカニじゃなくて蜘く蛛もの一種」

「それもいろんな意味で今更の話じゃない？」

「ん」

　澪の余計なトリビアに対し、微妙な表情でそう突っ込む真琴。

　そもそもこの世界に飛ばされてきてから、主に春はる菜なのせいでゲテモノ的なものもかなりあれこれ食べさせられている。

　正直、今更蜘蛛を食うぐらい、全く抵抗などない。

　実際にはタラバガニは蜘蛛ではなくヤドカリの仲間なのだが、真琴も澪も間違った知識を覚えている。

「とりあえず、カニ食べたいなら後で料理するから、好きなのを食べればいい」

「好きなのって？」

「確認してるだけでも、毛ガニ、タラバ、ズワイ、花咲、間人たいざ、松葉なんかがある」

「前々から思ってたんだけど、リヴァイアサン系の海鮮って、明らかに地名がブランドになってるだけで種族的には同じって食材が混ざってるわよね」

「真琴姉、そこは気にしたら負け」

　倉庫を見るたびに目に飛び込んでくるリヴァイアサン系食材の名称。その節操のなさと突っ込みどころの多さに対し、思わず遠い目をしながらそんな会話をする真琴達。

　ちょうどそのタイミングで、ワンボックスカーのラジオから『タラバガニ！』という意味不明の叫びが飛び込んでくる。

　ラジオが拾った声、という意味では全く前後のつながりがない意味不明なものなのに、車内の会話を考えればタイムリーな内容の叫び声。

　それにより微妙になった車内の空気をどうにかすべく、とりあえずカニの話題は避けることにする真琴と澪。

「……余計なこと考えずに、クジラ探すのに専念しましょうか」

「ん」

　とはいえ、宏が迷子を心配するだけあって、砂漠の景色は変化に乏しい。単に砂クジラの捜索だけに集中してしまうと、集中力がいくらあっても足りない。

　そんな退屈さに負け、真琴と澪がほぼ同時に雑談ネタを投入しようとしたその時、前方約二キロほどの地点で、唐突に地面ががばっと盛り上がる。

「真琴姉！　大型モンスター出現！」

「了解！　何が出たの!?」

「不確定名、超巨大砂タラバ！」

「ちょっ!?」

　カニの話をしすぎたからか、それとも今更砂タラバなどいらないなどと言ってしまったからか、二人の行く手を阻んだのは、まさかの巨大ガニ。

　普通に考えれば絶体絶命の状況なのだが、単に巨大な相手というだけなら、いろんなものと戦ってきた真琴と澪だ。もはや、単に巨大であるというだけでは恐怖の対象にはならない。

「どうする、真琴姉？　ボク達だと多分、すっごい相性悪い」

「そうねえ。斬れないことはないでしょうけど、あのサイズのカニの甲羅となると、かなり硬そうよねえ……」

　とりあえず倒す前提で相談し、その相性の悪さを確認しあう澪と真琴。

　デカいだけ、硬いだけならやりようはあるが、デカくて硬いとなると武器の相性が非常に悪い。

　せめて達也がいて大火力の魔法で一度装甲をぶち抜いてくれるのであれば、そこから先は弓や刀で普通に対処ができる。

　が、逆に言えば、何らかの手段で一度は装甲をぶち抜かなければ、二人の手持ちの技ではダメージを与えるのに苦労するのである。

　その気になれば倒せなくはないだろうが、倒し終わるまでにどれだけの手間がかかるかを考えると、正直なところ面倒なのでやりたくない。

「砂クジラ探しにものすごくマイナスになるけど、天地波動砲で吹っ飛ばす？」

「視界が悪くなりすぎて、探索できなくなるから駄目」

　そこまで言って、何のために真琴を巻き込んでワンボックスカーを使っているか、その理由を思い出す澪。

「よく考えれば、今こそダイアズマーの出番」

「あっ……」

　澪に指摘され、思わず間抜けな声を上げてしまう真琴。

　特にダイアズマーを使ってはいけない理由はないのだが、今までの経験から反射的に生身で仕留めることを考えてしまっていたのだ。慣れというのは、実に恐ろしいものである。

　その間にも、その威容を完全に現した巨大砂タラバが真琴と澪、というより無駄に大量のエネルギーを放出しているワンボックスカーを標的と見定めて接近してきている。

「真琴姉、とりあえず潜地艇出すから、合体準備よろしく」

「了解！」

　巨大砂タラバの速度を見て、あまり時間がないと察した澪が外に飛び出しながらそう指示を出し、真琴がその指示に従ってタッチパネルを操作していく。

　その間にもぐんぐんと距離を縮めてくる巨大砂タラバ。

　その姿がみるみるうちに大きくなっていき砂タラバがこちらを攻撃範囲に捕らえたところで、潜地艇の準備を終えた澪がワンボックスカーの助手席に飛び込んできた。

「真琴姉！」

「分かってる！　ダイアズマー、出陣！」

　澪が助手席の扉を閉めると同時に、タッチパネルの合体ボタンを押しながらそう叫ぶ真琴。

　即座に合体シークエンスが始まり、澪がシートベルトを締め直している間に合体が完了する。

「……真琴姉、合体後の名乗りと見得切りは？」

「いろいろ考えてたけど、一瞬すぎてタイミング外したのよ……」

　折角合体したというのに、見得も切らず名乗りも上げない真琴に対し、そんな厳しい指摘を叩き込む澪。

　澪に指摘され、オタクとして致命的な失敗をしたことを認めつつそんな言い訳をする真琴。

　なんとなく間抜けな状況になりつつも、いつまでも遊んでられないとばかりにとりあえず構えを取らせる。

「それで真琴姉、スキルの実験、やる？」

「止とどめ刺すときにね！　今は操作を確認しなきゃいけないし、そもそもこの手のバトルでいきなり必殺技は美しくないわよ！」

「そこは同意する」

　宏がついでに設定してくれたチュートリアルを見ながら、そんなことを言い合う真琴と澪。

　二人ともダイアズマーの操作がおぼつかないこともあるが、やはりロボットバトルというものは、小技でちょっとずつ相手を追いつめていき、最後に止めを刺すのが様式美である。

　某ロボットもののシミュレーションゲームでも、こういう一対一のマップではイベントが起こるか必殺技が使えるようになるまで、とにかく泥臭い殴り合いをするのがお約束だ。

「それにしても、やっぱりデカいわねえ……」

「観測値、全長約二百メートル。ダンジョンで遭遇した巨大ボスに多かったサイズ」

「この世界は、二百メートルってサイズに何かこだわりでもあるのかしらね!?」

　巨大砂タラバが振り抜いた左の鋏はさみをダイアズマーの肘にセットされているドリルアタッチメントで迎撃しながら、そんなくだらない話をする真琴と澪。

　一見余裕で軽口を叩いているように見えるが、操作を覚えながら相手の攻撃に対応するだけで手いっぱいで、実際にはそんなに余裕があるわけではない。

　そんな状況でも問題なく戦えているのは、単純にダイアズマーの性能によるものである。

　そもそもの話、十体以上が合体したバルド上司が相手の際でも、普通の攻撃を受けただけではほぼダメージはなかったのだ。それよりはるかに攻撃力が劣る巨大砂タラバでは、ダイアズマーの装甲に傷をつけることすらできない。

　さらに言えば、現在真琴と澪が装備している防具は邪神教団幹部の攻撃を想定して作られたものなので、巨大砂タラバの攻撃ではダメージなど受けない。

　つまりダイアズマーがなくとも防御面では大した差はなく、生身で地味に時間のかかる戦いをするか、ダイアズマーの火力で一気に倒すかといった攻撃面での差しかなかったのだ。

　真琴と澪はそのことに気がついていないが、実は最初から勝負は決まっていたのである。

「そろそろ慣れてきたわね！　魔導レーザー照射！」

「アズマーナックル、シュート」

「てい！　背負い投げ！」

「真琴姉、器用」

「慣れたら意外と簡単ね、これ」

　最初から勝ちが確定していることにいまだに気づかぬまま、とりあえず好き放題巨大砂タラバをいじめ倒す二人。

　勝手に武器に名前を付けて適当に打ち出す澪。

　操作練習のついでに、巨大ヒーローものや戦隊もののバトルでありがちなアクションを試し始める真琴。

　もはや、戦闘とは呼べない状況になっている。

　ここまでやられても足や爪の一本ももげないところを見ると、この巨大砂タラバはサイズや見た目相応の頑丈さを持っているらしい。

　それがこのカニにとって幸せなことなのかどうかは分からないのだが。

「真琴姉、カニから高エネルギー反応」

「何か大技が来るってことね」

「ん。光線技の準備確認。……来る！」

「シールド展開！」

「仮称・カニ光線着弾。ダメージなし」

　巨大砂タラバから発射された必殺技、仮称・カニ光線を、ダイアズマーの両腕に仕込まれたシールドを展開して完全にブロックする真琴。

　モーフィング変形としか言いようがない展開方法で取り出されたシールドにそれだけの防御力があるという事実に対しては、深く突っ込んではいけない。

「真琴姉、そろそろ必殺技」

「そうね。もうそろそろ、いい具合ね」

　十分操作にも慣れ、さらにダイアズマーの暴力的な強さも堪能したところで、ついに必殺技の実験に移る真琴。

　とはいえ、今まで素手で戦闘しているので、まずは武器を用意しなければ話にならない。

「サムライブレード！」

　真琴の掛け声と共に目の前の空間に小さな穴が開き、そこから巨大な刀の柄つかが生えてくる。

　それを握って一気に引っこ抜き、時代劇の殺た陣ての始まりを思わせる構えをとるダイアズマー。

　その姿を引き立てるかのように、不自然な自然光による演出が入る。

　ご丁寧にも、コクピット隅のサブパネルに、演出を受けながら刀を構えてポーズを決めるダイアズマーが映し出されている。

　それを見て気分が乗ってきた真琴が、その勢いで次の操作に移る。

「ダイレクトコントロールモード起動！　スキル同調開始！」

「同調確認。真琴姉、いつでも行ける」

「じゃあ、行くわよ！　本邦初公開、星王剣舞陣！」

　大声で宣言しながら、第二の体となったダイアズマーを駆って大技の挙動に入る真琴。

　大量の魔力とエネルギーがダイアズマーから引き出され、サムライブレードに注ぎ込まれて一気に圧縮される。

　高密度に圧縮されたエネルギーが、まるで星雲のような輝きとなってサムライブレードを覆う。

　それを大きく振りかぶり、真琴はまるで舞うかの如く巨大砂タラバを何度も何度も斬りつける。

「滅！」

　時には流れるような連続攻撃で、時には力強く振り抜く斬撃で、時には分身すら行う剣舞。その最後の動作が終わったところで、残身の構えと同時に真琴が叫ぶ。

　真琴の叫びに呼応するように技に仕込まれていた儀式が完成し、地上から宇宙へと数多あまたの星光が流れ星のように走る。

　砂漠のど真ん中で天に昇る星の光。その幻想的な光景に、思わず澪が息を飲んだ。

「……真琴姉、すごい」

「正直、魔力コストが重い理由を理解したわ。そりゃ、こんな大規模な儀式が仕込まれてれば、尋常じゃないほど魔力食うわけよ……」

「ボク、儀式が仕込まれてる攻撃スキルなんて初めて見た」

「あたしも、単独で攻撃と同時に儀式をするスキルなんて初めてよ。数人で同時に発動させたら儀式が成立する攻撃スキル、ってのは見たことがあったけど……」

　残身を解いて巨大砂タラバの残骸を確認しながら、今の技の感想を言い合う澪と真琴。

　そもそもの話、儀式系スキルというのは、大規模結界のような、人間一人では到底成立不可能な大掛かりなものばかりだ。

　真琴が口にしたように、複数人が同時に使うことで儀式が成立するというものも存在してはいるが、それは非常に珍しいパターンで、しかも単独ではただの攻撃スキルである。

　少なくとも、今回のように一つのスキルを一人で使って攻撃と儀式が同時に成立するものは、真琴も澪も見たことがない。

「で、かなり派手にやっちゃった感じだけど、素材とか取れそう？」

「……ねえ、真琴姉。今の技、いったい何？」

「何、って？」

「あれだけ派手に斬ってるのに、甲羅にほとんど傷が入ってない」

「……本当ね……」

「でも、生体反応は停止してるから、ちゃんとダメージは入ってる感じ」

　澪の指摘に、どういうことだと考え込む真琴。

　何しろ、ちゃんと斬った手応えがあったというのに、見た目には無傷に近いのだ。

　完全に無傷というわけではないが、傷が入っている場所は星王剣舞陣を放つ前に慣らし運転で殴ったところばかり。

　となると、星王剣舞陣では物理的なダメージは与えられないことになる。

　だが、それならばなぜ巨大砂タラバが死んでいるのかという疑問が出てくるので、やはり腑ふに落ちない。

「あたしがこのスキル作ったわけじゃないし、何って言われてもねぇ……とりあえず、そのあたりのことは考えないでおきましょう……」

「ん……」

　あまりに胡う散さん臭くさい挙動を示した星王剣舞陣に対し、理解が追いつかなくなっていろいろ棚上げすることにする真琴と澪。

　とりあえず今は、目の前にある巨大砂タラバの解体と素材の吟味が最優先だ。

「真琴姉、このままダイアズマーで解体するから、コントロールちょうだい」

「了解。ユーハブコントロール」

「アイハブコントロール。解体ナイフ、セット」

　解体のために、澪にコントロールを明け渡す真琴。

　真琴からコントロールを受け取り、武装メニューから解体ナイフを選んで指定、音声でアクティブにする澪。きっちり解体ナイフをはじめとした解体用の道具が装備されているあたり、勇者工房の名に恥じぬ仕様であろう。

　そのまま何十メートルもある足を順調に切り離し、胴体の甲羅を引っぺがし、内臓その他を確認しつつばらしていく。

　その様子を見ていた真琴が、思わずといった感じでぽつりと呟つぶやく。

「……こう、丸茹ゆでしたカニをむさぼりたくなる光景ねえ……」

「しばらく我慢」

「分かってるって」

　てきぱきと着実にカニを解体しながら、とりあえずそう真琴を窘たしなめる澪。普段とは完全に逆の構図である。

　もっとも、窘めた澪自身も先ほどからカニを食べたい欲求に苛さいなまれており、それでも解体を続けているのは宏の弟子というプライドと意地の問題だけなのだが。

「それにしても、殻を引っぺがしたらほとんど傷がない。どの素材もすごく質がいい」

「これ、砂クジラの代わりにはならないの？」

「さすがに無理。ジャンルが違いすぎる」

　眺めるしかやることがない真琴の素朴な疑問に、無表情ながらも微妙に残念そうにそう告げる澪。

　正直、これでどうにかできるのであれば、探すのに苦労する砂クジラをわざわざ捕まえに行くのは避けたいところである。

　そう、言い出しっぺの澪は、すでに砂漠を走り回るのに飽きていたのだ。

「ん、解体終了」

「お疲れ」

「とりあえず、ダイアズマーのチャージもあるから、ここのポイント記録して神の城で料理」

「そうね。なんだかんだ言って、星王剣舞陣で半分ぐらい使ってるものねえ」

「あと、折角茹でガニ作るんだったら、神の厨ちゅう房ぼうできっちり茹でたい」

「それは絶対にこだわるべきポイントね」

　そんなことを言いながら、ローリエに連絡を取って現在位置を記録してもらい、神の城に戻って午前の部の砂クジラ探しを終える澪と真琴であった。




　　　　☆




「よう、タツヤ」

「おう、ハンサムか」

　真琴達が砂漠を彷徨さまよい始めたのと同時刻。

　朝の依頼が大方はけた冒険者協会にて、噂うわさ話などを集めるにはちょうどいい頃合だろうと声をかける相手を物色していた達也。

　そこに『深緑の[image: ]』の広報担当、ハーン・サンドロームが声をかけてきた。

「最近ご無沙汰だったが、どこで何してたんだ？」

「ヒロに付き合って、あっちこっちに素材を探しに行ってた。もっとも、マルクトにいる間にウォルディスとの戦争に巻き込まれてな」

「ってことは、やっぱりあの空飛ぶ城はオマエ達の関係か」

「ああ」

　ハーンに問われるままに、近況を語る達也。一度死んで生き返ったこと以外は、特に隠すようなこともない。

「なるほどなあ。しかし、相変わらずスケールのデカい話ばかりだな」

「うちの場合、どうも厄介事が向こうからくるうえに、対処してたらいつの間にか話がデカくなってるんだよなあ」

「普通は対処できるようなもんじゃねえ、ってことには気がついてるか？」

「……何のことやら」

　ハーンの突っ込みに対して、微妙に目をそらしながらしらを切る達也。

　異常に白々しいという自覚はあるが、認めてしまっては負けのような気がするのだ。

　というより、いくら白々しかろうと、しらを切りとおさねばどんな無関係な厄介事を押し付けられるか分かったものではない。

「で、今日はまた、なんでこんなところにいるんだ？」

「最近ウルスにいないことのほうが多いから、ちょっと噂話とかを集めようと思ったんだよ。ファム達もウォルディスがらみの一件で俺達の手伝いをしてもらってたから、やっぱり最近のことにはちょっと疎い感じだしな」

「というか、あの嬢ちゃん達は、元から積極的に噂話とかを集めるタイプでもないだろう？」

「まあなあ」

　ハーンの指摘に、苦笑しながら同意する達也。

　根本的にアズマ工房の面々は、あまり噂などを気にするタイプではない。達也と真琴があちこちを回って飲みながら情報収集をやっているのも、それでは立ち行かないからでしかない。

　もっとも、その手段にはしご酒を選んでいるのは、間違いなく趣味と実益を兼ねたものだが。

「で、まあ、そういうわけだから、ここ最近の噂話で、面白そうなものとかヤバそうなやつとかあったら教えてもらいたいんだが、時間は大丈夫か？」

「ああ。三日ほどは完全休養のつもりだったからな。今日ここに来てたのも、単にいい仕事があったら休養日を先延ばしにしてもいいか、程度の軽い気持ちだったしな」

「で、まだここにいるってことは、あまりおいしい仕事はなかった、と？」

「そういうことだ。っつうことで、暇だからいくらでも付き合うぞ」

「すまんな、助かる」

　ニッと笑うハーンに礼を言い、素直に厚意に甘えることにする達也。

　正直、特に当てはなかったので、知り合いで情報通のハーンに接触できたのはありがたい。

「こんな時間じゃなかったら一杯やりながらなんだが、さすがに朝っぱらから飲むのはなあ……」

「ま、そうだな。さすがにオレも、朝から酒は遠慮したいところだ。とはいえ、マコトはこの時間でも平気で飲んでたがね？」

「俺も飲むほうだが、さすがにあいつのレベルには届かないぞ？」

「自覚がないってのは、怖いもんだなあ……」

　達也の、あまりに己を分かっていない発言に、わざとらしく天を仰ぎながらそう突っ込むハーン。

　当人の間では酔うまでの酒量も潰つぶれるまでに飲める量も倍できかないほど差がある認識だが、はたから見れば飲み比べで勝てる気がしないという時点で同類である。

「まあ、大人しく茶飲み話としゃれこもうぜ。最近は、珍しい茶や新しい茶も増えてきてるから、オマエも楽しめるんじゃねえか？」

「そうなのか？」

「おう。ハーブティーやフレーバーティーは相当種類が増えててな。今、ちょっとしたブームになってる」

「早速知らない話が出てきてるな……」

「オマエんとこの嬢ちゃん達が発信源だってのに、なんで知らねえんだよ……」

　早速聞き捨てならない話題が出てきて、思わず顔をしかめる達也。

　この分では、自分達は相当な浦島太郎状態になっている可能性が高い。

「で、結局どういうことなんだ？　ファム達からは何も聞いてないぞ？」

　冒険者協会に併設されている酒場で本日のおすすめフレーバーティーを頼み、来るまでの間に早速話を進める達也。その際、メニューに大量に茶葉の種類が増えていたことを確認する。

　春菜と真琴、澪の三人は達也とずっと一緒だったし、そもそも茶葉に関しては特にいじっていた様子がないので発信源になどなりえない。

　必然的にファム達の誰か、ということになるが、誰もそんな話はしていなかった。

「あっさりハルナ達って可能性は切り捨てるんだな？」

「ずっと一緒に行動していたからな。そんな暇もなきゃ行動も起こしてないってのは知ってる」

「そういうことか。で、種を明かすと、ライムの嬢ちゃんだな。あの子が、ご近所さんにいろんなハーブティーの作り方を教えて、それが各家庭に広まってメリザ商会や東地区の飲食店に伝わって、って感じだな」

「なるほどなあ……」

　ハーンに事情を聴かされ、いろいろ納得する達也。

　きっかけがライムであれば誰も報告などしないだろうし、そもそもそんな特別なことをしているという自覚もないだろう。

　とはいえ、いくら何でも急激に広がりすぎという気がしなくはない。

「きっかけは分かった。俺が知らなかった理由も、大体察しはついた。が、こう言っちゃあなんだが、こんなに一気にブームになるようなもんじゃないだろう？　そもそも、ライムがハーブティーの作り方を教えたのって、いつぐらいのことだ？」

「さすがにオレも話に聞いただけだから正確な時期は知らねえが、メリザさんの話じゃ少なくともジズの騒ぎのあとだってのは確かだな」

「マジかよ……。いくらなんでも、早すぎるぞ……」

「広まるのが早すぎるってのは同感だが、理由については心当たりがなくもない」

「本当か？」

「ああ。といっても、大した話じゃないがな」

　達也の問いにそう言って、ようやく出てきた最近のお気に入りのブレンドを口にするハーン。

　達也も出てきた本日のおすすめ、カモミールとティムベリー、アスリンの三種のブレンドティーに口をつけ、爽やかな苦みとほのかな甘みの見事なバランスに目を見張る。

「こりゃ美う味まいな。それぞれの茶を単独で飲んだことがないから何とも言えないが、ちゃんと複数の特徴的な味があるのに癖が少なくて飲みやすい」

「どこの店も、すさまじく頑張って工夫してるからな。看板ブレンドのある店も結構あるぞ」

「へえ。まあ、流は行やってる理由は納得した。が、普通の茶葉を食っちまってる感じなのに、抵抗なく一気に広まったことは、ちっとばかし腑に落ちない」

「さっき言いかけたが、それに関しては大した話じゃない。庶民に手が出ないほどじゃないが、紅茶とかの茶葉は高いからな」

「ああ、そういう理由か……」

「おう。言っちゃあなんだが、ハーブなんてのは大部分が雑草みたいなもんだ。それだけに、ハーブティーは作り方さえ知ってれば素人でも作れるし、ちゃんとしたものを商人から買ってもそんなに高くないってわけだ」

　ハーンが口にした理由に、なるほどと納得する達也。

　実際の話、ハーブというのはミントを筆頭に、雑草扱いされても否定できないほどの生命力と繁殖力を持つものがほとんどだ。品質を問わねば素人でも栽培ができ、処理の仕方を知っていれば割と雑に扱っても飲める味のハーブティーができる。

　自作のものが客に出せる程度かどうかはともかく、普通の茶葉の代用品にするには十分なポジションに立っているようである。

　なお、ライムが何の気なしに作り方を広めるまで、ハーブティーがマイナーだった理由は単純だ。

　ハーブからお茶を作ることができるとは思っていなかった先入観に加え、茶葉の製法が秘匿されていて一般人には乾燥させる以外のヒントがなかったからである。

　見つけた人間もいなくはなかったが、やはり製法を隠したために広がらなかったのだ。

「そのあたりに関しては、大いに納得した。が、一つ疑問がある」

「何だ？」

「俺が頼んだ本日のおすすめ、どの部位かは知らないがアスリンが入ってるんだろう？」

「ああ、そうらしいな」

「アスリンってのはポーション類の基本素材だから、結構需要があるんじゃないのか？　少なくとも、こんな値段で出せるハーブティーに使えるようなものじゃないと思うんだが？」

「そこまでの事情は知らん。オレは冒険者であって生産者じゃないからな」

　達也の疑問を、そうばっさり切り捨てるハーン。

　普通の冒険者はそこまで商品の生産に詳しくない。

「つうか、そういう事情はヒロシに聞いたほうが早いんじゃねえか？」

「まあ、そうなんだろうが、こと流通関係に関しては、ヒロの知識や認識は割と当てにならねえからなあ……」

「あ～、なんとなく想像がつくな……」

　宏の流通に関する認識に関しては、過去にやらかしたあれこれを踏まえると、当てにならないなんて次元ではない。どうやら達也もハーンも、同じ見解のようだ。

「とりあえずこの話は終わりにしよう。で、他に噂とか情報とかがあったら教えてくれないか？　特にインスタントラーメン工場に関する話が知りたいんだが」

「うーん、東地区に関しては特にこれといってはないな。そういや、西地区は全般的に商売が上う手まくいかなくなってきてるらしいんだが、それと工場が関係があるのかは分からねえけどな」

「上手くいかなくなってきてるというと？」

「見た感じ、店がバタバタ閉じてるってほどではないらしいんだが、急激に売り上げも利益も減って経営が厳しいってのは、知り合いの商人が愚痴ってた」

「そりゃ、かなりやばいんじゃないか？」

「だろうなあ」

　かなりよろしくなさそうな情報に、渋い顔をする達也。ハーンの表情も暗い。

　これらの経営悪化の原因がインスタントラーメン工場にあるとしたらかなり厄介だ。もし大規模な連鎖倒産といった問題などに発展したら、その恨みの矛先がアズマ工房に向く可能性もないとはいえない。

　まだ、そうと決まったわけではないが、黒に近いグレーといった状況である。

　であるなら、もっと確認しておくべきだろうと、達也が重い口を開く。

「なあ、ハーン。これは出所の明かせない情報筋からの話なんだが、最近王宮では軍用食の購入を絞ってるらしくてな……」

「……そうなのか？」

「ああ。で、西地区の景気の悪化は、この話がどれぐらい影響してそうだ？」

「……分からん。だが、食料関係に強い商会がいくつか倒産したのが飛び火して、急に売り上げが悪くなったとは言っていたな」

　ハーンからの追加情報に、やっぱりという表情で黙り込んでしまう達也。それだけが原因だと決めつけるのは早計だが、意外とそういう倒産の影響が馬鹿にできない。

　何しろ、どんなに小さな店でも必ずどこからか仕入れをしているし、どこかに売っている。

　仕入れ先からすればその分の売り上げがダイレクトに減るし、倒産した店から調達してものを作っていたり他に売りつけていたりすれば、納期や数量にしわ寄せが行くことになる。

　こういった影響がまわりまわって新たな倒産を生むことは珍しくもない。

　そこを踏まえると、直接の原因ではないにしても、引き金の一つにはなっていると考えておいたほうがよさそうである。

「……そのあたりについては、もうちっといろいろ聞いて回ったほうがよさそうだな」

「そうしてくれ。オレもそれ以上の話は聞いてねえからな」

「ああ。にしても、東地区はそういう話がないのはまた、なんでだ？」

「オレに聞くなよ。っつうかオマエ達だったら、メリザさんに直接聞いたほうが早くねえか？」

「そうだな。じゃあ、このあとちょっと顔出してくる」

　そう言って、残りを飲み干して席を立つ達也。

「今日は助かった。今度また一杯奢おごるよ」

「ああ。楽しみにしてる」

「何だったら、今晩でもいいぞ？」

「そうだな。オマエも忙しいだろうし、お互い予定が空いてるうちに一杯やるか。なら、夜までにまた、適当に噂話でも集めておくわ」

「頼む」

　ハーンにそう告げて立ち去る達也。達也を見送ったあと、ハーンはシーフ系を中心に、手の空いている冒険者に適当に声をかけるのであった。
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「さて、庭の手入れやけど、まずどこから手ぇつけるかやな」

「そうだね。といっても、世界樹とソルマイセンは手を出さないほうが無難だよね」

「あっちはエルにアルチェムにジュディスにと、巫み女こさん連中が再々来ては手ぇ入れとるからなあ。僕らが下手に手ぇ出したら、碌ろくなことにならん気がするわ」

「だよね」

　達也達を見送ったあと、宏と春菜は早速ウルスの工房の中庭に足を運んでいた。

「にしても、前より中庭の規模がデカなっとんなあ」

「そうだね。もう現象としては珍しくもなんともなくなっちゃってる気がするけど、明らかに本来の敷地面積よりこの中庭の方が広いよね」

「やんなあ……」

　なんだかんだで二カ月ぐらいちゃんと見る機会がなかった中庭を見て、そんな感想を口にする宏と春菜。目の前に広がっている中庭は、ちょっとした散策が行える規模の公園ぐらいに広くなっていた。

　もっとも、本来の敷地面積や建坪より広くなっているのは、何も中庭だけの話ではない。アズマ工房ウルス本部の建物全体が、広さという面でおかしくなっている。

　ただ建物に関しては、いまいち分かりづらい程度の範囲ということもあり、今までは錯覚だと思っていたのだ。

「で、春菜さんなんか心当たりある？」

「心当たりっていうか、基本的に考えられることなんて世界樹だけだよね？」

「せやろうなあ。ただ、権能的には春菜さんの方が近いから、なんぞ世界樹以外に心当たりとか気ぃついたこととかないか、思ったんやけど……」

「特に気がついたことはないよ」

「そうか。っちゅうことは、原因になりそうなんは世界樹だけか。僕が神化したんは前回見たときより前やから、多分関係ないはずやし」

「だと思うよ」

　とりあえず意見の一致を見て、世界樹のせいだということにする宏と春菜。

　実際には、この工房は宏だけでなく春菜の聖域でもあるため、敷地面積などに関しては春菜が神化した影響が普通に出ているのだが、自分の聖域だという認識が薄い春菜は気がついていない。

　往生際悪く自分が神化したこともその影響が出ていることも認めなかった宏ではなく、自分で選択して女神になった春菜が自身の影響を認めないあたり、そのことに気がついていないとはいえ、なかなか興味深い状態になっていると言えよう。

「で、まあ、話戻すとして、や。何から手ぇつける？」

「手を出さないほうがいい、って言った端から何言ってるんだって突っ込まれそうだけど、ソルマイセンの収穫から、かなあ？」

「せやなあ……」

　どの作業からスタートするか、という問題に対し、春菜が出した答えはソルマイセンの果実の収穫であった。

　というのも、いつの間にか四本に増えているうえに立派な樹に成長している中庭のソルマイセンは、宏達の目の前で熟しきった実を次々に地面に落としているのだ。

　性質的に扱いが非常に難しい果実だということもあり、工房の職員も誰一人手を出していない。

　そのため、人間達が収穫しない果実が、毎日大量に腐っては土にかえり、中庭の栄養分に化けているのである。

　今更感がすごいとはいえ、正直見てしまった以上、これを放置しておくのはちょっとばかり怖い。

　余談ながら、野生のソルマイセンは地面に落ちると即座に腐るが、この中庭に生えているソルマイセンは地面に落ちてもすぐには腐らない。

　もっとも、採取スキルがなければ、触っただけで腐るのも放っておけばそのうち腐るのも同じなので、結果的には野生のものと同じではある。

「それで、このソルマイセン、私でも採取できると思う？」

「野生のやつやったら間違いなく無理やけど、こいつは多分農業区分やからなあ」

「ってことは、採取できるかもしれない、ってこと？」

「何とも言えんとこやけど、まあ試してみたらええと思うわ。別にあかんかったからっちゅうて、誰も損せえへんし」

「そうだね」

　宏に言われ、手前に生えている一番若いソルマイセンの木に歩み寄る春菜。

　そのまま周囲を確認し、地面の状態や下草などを見て足を踏み入れても大丈夫であることを確認してから、そろそろ落ちそうな熟しきった実に手を伸ばす。

　春菜の手が軽く触れた瞬間、限界だったのか、あっけなく枝から外れるソルマイセンの実。それを反射的に手のひらで受け止めたあと、恐る恐る状態を確認する。

「……腐ってこないね」

「……収穫できた、っちゅうことやな。なんっちゅうか、貢ぎ物感がすごかったけど」

「ああ、うん、そうだね……」

　宏のコメントに、なんとなく遠い目をしながら頷うなずく春菜。

　ソルマイセンの実が落ちたのが春菜が手を触れた瞬間だったこともあり、宏の言葉を否定しきれなかったのだ。

「とりあえず、ソルマイセンは採れるやつは採ってまおうか」

「だね」

　春菜でも収穫が可能だと分かったこともあり、状況や状態の確認はいったん後回しにしてとにかくソルマイセンの実を採ることを優先することにする宏と春菜。

　春菜が収穫できた理由などの細かい検証や考察は今でなくても問題ない。

「……とりあえず、こんなもんか？」

「多分、こんなもんだよね」

　五分後。なぜかソルマイセン自体が協力的なこともあり、宏達は非常に効率よく収穫を終えていた。

「思ったんやけど、ここのソルマイセンは春菜さんのスキルの判定の役に立たんなあ」

「だよねえ。私の農業スキルが育ってるのか、それとも私が神化しちゃったからなのか、全然分かんないよね」

「難儀やなあ……」

「厄介だよね……」

　難しい顔をした宏の感想に、春菜も困った表情で同意する。

　まず間違いなく、この中庭のソルマイセンは宏の神化の影響を大きく受けている。

　そうなると、宏が許可を出した、もしくは身内認定をしている存在なら、それこそレイオットのように確実に採取スキルなど持っていないであろう人物でも収穫が可能かもしれない。

　しかも、そもそもの話、栽培されたソルマイセンの収穫というのは、使うスキルが農業なのか採取なのかも分かっていない。

　つまり、春菜の農業スキルの状態確認の意味を成さないということである。

　宏と違って春菜の場合、神の農園スキルの存在は権能にも神化の条件にも関係なかったために、何らかの手段で現状を確認しないとどうなっているか分からないのだが、その検証方法というのを見つけ出すのが、そもそも難しいのだ。

「なんか栽培して、その結果で調べるしかあらへんのちゃうか？」

「それしかないとは思うけど、何栽培するといいのかなあ……」

「せやなあ……」

　何を植えれば神の農園スキルの有無を確認できるのか、それについて頭を悩ませる宏と春菜。

　神の農園スキルといえども農業は農業なので、収穫まではそれなりに時間が必要になる。そのため、普通より収穫までの時間は短縮されるものの、結果が出るまでに時間がかかってしまうのだ。

　さらに厄介なのが、神キャベツなどのように神と付く作物でも、収穫そのものは農業スキルなしでもできてしまうという点だろう。

　これに関しては、神からの報酬分以外に農業スキルは鍛えていない達也や真琴も収穫作業を手伝える、という非常に大きなメリットがあるのでマイナスとは言えない部分なのだが、検証という観点では全く意味がないということになる。

「宏君は、創造神としての権能でそのあたり何か分かんない？」

「せやなあ。ちょっと手持ち確認してみるわ」

　春菜に問われ、自身の権能を意識しながら手元にある作物を調べてみる宏。

　しばらくリストを確認して、ある作物に目を留める。

　そう、レーフィアの神域でもらった、小豆である。

「なあ、春菜さん。小豆、植えてみいひん？」

「小豆？　確かあれって、土に植えて水あげるだけで育つって言ってたよね？」

「おう」

「それって、神の農園スキルなしでも普通に育ちそうなんだけど、大丈夫なの？」

「僕の勘やと、そもそも神の農園スキルなしでは栽培できん、っちゅうか、スライム大発生で栽培っちゅう感じやなくなるっぽい気ぃすんねんわ」

「あの、私の記憶が正しければ、ちゃんと栽培できても結局スライムは大発生するって説明受けたと思うんだけど……」

　春菜の戸惑い交じりの突っ込みに、宏がにやりと笑う。

　その笑みに、恋愛的な意味と不吉な予感的な意味、両方でドキドキしてしまう春菜。

　思わず頭の片隅で、これも吊つり橋効果なのだろうか、などと微妙にピントがずれたことを考えてしまう。

「ある種の実験やねんけどな、神の農園持っとったら、小豆育てて発生するスライムは非常に大人しくなる予感がするねんわ」

「それを、私に試せ、と？」

「そら、確定させるために僕も試しはするけど、僕だけが実験してどないするんよ」

　宏の切り返しに、不吉な予感が当たったとため息を漏らす春菜。

　そもそも神の農園スキルの影響が出たとして、宏が言ったような状態になるとは限らない。また、宏と春菜の栽培実験で同じ結果が出たとして、春菜が本当に神の農園スキルを習得していると断言できるわけでもない。

　宏と春菜で違う結果が出ればともかく、同じ結果が出た場合は最低でもさらにもう一人に参加してもらって実験をする必要がある。

　そのあたりの手間と、スライム大発生によって起こるであろうドタバタ、その両方に思い至って思わず遠い目になってしまう。

「とりあえず、実験については分かったよ。まずは宏君が育てるの？」

「いや、先に春菜さんにやってもらおうかと思ってんねんわ」

「別にいいけど……どうして私から？」

「攻撃的なスライムが大発生してしもた場合、対処にどないしても手間かかるやん。それ考えたら、相対的にそうなる確率が僕より高い春菜さんが、時間的に余裕ある今のうちにやっといたほうがええか思ってん」

「この小豆って、そんなにすぐに育つの？」

「分からんけど、基本はスライムやからなあ」

「あ～……」

　宏の指摘に、思わず納得する春菜。

　条件さえ整っていれば、スライム系のモンスターは異常に早く増える。

　ただ、小豆だということもあり一応植物の特性も持っているので、宏が考えるほど早く増えるかどうかは分からない。

　が、この世界にはすでにポメという存在がいるので、生態がよく分かっていない小豆で何が起こっても不思議ではないだろう。

「じゃあ、念のために少し中におっとくわ」

「どうして？」

「いや、農業も土木とか大工とかと同じで、人を指揮して作業するといろいろ補正があるっぽいんよ。それが乗っかってまうと分からんようになるからな」

「そっか、了解」

「ほな、十分ほど中におっとくから、なんかあったらすぐ呼びや」

「うん、分かってるよ」

「大丈夫やとは思うけど、気ぃつけてな」

「はーい」

　宏の言葉に頷き、植えるための小豆を取り出す春菜。

　それを見届けて中に入り、いったん自室に戻る宏。

　宏の気配が十分に離れたことを確認してから中庭の片隅に移動して、春菜は割と無造作に小豆を植えた。

「水は……、面倒だから魔法で出すかな」

　水をやろうとじょうろを取り出しかけ、水汲くみに行かねばならないことに思い至って横着をする。

　生活魔法のアクアクリエイトで水を作り出し、そのままかかりすぎないようにだけ注意して、大雑把にドバッとまく。

　かなり横着で雑なことをした割に、やたら正確に適量をまかれた水は、すぐに中庭の土に染みこんで……、

「わわっ!?」

　ものすごい勢いで双葉が出て茎になり、幹となって枝が生えて伸びていく。

　そのまま春菜の背より高くなり、四方八方に伸ばした枝から豆が入った莢さやが大量に生え、それがはじけてぼとぼととスライムが落ちてくる。

「……モンスターだから元の世界のとは違うのは当然だけど、小豆ってこんなのだっけ……？」

　あっという間に立派な樹きとなってぼとぼとスライムを落とす小豆を見上げ、呆ぼう然ぜんと呟く春菜。

　その足元にスライムが這はい寄ってきて、何かを訴えるように妙に可愛かわいらしくポヨポヨ飛び跳ねる。

　そう、可愛らしく、である。

「……なにこれ、可愛い……」

　ポヨポヨ跳ね回るスライムを見て、思わずそう呟く春菜。

　見た目だけを言うなら、このスライムは本来、可愛いなどとは決して言ってもらえない存在であろう。

　何しろ、某国民的ＲＰＧのもののように愛あい嬌きょうがある顔など存在していない、どころか這い寄ってくるときは完全に中に小豆の粒が沈んでいるちょっと粘度高めで半透明の薄いお汁粉という風情で、人によっては不気味と感じても仕方がないビジュアルである。

　飛び跳ねているときだって、スライムの核としての機能も持つ小豆が十数個見える以外は、若干濁った透明な粘液にしか見えない。

　正直、不気味とまでは言わないが、口で説明しても恐らく可愛いなどとは思ってもらえないビジュアルである。

　なのに、どことなく可愛いのだ。

「どうしようかな、これ……」

　いざというときのためにちゃんと最低限の警戒を維持しながら、屈かがみこんでスライムを一匹、手のひらに乗せてみる春菜。

　春菜の手のひらに乗せられたスライムは、特に攻撃的な反応も敵対的な反応も見せず、大人しく体を球状に固定している。

「……うん。宏君を呼んで、意見を聞こう」

　一人で考えていてもらちが明かない。そう考えて冒険者カードの通信機能で宏を呼ぼうとしたところで、こちらの世界樹に巣くっているラーちゃんズのうち一匹が、もそもそと降りてきてスライムと見つめ合う。

　その何とも言えない絵面に、どうしたものかと推移を見守る春菜。

　妙な緊張感をはらんだそのお見合いは十分ほど続き、ラーちゃんが「ぴぎゅっ」と鳴き声を上げてもそもそと戻っていく。

「……結局、今の何だったんだろう……」

「……なんぞ、けったいなことになっとんなあ……」

「あっ、宏君。今呼ぼうと思ってたんだけど……」

「時間になっても連絡ないから特に問題ないんか思って様子見に来たら、なんぞ異様な緊張感で芋虫とスライムがお見合いしとるし……」

「……これ、どう思う？」

「どうもなんも、多分春菜さんに神の農園スキルが生えとんで」

「ラーちゃんの反応からもしかしてとは思ったんだけど、やっぱりそうなんだ……」

　妙に可愛らしいスライム、ラーちゃんがお見合いの後スルーした、などの兆候に加えて宏の断言で止とどめを刺され、いろいろ諦めがついてしまう春菜。

　とりあえず一つ言えることは、恐らく先ほどの春菜のドキドキのうち、嫌な予感はこのスライム達のことで間違いなさそうだ、ということである。

「で、最大の問題は、このスライムどうしようか、なんだよね……」

「多分コア抉えぐり出しても文句は言わんやろうけど、ものすごいやりにくい感じやなあ」

「そうなんだよね……」

　春菜だけでなく宏にまで愛嬌を振りまきに来たスライムを見て、どうしたものかと思案する春菜と宏。

　ペット扱いするには大いに難があり、かといって単に食材として見るには人懐っこく愛嬌がありすぎるスライム。
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　見た目はものすごく無機質なのにこの可愛らしさはいったいどこから来るのか、大いに謎である。

　正直、小豆に可愛げだの人懐っこさだのスライム的な性質だのは求めていない。

「あれ？　親方にハルナさん？　何やってるんですか？」

　そこに、籠かごを背負ったジノがのこのこと顔を出す。軍手に鎌や鋏も常備しているところを見ると、庭に生えている薬草類を採りに来たのだろう。

「見てのとおり、っちゅうても分からんか。ちょっと実験しとってなあ」

「実験、ですか？」

「せや。春菜さんが女神に神化してしもたから、今まで頑張っとったことが今どんな状態になってんのか、いろいろ実験して確認しとってん」

「えっと、その成果がそこのなんかスライムがぼとぼと落ちてきてる木ですか？」

「せやねん」

　ジノの質問に答えつつ、軽く確認するために足元のスライムを一匹拾い上げる。

　その間にもぼとぼと落ちていたスライム達は、何匹かがひと塊に重なったところでコアだけ残して消滅しているのだが、落ちる数が多いうえに懐きに来ているスライムの方が目立つため、まだ宏も春菜も気がついていない。

「ああ、そうや。ちょうどええからジノにも実験に付き合うてもらうか」

「……俺も？」

「春菜さんだけやとちょっといろいろ確定させきれんことがあるから、追実験したかったんよ」

　そう言いながら、ジノのためにあれこれ防具らしきものを用意する宏。

　実験という単語と、宏が防具を用意しているという事実に、非常に不吉なものを感じるジノ。

　救いを求めるように春菜に視線を向けると、春菜が小さく頷く。

「ねえ、宏君。ジノ君にやらせるのって、ちょっと危なすぎないかな？」

「っちゅうたかて、ファムらにやらせるわけにもいかんやろう。兄貴か真琴さんに頼むっちゅうんもありやけど、どっちもいっぺん生き返っとるから、条件的に胡散臭くなりそうやし」

「むう……」

「それやったら、安全だけ確保してジノら新人にやらせたほうが、データ的にはまともなんが取れるはずやで」

「……本当に、安全確保はできるの？」

「ぶっちゃけ、スライムに食われんようにするだけやったら大した準備はいらんで。こいつらがどんだけヤバかろうと、霊布の服の上にアミュオン鋼とガルドリウムの金属繊維編み込んだ防護服着とけば、まず溶かされたりはせんはずやし」

「……むしろ、それで駄目だったらほぼ手の打ちようないよね」

　どこまでも本気の宏に、いろいろ諦めてしまう春菜。

　正直、春菜にはこの状態の宏を説得できるような手札がない。

　本音を言うならば、春菜としてはこういう危なっかしいことを他人にやらせるのは気が進まないが、押し付ける相手という観点で見れば、相対的にジノが一番マシなのも事実だ。

「ごめん、ジノ君。ちょっと私には止められる言葉がないよ」

「そんな……」

　申しわけなさそうに言う春菜に対して、絶望的な表情を浮かべるジノ。

　話を聞いている限りでは、オーバースペックもいいところというレベルの安全策を取ってくれるようではあるが、だからといって安心できるかというとそれはまた別問題だ。

「とりあえず臨時ボーナスは出すし、他の連中には僕の実験、それも割と危ないやつ手伝わしとることは説明してサボリ扱いはさせへんようにするから」

「あとでいろいろと埋め合わせはするから、申しわけないけどここは引き受けてくれないかな？」

「……分かりましたよ」

　宏と春菜にそこまで言われて、諦めの言葉とともに引き受けるジノ。

　アズマ工房に限らず、雇い主にここまで頼まれて、ノーと言える人間はまずいない。

「自分、農業の経験は？」

「旧スラム地区の実験農場で、米の刈り入れを手伝った程度ですね」

「そうか、ほなちょうどええ感じやな。それ着こんだら、どっか入口から離れたところに、この豆植えてほしいんよ」

「分かりました。植えた後はどうすればいいんですか？」

「適量、水やっといてほしいねん」

「水やりだけでいいんですか？」

「水だけやっとけば育つらしいわ。春菜さんがさっき試した結果があれやから、あんまり農業の経験ない人間やとどないか、っちゅうデータがいるな、っちゅう話になっとってな」

「なるほど」

「僕らがおったら変な影響出おるかもしれんから、終わるまでは中に引っ込んどくわ。なんかあったらこいつで呼んで」

「分かりました」

　渡されたあれこれを受け取りながら宏の言葉に頷くと、着替えのために一度自室に戻るジノ。

　それを見届けて、とりあえず食堂に移動する宏と春菜。

　食堂に着いたところで、おもむろに宏が神の城との通信パネルを呼び出す。

『ローリエ、今ええか？』

『私はいつでも問題ありません、マスター。ご用件は何でしょう？』

『ウルスの工房の中庭、僕らの影響を出さんように監視することできるか？』

『はい、問題ありません』

　宏の注文を聞き、神の城の機能を駆使してあっさり実行するローリエ。

　ローリエが展開した中庭の様子を監視するパネル。そこに、ようやく着替え終わったらしいジノが現れる。

　かなり物々しい感じの防護服を着こみ、おっかなびっくり中庭を歩くジノ。平和で清すが々すがしい雰囲気に満たされた現在の中庭には、ミスマッチなことこの上ない。

　普通に見る分には、大規模なセット、もしくは風ふう光こう明めい媚びな名所を使ったコントのような映像だが、それを見ている宏も春菜も実に真剣な表情である。

　そのジノが、各種栽培実験などができるようにと空けられているスペース、それも春菜が植えた小豆の数メートルとなりを掘り返し、小豆を植えて水をやる。

　先ほどの春菜の時と同じようにすぐさま双葉が生え、そのまま幹に、とはならなかった。

　ものすごい早さで双葉が生えて茎になったところまでは同じだが、そこから枝を伸ばして葉をつける段階で異変が起きて、スライムが大増殖したのだ。

『うわあああああああああああああああああああああああああ!!』

　大増殖したスライムに、悲鳴を上げながら飲み込まれていくジノ。そのジノを飲み込んだスライムを、ラーちゃんズ工房常駐組と春菜の植えた小豆のスライムが取り囲み、被害者を救助するために襲い掛かる。

「……しもた。展開が急すぎて動けんかった」

「……私も」

　あっという間にラーちゃんズと春菜のスライムに救助され、這ほう這ほうの体で安全圏まで脱出したジノを見て、自分達のミスを口にする宏と春菜。

「とりあえず、まず間違いなく私は神の農園スキルを持ってる、でいいかな？」

「ええと思うで」

　一応確認しておきたいことの確信は得られた、という意見の一致を見て、さっさとジノを回収しに行く宏と春菜。

　二人が中庭に到着した頃には、ジノが植えた小豆はすっかり枯れ果てていた。

「すまんな、ジノ」

「予想はしてたんだけど、ここまでとは思ってなかったんだ。ごめんね」

　宏と春菜の謝罪に、疲れ切った顔で頷くことしかできないジノ。

　結局、ジノも交えて観察し、一定量のスライムが引っ付いて塊になるとコアだけ残して消滅することを確認。

　それをもとに楽して小豆だけを回収できるようにすることで、スライムがあふれないように対策する宏達であった。
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　同時刻、湖底ピラミッドのザナフェルの間。

「……また、派手に煽あおってくれたものですね……」

「あやつらに関しては、放っておいても大差はなかろう」

「それは否定しませんが、春菜殿の体質をもう少し考慮してほしかったところです……」

「考慮しろというがの、お主ですらどう転ぶか分からぬようなものを、因果律に対する権能を持たぬ儂わしがどう考慮すればいいんじゃ？」

　ザナフェルの状態を少しでも安定させようと、調整を行っているアルフェミナとダルジャン。

　その二柱の間で、宏達についてちょっとした口論が起こっていた。

「そもそもの話、自然発生した神しかおらず、管理者として派遣された創造神も任期が終わって去っておるこの世界において、儂らだけではこれほどまでに効率よくあの邪神を弱体化するようなことは不可能じゃろう？」

「分かっています。ですが、対応ができるのがわたくしだけという現状で、管理が必要な枝をむやみに増やすようなたきつけ方は控えてください。冗談抜きでパンクします」

「ふむ」

　アルフェミナの言葉に、少し考え込むダルジャン。

　アルフェミナの言う枝というのは、いわゆる時間軸の分岐のこと。

　他の人物ならともかく、神になった宏達が関われば、彼らが選ばなかったほうの歴史の流れは消えるのかと思っていたが、どうやらそうでもないようだ。

　生き物から神化した神が関わった今までのケースだと、大抵はその神が選ばなかった歴史の流れは消えていたので、宏と春菜はかなり特殊な存在になっているらしい。

「……さすがにそこまでとは思っておらなんだ、すまんかったな。じゃが、知っておって注意して話を進めたとして、それで何か変わったとは思えんのじゃが……」

「……まあ、そうなのですが」

　ダルジャンの責任逃れとはいいがたい反論に、深々とため息を漏らすアルフェミナ。

　現在もリアルタイムでいろいろとややこしいことになっているのだが、もはやどうにもならない。

「とりあえず、じゃ。儂らにできることといえば、可能な限り早く邪神に殴り込みをかける準備を済ませたうえで、あやつらが自身の権能の制御に力を入れられる環境を整えることぐらいじゃな」

「そうですね……」

「少々煽り方を失敗したと自覚せんでもないし、あやつらの仕事が少しでもスムーズに進むようにルールに引っかからぬ範囲で手助けはするかの」

「お願いします。正直、わたくしはこれ以上余計な干渉を行えるような余裕はありませんので」

「うむ。とはいえ、あまり期待はせんでもらいたい。所しょ詮せん、啓示程度しかできんからの。できることなど知れておる」

「分かっています」

　ダルジャンの言葉に、疲れた表情を隠そうともせずにそう告げるアルフェミナ。

『ダルジャンよ。お前の意図は分からなくもないが、少々自重すべきだったようだな』

「うむ。儂としたことが、程度を見誤ったわ」

『我はこの状態だからな。今回の件には一切手出しできん。故に、お主らに全てを任せて見守ることしかできんが、知の神を名乗る以上は慎重に、かつ直接介入するより効果的な手を打ってみせることだな』

「言われずとも分かっておるわ」

　これまで黙ってアルフェミナからの調整を受けていたザナフェルに煽られ、憮ぶ然ぜんとした表情でそう返すダルジャン。

　珍しく、どうにもいろいろ分が悪いダルジャンであった。
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「なるほど、なあ。それでか」

「何か、心当たりが？」

「ああ。つっても、うちは軍用食に関しては、元からそんなに深く関わってなかったからな。あくまで同業者に頼まれて手助けした、って程度の話なんだがな」

　昼過ぎ。ようやくメリザの体が空き、話をする時間が取れた達たつ也やは、メリザ商会の応接室で軽食をつまみながら、これまでのことについて情報交換を行っていた。

　因ちなみに、真ま琴ことと澪みおは神の城でカニをむさぼっているらしい。

「……という感じなんですが、メリザさんの方は何があったんですか？」

「先月いきなりキャンセル食らって、売るに売れなくなった軍用食がだぶついたらしいんだよ。とりあえず、うちの方である程度買い取って、赤字にならない程度に値引きして馴な染じみの冒険者達に売りさばいたってわけなんだが……」

「それだと、急場はしのげても、今後は結構きついですよね？」

「ああ。なんで、とりあえず干し肉や乾パンについて、軍や冒険者以外に買ってもらう方法を考えようかと思っていたところだ」

「なるほど。もう手は打っていましたか」

「このぐらいは、手を打ったうちには入らねえ。そもそも、別の使い道を考えるっつってもまだ何か思いついたわけじゃねえ。それに、仮に上う手まくいったところでその場しのぎの範はん疇ちゅうを出ないのは変わらねえし、それで何とかできるんだったら西地区はあんなことになってねえよ」

　メリザの西地区という言葉に反応し、その興味を隠そうともせず視線に表す達也。

　その視線を受けて小さく頷うなずき、自身の伝つ手てで確認できた話を口にするメリザ。

「なんだかんだ言って向こうの連中もそれなりに経験豊富だから、表立って混乱するほどじゃねえがな。あっちは元々、そこそこの品質を安く大量にって種類の大口が主体なんだが、それだけに在庫のだぶつき方が洒落しゃれになってないみたいでな」

「……そりゃまた……」

「まあ、そういうわけだから、そっちに救いの手を差し伸べるためにも、とりあえず急場をしのぐ必要があるわけなんだが、これがなかなか難しくてなあ」

「でしょうねえ……」

　予想以上に厄介なことになっている西地区の現状に、早めにメリザと話をしてよかったと心底ほっとする達也。

　このまま手をこまねいていれば、間違いなく自分達に恨みが向く。

「とりあえず、王宮の方ではレイオット殿下が主導する形で調査が始まってますから、近いうちに騒動は収束するとは思います」

「話を聞いている限り、今回の件はインスタントラーメン工場関連での問題が絡んでそうだし、そうなりそうだな。ありがたいことだ」

「ですが、まだ調査の段階ですので、すぐにというわけにもいきません。最終的には国がだぶついているのと同じぐらいの量を購入することになるでしょうけど、それがいつになるかと言われると……」

「だろうなあ。どっちにしても、急場をしのぐ対策は必要になるわけだ」

　希望は見えつつも、すぐに状況が好転するわけでもなく、どうしたものかと考え込むメリザ。

　今回の件の最大の問題は、前々から発注があった大量の物資を唐突に購入拒否され、その状態で決済日をまたいでしまっていることにある。
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　有り体に言うなら、西地区で軍用食を扱っていた商人や職人は、目先の現金が足りなくなっているのだ。近いうちにほぼ全量買ってもらえるといっても、そこまで耐えられるほどの体力は残っていないのである。

「あと、今回はそれでしのげても、いずれまた似たようなことは起こると思うんですよね」

「……その理由は？」

「簡単な話です。ヒロがこの国に、工場制機械工業とライン生産という、大量に物資を生産するのに極めて効果的な手段を持ち込んでしまったからです」

「確かにすさまじい生産能力なんだが、それはあいつが作った工場だからだろう？　他の連中が真似できるとも思えないんだが、そこまで極端な影響が出るのか？」

「はい」

　達也の断言に、あごに手を当てて考え込むメリザ。

　いろいろ考えてみたものの、そもそも基礎知識が足りなすぎて達也の言いたいことがほとんど理解できない。

　ここは素直に、分からないことを確認したほうがいいだろう。そう判断して、恐らく基本もいいところであろう質問を口にする。

「そもそも、工場ってのは工房の規模がデカくなったもの、ってのとは違うのか？」

「基本的には、というより初期の工場はそんな感じでした。俺達の国では、学問的にはその頃のシステムを工場制手工業と呼んでいます。といっても、俺も専門ではないですし、大昔に学校で習った程度の知識しかないので、正確かどうかってのは分かりませんが」

「専門外の人間でも、すさまじい影響が出ることだけは断言できるほどなのか？」

「はい。俺達の国で歴史的にどうなったかってことと、義務教育で教わる範囲の説明しかできませんが、それでも断言できます。インスタントラーメン工場そのものの真似はできなくても、やってることの真似ができれば、それだけで一気に社会が変わります」

　真剣な表情で断言する達也に、思わず冷や汗がにじむメリザ。

　すごいとは思っていたが、あまりに隔絶しすぎていて、現状では真似ができる要素があるなどとは思ってもみなかったのだ。

「そこまで言うってことは、インスタントラーメン工場に関しては、単なる工房のデカいものって観点では収まらないってことか？」

「はい。俺達の国では工場制機械工業と呼んでいますが、たとえば麺類なら今まで手作業かせいぜい手回しの製麺機ぐらいの機械しか使わなかった生産作業を、ほぼ全て機械で工程ごとにやっています」

「機械を使うと作業が楽になるとは聞いているが、全部の工程を機械でやるとそんなに違うか？」

「そうですね。ヒロが作るみたいな突出した品質のものはできませんが、逆に市販できるぎりぎり、なんて低い品質のものもできませんし、何より作業効率が段違いです。手作業で物を作るやり方で機械生産に生産量で勝てるのは、それこそヒロぐらいでしょう」

　義務教育を修了している日本人なら、工場制機械工業という言葉が出てくるかどうかぐらいで、恐らく誰でも説明できるであろう内容を説明する達也。その説明に思考を整理するメリザ。

　製麺機のような割と単純な機械でも、あるとないとでは大違いだと聞いている。

　その時聞いていたのは作業が楽になったという点だけだったが、考えてみれば作業が楽になれば効率が上がるのは当然だし、製麺機の仕組みなら誰がやっても同じものができるのだから、当然品質はある程度揃そろう。

　それを全ての工程でやれば、手作業では話にならないほど生産量が上がるのも当たり前の話だ。

「ライン生産ってのはどんなものだ？」

「現在ファーレーンで主流なのは一人の人間が最初から最後まで一つ一つ完成させていくやり方か、分業でやるにしてもせいぜい部品単位で完成させるところまでだと思いますが、ライン生産はさっきの分業をとことんまで細分化させて一人につき一つの工程だけ作業させて、それをリレー方式で完成まで続けます」

　達也の説明に、それでなんで大量生産ができるのか分からず、頭の中でいろいろ想定してみるメリザ。

　結局よく分からずギブアップする。

「なんで、そのやり方だと大量生産できるのかがピンとこないんだが……」

「俺も専門外なのでちょっと上手く言えないんですが、二つ目以降は後ろの工程が進んでても最初の工程が止まらない、っていうのが大きいそうです」

「……やっぱり意味が分からないんだが……」

　メリザの言葉に、どう説明したものかと必死になって頭を回転させる達也。何度も本人が口にしているように、学校で習うので概念ぐらいは知っているが、どうしても専門ではないのでちゃんと説明できない。

　なので、実際に工場見学で目にした挙動をそのまま説明しつつ、自分の中で整理することにする。

「えっとですね。料理だと例えづらいので、とりあえず台車で説明させてもらいます」

「ああ」

「普通のやり方だと、台車一台を一人で完成させるまで作業するか、車軸や車輪のような部品は分業で作っても、台車を組み立てるのは一人でやりますよね？　これがライン生産だと、一人は台車の軸受けを取り付ける、一人は車輪を取り付ける、というやり方をしつつ、作業タイミングを連動させます」

「言いたいことは、分かるような分からないようなって感じなんだが……」

「もう少し細かく説明しますと、作業員が横一列に並んで、最初の一人が台車の本体に軸受けを取り付けてすぐに隣に渡します。渡された隣の人間はすぐに車軸を取り付けて、さらに隣の人間に渡します。最初の人間は二人目が車軸をつけている間にまた軸受けを付ける、というやり方で、どんどんと作業を進めていくわけです。こうすることで、一台目が完成する頃には二台目が完成直前になります」

　生産の流れを細かく説明されて、ようやくライン生産というものを正確に理解でき、思わず顔色を変えるメリザ。

　達也も挙動を細かく説明しながら、ライン生産のインパクトの大きさを改めて理解する。

　やっていることは単純で、言ってしまえば単なる発想の転換でしかないが、実際に行った場合のインパクトは大違いだ。

「……概念はどうにか理解できた。社会が大きく変わるってのも納得はできる。だが、今と差が大きすぎて想像しきれねえ。っつうか、工場制機械工業に関しては、すでに機械を使い始めてる工房も多いから時間の問題だろうが、ライン生産は情報らしい情報は出てねえぞ？」

「レイオット殿下がその威力を実感した以上、国策が絡むところではどんどんライン生産が導入されていくと思います。そこから広がり始めれば、それこそ時間の問題でしょう」

「……やっぱり、いずれ生産手段はそっちが主流になるか？」

「はい。俺達の国の歴史を振り返れば、間違いなく」

　達也の力強い断言に、小さくうなるメリザ。

　生産の方法が変わるということは、商売の仕方もそれ相応に変えていかねばならない、ということだ。

「因みに、工場でのライン生産が主流になった後、オレ達みたいな古くからのやり方しかできない連中はどうなった？」

「生産者に関しては一時的には淘とう汰たが進みますが、最終的には小回りがきかない工場生産の商品の隙間を埋める形で生き延びるところが出てきます」

「隙間を埋める、なあ……」

「たとえばインスタントラーメンで話をするなら、醤しょう油ゆラーメンや味み噌そラーメン、元祖鶏ガラみたいに、大量に必要で誰が食べてもそれなりに美う味まい定番商品は工場で作るものの天下になります」

「だろうな」

「その代わり、そういう工場は少しだけ作る、というのに向いていませんから、この東地区でしかウケないような、このあたりの伝統料理をベースにしたインスタントラーメンなんかは、それを開発した人間が独占することになります」

「……なるほど、そういうことか。つまり、オレらみたいな商人や職人だと、大規模な商いは基本的にできなくなる、と思っておけばいいわけだな？」

「そうなります。まあ、商人に関しては、結局商品を仕入れて欲しがっている人間に売るっていうのは変わらないので、そこまで大きな違いは出てこないと思います」

　達也の説明に、大いに納得するメリザ。

「あと、ランクの高いポーションや魔鉄クラスの素材を使ったもののように、大量の魔力と繊細な作業が必要なものにも恐らくライン生産は向かないと思いますので、そういうものを作っている職人は当然のごとく生き延びるでしょうね」

「さすがに、そっちは無理か」

「無理でしょうね。ヒロですら、フォーレではそこまでのことはできてませんでしたし」

　達也の追加情報に、いろいろ思いついたようで何度か頷くメリザ。

「とりあえず、どっちにしてもすぐにどうこうって話にはならなそうだな」

「そうですね。対策は考える必要はあるでしょうし、今のうちから手を打つべきではありますが」

「理想を言うなら、今問題になってるだぶついた軍用食の処理が、ライン生産が主流になったときのための対策にもなればいいんだがなあ……」

「さすがに、そう簡単にはいかないでしょうねえ……」

　どうにも難儀な状況に、二人揃ってため息をつく。

　産業構造の転換期にはありがちな話なのだろうが、そこにレイオットをはじめとした国の上層部の思惑やらまだ明らかになっていない何者かの動きやらが関わっているだけに、一筋縄ではいかない面倒くささがある。

「とりあえず、ヒロシにも協力を頼んでもいいか？」

「今はあえて手を空けさせてますので、大丈夫だと思います。うちの責任って部分もありますし」

「そうか。だったら、素直に知恵を借りよう。今から行っても大丈夫か？」

「ええ。一応、現物は持っていってくださいね。さすがにヒロでも、現物を見ないでアイデアを出せって言われても難しいでしょうし」

「分かってるさ」

　自分達だけで考えても時間の無駄と認識し、素直に宏ひろしに丸投げすることで手を打つメリザと達也。

　恐らく似たような問題があるだろう他の地区の軍用食も用意し、アズマ工房ウルス本部へ向かうのであった。




　　　　☆




「やってみるまで確証が持てなかったとはいえ、際限なくスライムが湧いたときにはどうしようかと思ったよ」

　メリザと達也が工房へと移動を開始した頃。

　アズマ工房ウルス本部の食堂では、昼食を終えた宏達が、ジノという尊い犠牲を払って得た大量の小豆を使った大福を食べながら、どことなくアンニュイな時間を過ごしていた。

「そもそも、あんなものを中庭に植えるのはやめてほしかったのです」

「すまんすまん。僕らもあそこまでとは思わんかってなあ。さすがに迂う闊かつやったわ」

「ごめんね。一応レーフィア様の守護者から貰もらったものだし、神の食材の一つだから、ちょっと油断してたところがあったよ」

　ノーラの至極当然な抗議に、軽い態度ながら素直に非を認める宏と春はる菜な。スライムの大発生自体は予想していたものの、その規模と危険度合いに関しては、認識が甘かったのは事実である。

「それにしても、中庭もいろいろ充実してきたよね。正直、そろそろアタシは中庭に何が生えてるかとか、把握できなくなってきてるし」

「というか、そろそろ庭というより、林になりつつあるわね」

「ライム、いっぱい頑張ったの！」

「ライムが頑張ったのは認めますが、もうちょっと加減が必要だったのです。ノーラは今でもそう思っているのです」

「発端はライムの植えたソルマイセンだろうけど、すごくなったのは親方達が世界樹を植樹してからだから、全部ライムが原因ってわけじゃないわよ、ノーラ」

　大福を美お味いしそうに食べながら、中庭の現状について話すファム達職員組。

　神の城の採取エリアには遠く及ばないものの、ウルスの工房の中庭もなかなかの充実ぶりだ。

　さすがに毎日作るポーションや調味料の材料を賄えはしないが、少し足りないときや採取結果が思わしくなかったときにその穴を埋めることぐらいはできる。

　時折ファム達だと手が出せないような高レベルの素材や、宏でなければ正体が分からないような珍しい素材などがひょこっと生えてくることもあり、『困ったときはとりあえず中庭を確認』が最近の合言葉になっている。

　さすがにここまでとなると、ノーラがやりすぎではないかと言いたくなるのも仕方がない。

「そうそう、さっき小豆の後始末してるときに気になったんだけど、今まで見たことない果物っぽいものを見つけたんだよね」

「どんなもんや？」

「えっとね、ビワみたいな感じの実なんだけど、生え方はイチゴに近かったんだよね。それでちょっと気になってて」

「採取はしたん？」

「うん。ちょっと待ってね、今出すから」

　そう言って、ポシェットから三つほどビワを薄桃色にしたような果実を取り出す春菜。

　それを見たファムが、意外そうな表情を浮かべる。

「あれ？　ハルナさん、チェルシャックを知らないの？」

「これ、チェルシャックっていうの？」

「うん。母さんの好きな果物で、十二月に入ってから年が変わるころにかけて、次々と熟すんだ」

「へえ。っていうことは、今が旬？」

「うん。スラムにはいっぱい生えてたんだけど、貴重な食料だから暗黙の了解で一日一人二個までしか採っちゃいけなかったんだよね」

　懐かしそうに言うファムに、ライムもニコニコと頷く。

「スラム地区に生えてたの？」

「うん。それ以外のところではあんまり見ないけど、スラムにはいっぱい生えてたよ」

「その割には、私今まで見たこともなかったんだけど……」

　うーん、という顔をしながら、腑ふに落ちないと全身で訴える春菜。

　その春菜に、宏がある推測を告げる。

「スラム地区の土壌改良、こいつが実をつける前にやったから春菜さんが見たことなかったんちゃうか？」

「あ～、そうかも」

「そもそも、あの時は土がやられとったから、当然自生しとった植物とか住人が種貰って育てとった作物とか、全部アウトやったからな。チェルシャックも当然、全部駆除されとるやろうな」

　宏の推測に、言われてみればと納得する春菜。だが、すぐに違和感に気がつく。

「でも、市場とかでも見なかったよ？」

「言われてみれば、そうやな。っちゅうても、流通に乗らん作物は珍しくもないけどなあ」

「そうだけど、なんでだろうね？」

「さすがに、そこまでは分からんなあ」

　春菜の疑問に、宏も一緒になって首をかしげる。

　実のところ、このチェルシャックという果物、ウルスではものも買えないような貧乏人が食べるものというイメージが強く、あまり好まれない。

　また、今でこそウルスの街にはほとんど生えていないが、数十年前までは普通にどこにでも自生していた植物だったため、わざわざ手間をかけて育てている人間がいない、というのも流通に乗らない理由である。

　ウルスで生まれ育ったファムとライムは、当然そのあたりのことは知っているが、あまり積極的に話したいことでもないので、宏と春菜の疑問に反応しなかったのだ。

　因みに、テレスとノーラはチェルシャックの存在は知っていたし食べたこともあるが、このあたりの事情は知らない。

　ただ、食べたことがあるだけに、そのままでは売り物にならないだろうというのは、なんとなく察している。

「まあ、いいか。折角とってきたから、あとで食べよう」

「あとで？　すぐに食べないなんてハルナさんらしくないのです」

「さすがに、大福の味が口の中に残ってるからね。今食べちゃうと多分ちゃんと味が分かんないし、場合によってはものすごく酸っぱく感じたりしちゃうし」

「そういえば、そうなのです」

　春菜の言う理由に、質問したノーラがあっさり納得する。

　この手の味見は基本的に普通の料理や食材は味の薄いものから、果物や甘いものを食べるときは甘くないものから順番に、が鉄則である。

「まあでも、そんなに期待しないほうがいいよ」

「そうなの？」

「うん。すごく美味しい果物ってわけじゃないし」

「ライム、チェルシャックは大好きだけど、イチゴとかのほうがおいしいって思ってるの」

　ファムとライムの言葉に、そういうものかと納得する春菜。

　品種改良も何もされていない、野生のほぼ原種と言っていい果物だ。適当に植えてちゃんと世話もせずに収穫した野菜や果物が美味しくないのと同じで、道端に生えているものしか存在しない果物がさして美味しくないのは当然と言えよう。

「で、そのチェルシャックっちゅう果物、どんぐらい生えとった？」

「十株ぐらいかな？　同じ場所に固まって、結構生えてたよ」

「ほほう。植えたんはライムか？」

「ライム、おねーちゃんと一緒に植えたの。でも、ほかの薬草とかとおんなじで、あまった肥料とか水とかあげたぐらいで、とくべつにお世話したりはしてないの」

「そうか。種はどっかで拾ったん？」

「採取行ったときにたまたま見つけて、土ごと株を採取して植えたんだ。駄目だった？」

「いんや。毒草とかモンスター植物とかそういう危ないもん勝手に植えへん限りは、別になんでも好きに植えてええで」

　中庭の扱いを実質的に丸投げした宏の発言に、ファムとライムが嬉うれしそうに笑う。

　その宏の言葉、それもモンスター植物という単語に、思わずどの口で言うのかという視線を向けるテレスとノーラ。

　何しろ、先ほど堂々とモンスター植物を植えただけでなく、実験と称してジノまで巻き込んでいるのだ。

　危険なのでファムとライムが無断でそういうものを植えてはいけない、という言葉には賛成だが、テレスとノーラがお前が言うなと思ってしまうのは当然であろう。

「ほんならまあ、チェルシャックの試食はおやつの時間にするとして、このあと何するかやな」

「私は、できたら明日屋台を出したいから、その仕込みをやろうかな」

「そうか。僕も手伝うか？」

「手伝ってくれると助かるけど、ファムちゃん達の指導とかあるんだったら、そっちを優先してあげて」

「せやな。そうするか」

　春菜の口添えにより、とりあえずファム達を指導することにする宏。

　それを聞いて、やたら嬉しそうな表情を浮かべるファム達職員組。

　最近は新しいチャレンジが多く、その分勝手の違いで苦労が絶えないのだ。

　行き詰まっているというほどではないが、なんだかんだでいろいろと手こずっているので、一度宏か澪に腰を据えて指導してもらいたかったのである。

「ほなまあ、今から状況確認させてもらうわ。なんぞ上手くいかんところとか分からんところとかあったら……」

「ヒロ、今時間いいか？」

　それならば善は急げ、とばかりに早速ファム達に確認しようとしたところで、外から帰ってきた達也が宏に声をかけた。

「まだ何も始めてへんから問題ないけど、どないしたん？」

「例の件でメリザさんに頼まれたことがあってな。今、メリザさんが応接室で待ってる」

「そうか。っちゅう話なんやけど、ええか？」

「アタシ達のことは、後回しにしてくれていいよ」

「メリザさんの頼みなら、ノーラ達の指導よりはるかに優先順位が高いのです」

　テンションが上がったところで思いっきり水を差された形になったファム達が、宏に問われて特に不満を見せるでもなく順番を譲る。

　全く知らない他人ならともかく、割り込んだのは他ならぬメリザだ。彼が困っているのなら、いつでも問題ない自分達の指導など、後回しになっても構わない。

　それくらい、ファム達も日頃から世話になっているのである。

「っちゅうか、例の件やったら、僕だけやなくて春菜さんとかファムらも関わったほうがええんちゃうか？」

「……そうだな。全員、手を貸してもらっていいか？」

「「「「もちろん！」」」」

「私で役に立つなら、喜んで手伝わせてもらうよ」

　宏の意見を受けての達也の問いに、声を揃えて手伝いを申し出る工房組。

　春菜も、協力することに対して特に文句はないようだ。

「じゃあ、応接室に……」

「いや、こっちの方が広くてテーブルも大きいし、都合ええやろ」

「そうだな。じゃあ、ちょっとメリザさんを呼んでくるわ」

　そう言って、応接室に通したメリザを呼びに行く達也。

　達也に案内されてメリザが食堂に顔を出すまで、それから一分とかからなかった。

「久しぶりだな。いろいろ手伝ってもらって、悪い」

「いやいや。メリザさんにゃ、みんなしてお世話になっとるからなぁ。しかも、この件は僕らにも責任の一端はあるわけやし、協力するんが当然ですわ」

「そう言ってもらえると、助かる」

　宏の言葉にそう言いながら、カバンからファーレーン軍の紋章が入った四種類の包みを取り出すメリザ。

　日頃一般人には見る機会がないそれを、ファム達が珍しそうに観察する。

「親方、メリザさん。これは？」

「国に納品してる軍用食やと思う。僕も、現物見るんは初めてやけどな」

「察しがいいな。まあオマエ達は、こんなもんに頼らずに現地で調理してるって話だがな」

　軍用食と聞き、首をかしげながら何か言いたそうな視線を向けるファム。

　その様子に気がついたメリザが、事情の説明を開始する。

「先月くらいだが、唐突に国が軍用食の注文をキャンセルしてきてな。東地区の分はどうにかなったが、他の地区のは豪快にだぶついてるんだ」

「そんな急に購入絞って問題出えへんわけがないから、いずれは同じぐらいの量は買うやろうけど、それまでにこのだぶついた軍用食を、何とか売りさばかなあかんっちゅう話か……」

「……そんなことになってるの!?」

「僕も軍用食がだぶついているっちゅう話は初めて聞いたけど、実はインスタントラーメン工場関連できな臭いことが起こっててな。今レイっちに調べてもらってる最中やけど、どうも関係者が王家とか宰相の考えとは違う動きしてるらしくてなぁ……」

　と、これまでに判明しているあれやこれやをファム達に説明する宏。

「……それって、すさまじく大事だと思うのです」

「そうですよね。というか、場合によっては国家反逆罪になるんじゃ……」

「せやから、関係ない人間を処罰せんで済ませるために、どの範囲の人間が関わっとるか慎重に見極めとる最中らしいわ」

　宏の説明に、かなりの大事件に発展していることを悟るテレスとノーラ。

　さすがに政治レベルのことは理解が及んでいないファムとライムも、放っておくわけにはいかないほど事態が悪化していることを察してしまう。

「それで親方、どうやって解決するの？」

「ライム、むずかしすぎてどうすればいいのかぜんぜん分かんないの」

「まあ、関係者云うん々ぬんは調査待ちやしな。まず在庫がだぶついてるっちゅう件の解決やろから、軍で食わんねんやったら、それ以外の人間で食えばええ、っちゅうんが正攻法やろうな」

「だよね」

　ファムとライムの疑問に、誰でも思いつくであろう解決策を口にする宏。

　宏の方針に、それが一番確実じゃないかと同意する春菜。

　が、宏が正攻法しか考えずに終わらせるわけもない。

　次に宏が口にした解決方法は、言われてみればではあっても関係者でなければ思いつかないものであった。

「とりあえず正攻法から考えはするけど、最悪インスタントラーメン工場で買い取って、期間限定の新作ラーメンの材料にすればええんちゃうか、とは思っとるで」

「「「……ああ!!」」」

　その提案に、思わずその手があったかと声を出してしまう春菜、達也、メリザの三人。

　インスタントラーメン工場が原因なのだから、インスタントラーメン工場で責任を取るというのは割と自然な話である。

「親方、親方。軍用食をインスタントラーメンの材料に、なんてできるのですか？」

「中身次第やけど、少なくとも塩漬けの干し肉は使えるで。ダシが取れるし煮込んでほどよく塩分が抜けたら、普通に肉系の具材になるからな」

　ノーラの素朴な疑問に、具体例をもって答える宏。

　そもそもの話、インスタントラーメンの歴史を繙ひもとけば、何を思ってそれを作ったのかと言いたくなるような商品はいくらでもある。

　中にはたこ焼きのような、おおよそ汁麺に合わせるものとは思えないトッピングをのせたインスタントラーメンすら普通に存在していたのだ。

　それを考えれば、全て使えるかどうかはともかく、軍用食をラーメンの材料に転用すること自体は大した問題ではない。

「まあ、どないするにしても、まずはどんなもんあるか中身の確認からやな」

「そうだね。大抵のものは転用できるとしても、さすがにラーメンには向かないようなものもあるだろうし」

　とりあえず中身を確認しようと適当な包みを開く宏。

　それにならって春菜と達也も軍用食を広げる。

「……なるほど。種類が違うだけで、乾パン、干し肉、乾燥野菜、ドライフルーツにローストナッツっちゅう組み合わせは全部一緒やねんな」

「そうだね。乾パンがクラッカーだったりナッツの種類が違ったりはするけど、大雑把な組み合わせは全部一緒みたいだね」

「これを見てると、乾燥野菜と干し肉は、ほぼそのままラーメンの具に転用できそうだな」

「せやな。商品にするには調整がいるやろうけど、そんなもんは具材に関係なくやらなあかんことやし」

　中身を確認してそう結論を出す日本人チーム。大方は予想どおりと言えよう。

「そういえば、ドライフルーツってごく一部の地域でしか作ってなかったはずだよね？　全部の軍用携行食に投入できるほどの生産量、あったの？」

「そいつに関しては簡単な話だ。オルテム村以外のドライフルーツは、産地で消費されてる分以外ほぼ全品、軍用食に回ってるんだよ。それでも足りない分は、ファルダニアからの輸入だな」

「ファルダニアって、そんなにドライフルーツいっぱい作ってるの？」

「ファーレーンと比べて、唯一生産量で勝まさってる品物だな」

　メリザの説明に、なるほどと納得する春菜。

　実のところ、生産されている地域と種類が限定されるだけで、ファーレーンでもドライフルーツの生産量はそこまで少なくない。ただ、軍用食の需要に全部食われているのと、生産ノウハウが秘匿されていて他の地域に広がらないため、市場に流れてこないだけである。

「ドライフルーツとナッツはラーメンに入れづらいが、逆にこの辺は単品でも売り物になるから問題ないか」

「単品で売り切るのが難しそうだったら、パンとかお菓子の材料にすればいいしね」

「そうやな。それに、ナッツに関しては普通の料理にも結構使えるし、ものによってはラーメンに普通に入っとるしな」

「となると、問題は乾パンとクラッカーか」

　達也の結論に、険しい顔で頷く宏。

　さすがにこれらをそのまま売るのは厳しいだろうし、そもそもラーメンの具には向かない。

　ここにある乾パンとクラッカーは、軍用ということもあり、簡単に割れないように硬く焼きしめられている。そのため、食べるのにかなりのあごの強さと唾液の量が求められるのだ。

　クラッカーと聞けば日本で酒のつまみなどになっている軽い食感のものを連想しそうになるが、そんな食べやすいものではない。

　何の工夫もなしに売り出した場合、一般人が購入してもまず次に買おうとは思わないであろう。

　因みに、乾パンは一口か二口ぐらいで食べられるサイズのものが十個前後、クラッカーは一般的な薄焼きせんべいぐらいのものが五枚程度入っている。

「これはかなり手を入れる必要がありそうだよね」

「せやなあ」

　薄いクラッカーを手で持って割ろうとして、その硬さに辟へき易えきとする宏と春菜。

　一般的な力加減で割れないようなクラッカーを食べるのは、非常に骨が折れそうである。

　その横では好奇心に負けたライムが乾パンを食べようとして、硬すぎて歯が立たずに挫折していたりする。

「これ、最低でもまずは砕いたらんとあかんなあ」

「そうだね。砕いてすり潰つぶして、パン粉の代わりに揚げ物の衣とかに使うのが一番手っ取り早いかな？」

「せやな。クラッカーは上手く砕いたったらパフェのフレークの代わりとかに使えんかな？」

「ちょっと試してみる」

　宏の提案を受け、台所で手早くミニパフェを作る春菜。

　完成したパフェを、代表ということで達也とメリザが試食する。

「……大分噛かみやすくはなってるが、やっぱり微妙だな。メリザさんはどう思います？」

「そのあたりはオレも同感だが、仮にこれでよかったとして、そもそもこれに使うアイスクリームをどうするんだ？」

「いけそうやったら、魔道具量産すればええかな、っちゅうんは思っとったんやけど……」

「それ、インスタントラーメン工場みてえな問題を新たに作るだけにならねえか？」

「アイスは半分ぐらい材料みたいなもんやから、ラーメンとはまたちゃうとは思うけど……」

　メリザの指摘に、自信なさげにそう告げる宏。

　アイスクリーム、それも特にバニラアイスは、宏の言うようにデザートに添えたりパフェの具材になったりと、他のお菓子の材料になることも多い。

　そういう意味では、それ単体でほぼ完成しているインスタントラーメンとは違うのも確かだが、やはり普通にそれ単品で食べることの方が多いので、同じことを再度繰り返す羽目になる可能性は否定できない。

　もっとも、健康をはじめとした様々なことに目をつぶれば主食にもなりうるインスタントラーメンと、結局はどこまでいっても嗜し好こう品でしかないアイスクリームとではいろいろ条件が違う。

　おやつ関連の新商品開発競争が熾し烈れつになりはしても、王宮が他のものの購入を完全にストップしたり既存産業が軒並み斜陽化したりというところまではいかないだろう。

「まあ、どっちにしてもこいつはボツだな。これならアイス単体で食って、生クリームは別のものに添えたほうが美味い」

　メリザの鶴の一声により、クラッカーをパフェに流用する案はあっさりボツとなる。

「こうなってくると、やっぱりパン粉の代用品に加工するのが、一番効率がいいかなあ」

「せやなあ。あとは、上手いこと砕くなり切るなりしてスープのクルトンにしてまうか、ぐらいしか思いつかんなあ」

「だよねえ……」

　使い道を考えるのが難しい乾パンとクラッカーを観察しつつ、そう言う春菜と宏。

　それを聞いていたテレスが、少し不思議そうな顔で質問する。

「普通の料理には、転用できないんですか？」

「そりゃまあ、できなくはないよ。単に手間だけの問題だから」

「たとえばどんな料理に使えそうですか？」

「そうだね。……あっ」

　テレスに答えようとして、何か思いつく春菜。クラッカー入りの軍用食一式をいくつか持ち出して、台所に走っていく。

「なんぞ思いついたみたいやな」

「問題は、それがどれぐらい手間がかかるのかだと思うのです」

　走り去っていく春菜の背中を見ながら、端的に状況と問題点をまとめる宏とノーラ。

「まあ、春菜さんが戻ってくるまでこっちはこっちで考えやんとな」

「そうだな。春菜が持ってったのはクラッカーだから、乾パンに関して考えるか」

「せやなあ。まあ、こっちもちょっと実験してみるか」

「実験？」

　春菜が台所に走ったのを見て、宏も何やら思いついたらしい。怪け訝げんな顔をしている達也の前で、牛乳とホットプレートを取り出す。

「何をするんだ？」

「ちっと牛乳に浸して焼いてみよかって思ってん。もしかしたら、食べやすなるかもってな」

　そう言いながら、てきぱきと作業を進めていく宏。

　あまりふやけすぎない程度に乾パンを牛乳に浸つけ、次々と焼いていく。

「……まあ、水気含むんやから当然やけど、軟らかくはなったな」

「焼き目が付いた表面はサクサクはしてるな」

「味は……もう一工夫っちゅうところか」

　この世界の小麦粉の性質か、それとも焼き方の加減か、牛乳に浸して焼くだけで、乾パンの食べやすさは大幅に改善した。

「ファムらはどない思う？」

「まあ、普通じゃないかな？」

「ライムでも食べられる硬さなの」

「ただ、これにお金払うかって言われると悩みますよね」

「少なくとも、ノーラはわざわざお金を出す気にはなれないのです」

　宏に問われるまま、焼き直した乾パンに対し率直な意見を述べるファム達。

　自身が挫折したことでその硬さを知っているライム以外肯定的な評価が皆無という時点で、このままではダメなのは間違いない。

「基本方針はこれでええとして、あとはフレンチトーストとかラスクにしてみるか」

「また、手間がかかりそうだなあ……」

「ラスクはともかく、フレンチトーストは卵液さえ作ってもうたら大差ないで」

　達也にそう答えながら、手早く卵液を作って乾パンを浸し、ホットプレートで焼く宏。

　ついでにフライヤーも用意して、若干小細工した乾パンを揚げていく。

「今度はどない？」

「一気に美味くなったな」

「これなら、お金を出して買おうと思うのです」

　フレンチトーストとラスクに化けたことで、一気に味も食べやすさも改善した乾パンを、達也とノーラが満足げにそう評価する。

　他のメンバーも、これなら問題ないという表情だ。

「感じから言うて、ラスクの方はクラッカーでもできるっちゅうか、むしろクラッカーの方が相性よさそうやな」

「そうだな」

「あと、売りもんにするんやったら避けて通れん問題なんやけど、なんぼぐらいで売ればええ？」

「買う側の感覚としては、フレンチトーストは、三つで十チロルぐらいか？」

「そんなもんか？」

「ちょっと待て」

　一気に値段まで話を進めた宏と達也に、メリザが待ったをかける。

　本当の意味では商売を理解していない宏達に、このまま話を進めさせると碌ろくなことにならないと危機感を持ったようだ。

「この値段やと赤字ですか？」

「赤字ってわけじゃないが、どういう売り方にするかで適正価格ってのは変わってくるぞ」

「量捌さばく必要があるちゅう前提やし、手軽に買える屋台で売るつもりやったんですけど、あきません？」

「微妙なところだ。原価を考えると利益は出るが、もう少し取りたいところだ。……そうだな。一つ五チロル、三つ入りで多少割引して十二チロルあたり」

　乾パンの原価に卵や砂糖の分を乗せ、さらに屋台を出す際に払う各種費用も踏まえてちょうどよさそうな値段を設定するメリザ。

　そのまま、ラスクの方もクラッカー一枚分で五チロル、三枚で十二チロルと値段設定する。

　そこへ、台所で何やら作っていた春菜が戻ってくる。

「お待たせ。ちょっと試食してみてもらっていいかな？」

「それはええんやけど、何作ってきたん？」

「クラッカーをお皿代わりにしたグラタンと、軍用の干し肉でダシを取ったオニオングラタンスープ。グラタンの方には乾燥野菜を戻したものとナッツも入ってるから、ドライフルーツ以外は全部使ったことになるかな？」

「また、手間かかるもん作ってきてんなあ……」

「うん。だから、出すとしてもレストランとか酒場とかになると思う」

　そう言いながら、湯気が上がっているグラタンを取り分ける春菜。

　焦げたチーズの匂いが食欲をそそる。が、

「美味そうなのはいいが、これを今試食するのはヘビーだな……」

「あ～、お昼食べてからそんなに経ってないもんねえ……」

「いや、昼は軽食しか食べてないからそれほどでもなかったんだが、ここでもいろいろ作って試食したもんだから、それで腹が膨れてなあ……」

　屋台で売るおやつ、などという領域ではなく、しっかりした食事もしくは宴会でがっつり飲む際のつまみといった風情のボリューミーなこの料理。さすがに先ほどから食べてばかりなので、とてもではないがこれ以上は試食不可能である。

「あ、こっちでも何か作ったんだ。えっと……、フレンチトーストとラスク？」

「ああ。ヒロがちょっと思いついてな。なかなか美味かったぞ」

「ふうん？　どれどれ？」

　達也の言葉に興味を惹ひかれ、試食用に調理されたフレンチトーストを一つ口にする春菜。

「……ああ、うん。卵液の甘さと乾パン自体の塩気がちょうどいいバランスになってて美味しいし、軽くてサクサクしてて食べやすいね、これ」

「みんなの評判も良かったから、屋台で売るんやったらなんぼで売ればええか、っちゅう話しとってん」

「あっ、もう売るのは確定なんだ」

「本格的に売るかどうかはともかく、売れるかどうかは試しといたほうがええやろ？」

「そうだね」

　宏の言葉に同意しつつ、ラスクの方も試食して満足そうに何度も頷く春菜。

　どうやら、おやつとしてはお気に召したらしい。

「で、まあ、春菜さんにもファムらにも悪いんやけど、今メリザさんがつけた値段で明日からファムらに屋台やってもらおうか思ってんけど、どうやろか」

「ちょ、ちょっと待ってください。屋台やるのはいいんですが、明日いきなりはちょっと急すぎます」

「練習も何もせずには、ちょっと無謀すぎると思うのです」

　宏の唐突な言葉に、テレスとノーラが即座に反対意見を述べる。

　その理由がやりたくないからではなく、せめて作る練習ぐらいさせてほしい、であるあたり、二人とも相当染まっている。

「練習に関しては、この後、仕込みのついでにやってもらおうと思うんやわ。今日練習で作った分は、試食用っちゅうことでばら撒まいてもうてええやろう」

「もう少し練習したいけど、そんなに時間かけられないんだよね？」

「別に今日明日っちゅうレベルの話やないとはいえ、はよ解決したほうがええ案件やからな。悪いけど頼むわ」

「親方がそう言うんだったら、頑張ってみるよ」

「ライムもがんばる！」

　事情を知らされていることもあり、宏に頼まれると嫌とは言えないファム。

　ライムの方はなぜか誰よりもやる気満々である。

「それはいいとして、私にも悪いってどういう意味？　ぶっつけ本番だろうが何だろうが、屋台やるのは大歓迎なんだけど」

「そっちは簡単や。明日の屋台、春菜さんは参加せんとこっちに残っといてほしいんよ」

「え～!?」

　宏の無情な言葉に、思わず全力で抗議の声を上げる春菜。

　その反応を予想していた宏が、春菜の反発を抑えるべく理由を説明する。

「春菜さんが売ったら、どんな値段でも売れてまうやん。春菜さんほど顔も売れてなくて屋台にも慣れてへんファムらの方が、売れる商品かどうか調べやすいと思うんやけど、どう？」

「……むう。そういう理由を言われちゃうと、さすがにわがまま言えないよ……」

「っちゅうわけやから、悪いんやけど春菜さんは明日、ファムらの代わりに納品分の薬作るんと、他になんかええ料理ができんか機材含めて検討する役な」

「は～い」

　宏に説得され、渋々ながら屋台を諦める春菜。

「で、こっちのグラタンとかやけど、専用の容器作ったら、野外でも作れるんちゃうか？」

「……そのままは厳しそうだが、少なくともスープはいけそうだな」

「レシピをアレンジすれば、即席の竈かまとか焚たき火とかでも作れるようにはできると思う」

「ほな、今日明日でそっち方面もやってみよか。それやったら、軍用食ワンパックで一食分の材料が揃う、っちゅう風にできて、在庫もはけやすくなるやろう」

　宏のアイデアに、達也と春菜が食いつく。

「っちゅう感じで、何とかなりそうですか？」

「ああ、助かる」

　宏に問われ、満足そうに頷くメリザ。頭の中では、容器をどこに発注するかや、他にどこを巻き込むかを考えている。

「あっ、そうや。三日後にレイっちが今回の件の報告に来るんですけど、メリザさんも一緒に話聞いて、いろいろ意見貰えますか？」

「そうだな。どうにもきな臭い話も聞こえてるようだし、俺も話に混ざったほうがいいか。殿下もそのへんのことを知りたいだろうしな」

「頼みますわ」

「おう」

　一瞬忘れそうになったメリザへの要請を済ませ、もう一度検討のために中身やらレシピやらを確認する宏。それに従うように春菜達も中身を細かく確認する。

「そういえば、この軍用食って、チーズ類は入ってないんだね？」

「言われてみれば、そうやな」

「どうしてなんだろうね？」

「分からんけど、覚えとって機会があったら、レイっちにでも聞いてみよう」

「そうだね」

「実際に売るときは、チーズだけ別に足せばええやろう」

　グラタン系を作るのにチーズが入っていなかったという致命的な欠品に気がつき、とりあえずそういう結論を出す宏と春菜。

　メリザもそのあたりは詳しくないらしく、首をかしげてはいても特に補足説明はしていない。

　結局他のことでバタバタしていてそこを聞きそびれ、実はチーズは調達先が違うため配給の際に別に足されるという事実を宏と春菜が知ることは最後までなかった。

「容器に水と一緒に入れて混ぜて火にかけるだけ、っちゅうシステムにするんやったら、チーズなしでも作れるレシピも作ったほうがええな」

「そうだね」

「別にそれはそれでいいと思うが、アズマ食堂で使うって意見は出てこないんだな？」

「……そういえば、そういう施設もあったなあ……」

「……全然発想として出てこなかったよね」

　達也に突っ込まれ、発想そのものがなかったことを素直に白状する宏と春菜。

　すでに自身の手から離れて久しいこともあり、全く意識に上っていなかったのだ。

「ま、まあ、過剰在庫問題が解決するまでの間だけだし、ね」

「せ、せやな。それに、一般的な冒険者は結局これの世話になるわけやし、こっち方面の方が後々まで役に立つやろうからな」

「あと、さすがにファーレーンで仕入れたものをローレンのアズマ食堂で使って儲もうけちゃうのって、向こうの経済にもよろしくなさそうだし、できるだけ避けたほうがいいんじゃないかな」

「いや、別に、今の方針がダメという気はねえ、っつうか、今後につながったうえで市場に還元する形で処理できるんだったらそれに越したことはねえ、つうか」

　別に責めているわけでもないのにグダグダと言い訳がましいことを言う宏と春菜に、思わず苦笑しながらそう告げる達也。

「とりあえず、やるんやったら可能な限り作りやすくて使い方が分かりやすいもんにせなな」

「そうだね。応用できるように作ったほうがいいんだろうけど、そこはあえて意識しなくてもいいかも」

　こうして方針が決まり、やたら生き生きと行動を開始する宏と春菜であった。




　　　　☆




　時は少しさかのぼり、達也がメリザとウルスの工房へと移動し始めた頃。

　神の城の真琴の自室。

「……ちょっと調子に乗って食べすぎたわね……」

「真琴姉、大丈夫？」

　カニに対する欲求を抑えきれず、食い意地を張って普段なら絶対に食べないであろう分量を平らげてしまった真琴を、澪が介抱していた。

　アクの強い食材であるカニ、それもタラバガニやアブラガニ、タカアシガニ、花咲ガニといった大型のカニを姿に換算して四杯分も食べたのだから当然ではあるが、現在真琴は到底運転などできる状態ではなかった。

　なお、巨大砂タラバは大きさの問題かそれほど美味しくなかったので、二人とも足を少し試食した後は、前述した種類のリヴァイアサンのカニ系部位を欲望に任せて、胃袋のわずかな隙間にすら詰め込むような勢いで食べている。

　はっきり言って、アクの強さ云々以前に、これでダウンしない澪の方がおかしい。

「……最初のタラバだけで終わりにしとけばよかったわ……」

「ごめん、真琴姉」

「つられて食べたのはあたしの責任だから、あんたは気にしないの……」

　そこまで言って、うっと言いながら口を押さえる真琴。

　その真琴をどことなく呆あきれたように見ながら、ローリエが何やらパネルを操作している。

「ミオ様、砂クジラのおおよその生息地を特定しましたが、どうなさいますか？」

「真琴姉がこの調子だから、今はパス。ダイアズマー使えないと、面倒くさい」

「ダイアズマーを使うだけなら、こちらで遠隔操作による合体は可能ですが？」

「できるの？」

「先ほどダイアズマーのエネルギーをチャージした際に、この城とリンクが成立した模様です。今朝の時点では不可能でした」

「……師匠、そんなギミック仕込んでたんだ」

　ローリエの説明を聞き、その経過から宏が仕込んだ面白ギミックだと判断した澪。それに対してローリエが首を左右に振って否定する。

「恐らく、マスターはわざわざそんな機能を仕込むような真似はしていないかと思われます」

「じゃあ、なんで合体可能？」

「あくまで私の推測になりますが、現在進行形で神として成長なさっておられるマスターに影響されて、この城も自然に機能が拡張されたのだと思われます」

「……さすが神の城。ボク達の思いつかないことを平気でやってのける……」

　澪のどこか恐れおののくような感想に、神妙な様子で頷くローリエ。システムにダイアズマー関連のメニューが唐突に追加されたのを見ているだけに、そのあたりの形容しがたい畏い怖ふのようなものは、むしろ澪より強い。

　何より恐ろしいのが、神の船とのドッキング機構をはじめとしたダイアズマー強化プランが複数表示され、いずれの進しん捗ちょくもすでに三十パーセントを超え、なおもじわじわと進んでいることである。

　この分だと、ローリエが確認していないところでどんな機能が増えているのか、分かったものではない。

「とりあえず、ダイアズマーの合体と起動は可能、と」

「はい」

「問題は、真琴姉抜きでダイアズマーを使いこなせるかどうか」

　口を開くと中身が出そうだ、という理由で声を出せない真琴を見ながら、自分一人でいけるかどうかを悩む澪。

　いくらダイレクトコントロールモードがあるといっても、ダイアズマーは武装も機能も盛りだくさんだ。火器管制だけでも、澪一人では手に余る。

「……そうだ。ねえ、ローリエ」

「何でしょう？」

「ローリエは、ダイアズマーの遠隔操作できる？」

「少し確認します。……現在、遠隔操作で可能なのは合体と起動のみ、他のことは不可能です」

「ん、了解」

「他の機能についても確認してみます。少々お待ちください」

　現在成立している機能では、澪の補助は不可能。それを確認したローリエが、現在構築中の機能まで含めて全てを再度確認する。

「……神の城との同調機能が構築完了し、現在オフになっています。ただし、これをオンにしても状況がリアルタイムに伝わってくるだけで、遠隔操作は不可能です」

「他の機能は？」

「遠隔火器管制が、あと三十パーセントで完成します。ただし、これはダイアズマーに誰か一人でもパイロットが乗り込んでいることが前提の機能ですので、単体では使用不可能です」

「火器管制を補助してくれるだけでも十分」

　自身が求めていたものを提示したローリエに、澪の表情が心なしか明るくなる。

「それで、機能が完成するまで、どれぐらい？」

「他に構築中の追加機能や強化プランを全て一時的に止め、そのリソースを火器管制に回せば十分ほどで完成します」

「他の機能で、これは継続しておいたほうがいい、っていうものは？」

「ダイアズマーの緊急回収機能でしょうか。これが完成すれば、前回の邪神幹部が張った転移防止の結界ぐらいであれば、無視して即座にこの神の城にダイアズマーを回収することができます」

「その機能を並行で構築すると？」

「十五分ほどになります」

「ん。じゃあ、その二つで」

「承りました」

　澪の指示に一礼し、さくっと設定を変更するローリエ。

　ついでに、ダイアズマー関連以外で自身が把握できていない追加機能がないか確認を進める。

「……真琴姉、本当に大丈夫？」

「…………」

　相変わらず口を開くと中身が出そうだからか、本気で心配する澪に対して無言で力なく頷く真琴。

　いっそ吐いてしまえば楽になるのは分かっているが、いくら豪快に余っているといえどリヴァイアサン系の高級ガニを吐くのはもったいない。

　そんな貧乏人根性に邪魔され、真琴は吐き気にひたすら耐え続ける。

「……真琴姉、とりあえず薬作ってくる」

　ダイアズマーの機能構築が終わるまで手隙であることもあり、少しでも真琴が楽になるようにと自分のできることを考えて行動に移す澪。

　万能薬を飲ませればいいといえばそうなのだが、万能薬でどうにかできるのは吐き気のみで、吐き気の原因である食べすぎ自体はどうにもならない。

　飢えや喉の渇き同様、薬で即座に原因を排除できるものではないので、薬を飲ませるにしてもちゃんとある程度症状や体調に合わせたものを用意しなければいけないのだ。

「……うぷ」

　吐き気をこらえながらもその姿に感動と感謝を覚えつつ、日頃の言動がああじゃなきゃ完璧なのに、などと内心で妙なことを残念がる真琴。

　そんな真琴の内心など知る由もない澪は、調剤のために各種機材が充実している作業室に転移し、カニの食べすぎという原因から想定される症状、その対処のための薬を作る。

（……まずは消化を促進する薬）

　必要以上に充実した素材を吟味しながら、どんな内容の薬をどんなタイプで作るかを検討する澪。

　診断のスキルを持っているわけではないこともあり、澪としてはあまり強力な薬を処方するのはためらいがある。そもそも真琴の耐久は高いほうだ。強い薬に頼らなくても大抵のことは自前の回復力だけでもどうにかなる。

　なので作る薬は、確実に効果はあるが使わないよりはまし程度の、緩い漢方薬ぐらいのものにする。

（……食べすぎて気分悪いのに、飲み薬はだめ。でも、ボクの手持ちのレシピには、胃腸薬系の塗り薬とか貼り薬とかはない）

　主成分となるイノメザという薬草を手際よく処理し、薬効を調整するための素材を準備しながら、どういう方法で投与するかに検討内容を移す澪。

　投与方法によっては、さらなる調整が必要になるのだから当然である。

（……ん。点滴にしよう。点滴を刺すのはローリエに任せられるし）

　少し考えて、いろんな意味で確実な方法をとることにする澪。

　点滴ならば、患真者琴がちょっと楽になったからといって無理をするリスクは避けられる。

（ついでに、吐き気止めも処方）

　胃腸薬の薬効を調整するついでに、イノメザと相乗効果があるデューリエンという薬草を使った吐き気止めも処方する。

　相乗効果といっても単純に薬効を強めるようなものではなく、ただ混ぜるだけで症状に合わせて消化薬の効能をある程度勝手に調整し、かつ胃の荒れを防いでくれるという実に扱いやすいものだ。

　また、デューリエン自体、カニをはじめとしたアクの強い食材による吐き気に対して、強い薬効を示す素材である。

　その分単なる吐き気止めのくせに調合は難しく、ウルスに来た頃の澪では扱えなかったのだが、いろいろあって若干技量が上がった今では普通に処方できる。

　ただし、この組み合わせが相乗効果を持つのは、点滴で投与したときのみ。

　粉薬や水薬で飲んだ場合、ばらばらに効果を発揮するのでさほど意味はない。

「……完成」

　トラブルもなくあっさりと薬を完成させる澪。

　それを点滴用のパックに詰めて真琴の元に戻る。

「ローリエ、これお願い」

「お任せください」

　澪が持ってきた点滴を、手際よく真琴に刺すローリエ。

　速やかに薬効を示したことにより、吐き気をこらえて強こわ張ばっていた真琴がぐったりと脱力する。

「……あ～、ほんと情けないわ……」

「真琴姉、点滴が終わるまで大人しく安静」

「言われなくても分かってるわ……」

　症状が落ち着いてきた真琴が、しおらしく返事してから、ひと眠りするために目を閉じる。

　それを見届けた澪が、ローリエに向き直った。

「ローリエ、機能の完成までどれぐらい？」

「あと二分を切りました」

「真琴姉の世話とダイアズマーの火器管制、両方同時にできる？」

「お任せください」

「じゃあ、ワンボックスの助手席でスタンバイしてるから、準備が整ったらよろしく」

「承りました」

　ローリエにいろいろと頼み、神の城の外に転移する澪。潜地艇とワンボックスカーを取り出して準備を終えると、ワンボックスカーの助手席に乗ってシートベルトを締める。

　澪が準備を終えたことを確認し、ローリエが車内にパネルを投影、各種進捗状況を澪に見せる。

　わざわざ車内にパネルを投影したのは、澪の手持ち無沙汰を少しでも解消させるため、ローリエが気を利かせてくれたためだ。

（……何、この気になるオプションパーツとか強化プランの数々……）

　現在、リソースを遠隔火器管制と緊急回収機能の構築に集中しているため、作業の進捗を示す数値が止まっている各種オプションパーツや強化プラン。

　その内容にざっと目を通した澪が思わずそう言う。

　対宇宙要よう塞さい用の槍やりや超次元ミサイルといった物騒すぎる兵器群の中に、妖刀、魔弓などがしれっと混ざっているのも気になるが、何より目を引いたのはパートナーロボットだった。

　古き良き昭和のロボットアニメ、それもワンオフものの巨大スーパーロボットを主人公にしたものでは、パートナーロボットの存在は割と定番である。

　パートナーロボットとひとくちに言っても、意外とバリエーションが豊富だ。

　たとえば、小動物から人間ぐらいの大きさで、主にパイロット達の精神的なケアや整備、合体などといったサポートを行うタイプ。

　他にも、元祖スーパーロボットをうたっている作品では、ヒロインが乗って一緒に戦うものやＡＩによる自律型の巨大ロボットなども登場していた。

　残念ながら澪に与えられている権限ではこれらの詳細を見ることはできず、分かるのは強化プランの名前のみだが、それだけに好奇心が刺激されまくってしまい、気になって仕方がない。

　正直、これらが完成したところで使う機会が一切なさそうなのが実に惜しい。

　そんなことを考えているうちに、ついに遠隔火器管制と緊急回収機能が完成。ローリエの手により機能がアクティブに切り替えられる。

『拡張機能の設定が完了しました。これより、ダイアズマーを起動します』

『ん、お願い』

『ワンボックスカーおよび潜地艇の起動開始。……起動確認。合体シークエンスに移行』

　手順を確認するローリエの言葉に合わせ、ワンボックスカーのエンジンが勝手にかかり、カーナビのパネルが勝手に次々と切り替わって、累計三度目になる合体シークエンスに移行する。

　前二回と全く同じ流れでダイアズマーに合体、あっという間に澪の座っている助手席がパイロットシートに早変わりする。

『ん、勇者工房！　ダイ！　アズマー！』

　先ほど真琴がやりそびれた合体直後のポーズと口上をとりあえずそれっぽく行い、満足げに笑みを漏らす澪。

　その流れをモニターしていたローリエが、かなり冷めた声で突っ込みを入れてくる。

『合体直後のそれは、必要なのでしょうか？』

『このタイプのロボなら、合体シーンが省略されるようになるまでは必須』

『そうですか』

　とりあえず、澪の謎のこだわりをスルーした（理解も納得もできないということだけは理解した）ローリエが、冷たい声色で話を切り上げる。

　正直な話、たとえそれが本当に必要であったとしても、こんな安全圏でわざわざ格好をつけて見得を切っても寒いだけなのでは、という疑問は、澪に対する思いやりで口にしないことにする。

『それでは、今から砂クジラの生息地に転移します。先ほどのカニよりも大きなエネルギー反応がありますので、注意して行動してください』

『ん、了解』

　ローリエの警告を受け、見得を切って喜んでいた澪が気を引き締める。

　澪の意識が切り替わったと確認したところで、ローリエがダイアズマーを転移。軽い浮遊感の後、モニターの景色が灼熱砂漠に変わったことで、そのまま戦闘態勢に移行する。

「砂クジラの群れを確認。個体数は二十。平均サイズ三十五メートル」

　モニター上の各種センサーやレーダーの情報と己の探知能力をフルに使い、把握できた情報を口に出して読み上げる澪。

　生身でなら黙って対処すればいいが、ローリエに遠隔操作でサポートしてもらえるとはいえ、一人での不慣れな操縦で戦闘をこなす必要があるのだ。

　しかも、そのローリエから先ほど倒した巨大砂タラバより強いエネルギー反応があると警告されている。

　先ほど真琴と一緒の時にはなかったアイコンがあったり、同じアイコンでも色が変わっていたりと、いろいろ違うところも出ている。

　口に出しての確認をはじめとした普段の単独行動なら省略しているようなことも、可能な限り丁寧に慎重に行うに越したことはないだろう。

「一頭、こっちに来る！」

　澪に捕捉されたと悟ったのか、それとも高エネルギーの巨大物体が突如登場したからか、砂クジラの群れから別れた一頭が、ダイアズマーに突撃してくる。

　そのなかなかの接近スピードに、操作が追いついていない澪が思わず叫び、矢継ぎ早に口頭で指示を出す。

「デバフネット、スタンバイ！」

『デバフネット、スタンバイ完了しました』

　澪の音声入力での指示を受け、即座にデバフネットを準備するダイアズマー。

　それを律りち儀ぎに報告するローリエ。

　手元に取り出されたネットを構え、砂クジラが突っ込んでくるのを待ち構える澪。

　真下からダイアズマーをかち上げようとした砂クジラを大きくジャンプしてかわし、空中で投網の要領でデバフネットを投げつける。

　必殺のかち上げをかわされ、無防備な側面からもろに網をかぶせられる砂クジラ。

　完全に網に絡めとられた砂クジラがどうにか脱出しようと暴れつつ砂に潜ろうとするも、デバフネットの機能で砂の海に潜る能力を完全に封じられてしまう。

「解体ナイフ、セット」

　砂クジラが完全に無力化されたのを確認し、先ほどの巨大砂タラバと同じ手順で解体ナイフを取り出す澪。

　先ほど同様音声入力で機能をアクティブにする。

『ローリエ、活いけ〆じめにして解体するから、周辺の警戒をサポートして。現在の機能で可能？』

『お任せください』

　ローリエに警戒をサポートしてもらい、手早く解体を進めていく澪。

　普通ならこのサイズの生き物を解体するとなるとかなりの手間だろうが、ダイアズマーは全長二百メートルだ。普通の大きさの魚をさばくのと、それほど手間は変わらない。

　安全性を考えれば、本来は〆るだけ〆て神の城に戻ってから解体をするべきなのだろうが、素材の品質その他を考えると、活〆から解体まで一気にやってしまったほうがいい。

　そもそも、わざわざダイアズマーで砂クジラを獲っているのも、新鮮で質のいい素材を得るためである。その目的を考えるならば、ここで解体しない理由がない。

　なお、遠隔火器管制に関しては、その名から想像される範囲と違い、意外とできることが多い。

　神の城の索敵能力と合わせて使えば、解体中のダイアズマーの武装を勝手にアクティブにして敵を撃ち落とすぐらいのことは可能だったりする。

　無論、全ての武装を勝手に使えるわけではなく、肩キャノンをはじめとした本体の動きとある程度独立して動かせる武装のみ、かつ本体の動きに干渉しない範囲でしか不可能ではあるが、それでも戦闘中に背後から不意打ちを受けた際に、ローリエの判断で迎撃することも可能である。

『解体完了』

『それでは、回収します』

『ん』

『確認もかねて、緊急回収機能を使います』

『了解』

『……初期設定が必要だそうですので、少々お待ちください』

『ん』

　用事が済んだ以上長居は無用。そう意見が一致し、とっとと引き上げることにする澪とローリエ。

　緊急回収機能と名が付いているだけあって、本来ならどんな状況でもすぐさま神の城に転送回収できるのだが、後付けの機能だけあって最初の一回は初期設定が必要なため、今回は即座にとはいかない。

　本当は出発前にやっておくべきだったのだが、一度使うと再度使用可能になるまで二十四時間必要、と仕様書に書かれていたため、誤爆を恐れて初期設定が必要かどうかの確認をしなかったのだ。

　パネルに新たなアイコンが表示され、その下にあるカウンターが百パーセントを目指してじわじわと数値を増やし、棒グラフのようなゲージが増えていく。

　その際に、別のアイコンの下にも棒グラフのようなゲージが現れたのだが、恐らく緊急回収機能の設定状況であろうカウンターに意識を集中していた澪は、そちらには数値が表示されなかったこともあって、新たな変化に気がつかなかった。

　無防備にもカウンターに意識を集中していた澪に対し、突然ローリエが淡々としながらも慌てた口調と声色で警告を発する。

『前方より未確認の超高密度エネルギー飛ひ翔しょう体、ダイアズマーに接近中！』

『緊急回収は？』

『内部処理の完了より着弾の方が先となります』

『了解。防御態勢』

　ローリエと話をしている間に、澪の感知範囲にも巨大なエネルギー弾が侵入してくる。

　それを確認した澪が、カニ光線の時と同様に両腕のシールドを展開して着弾に備える。

　シールド展開からきっちり一秒後、直径百メートルほどの巨大なエネルギー弾がダイアズマーの上半身に着弾した。

『……防御成功。ダメージは軽微』

『すぐに回収します』

『……ん、まだ回収しなくていい』

『……もしかして、未確認の敵性体と戦闘なさるおつもりですか？』

『ん』

　エネルギー弾のおかげで方向を絞り込めたこともあり、本来の索敵範囲外にいるその生き物の存在を把握できた澪。そいつが蛇行しながら近寄ってきているのも、しっかりと認識している。

『今の一撃を受けた感じ、多分フォートレスを使っておけばほとんどダメージはない』

『分かりました。少しでも危険領域に入ったと判断しましたら、即座に回収します』

『ん、お願い』

　ローリエの宣言を受け入れ、恐らく地中から来るであろう敵性体（予想では十中八九、フィールドボス個体の砂クジラ）に対処する準備を整える。

「ん、ドリルスマッシュ！」

　未使用の武装をざっと確認し、敵性体が自身の足元に来たタイミングを狙って、選んだ武装を使う澪。それに合わせ、天地波動砲二門が設置された背部ユニット、その中央下部に取り付けられている用途不明の巨大ドリルが射出される。

　射出されたドリルは、先ほどの砂クジラと同じように真下からダイアズマーをかち上げようとしたその敵性体の頭部を見事にとらえ、大きくえぐりぬいていた。

『敵性体の形状判明。シロナガスクジラに類似した形状。サイズは約五百メートル。推定になりますが、この地域のフィールドボスだと考えられます』

『ん、予想どおり』

『検索した結果、名称はなく未確認生物と判明。形状その他を鑑みて、今後はこの敵性体をサンド・モービルディックと呼称します』

『了解』

　ローリエの命名を受け入れ、派手に血しぶきを上げながらダイアズマーを乗せたまま飛び上がってきたサンド・モービルディックをどう仕留めるかに思考を移す澪。

　相手のサイズと当たった位置や角度の問題で、先ほどのドリルスマッシュは見た目ほどのダメージを与えていないようだが、無視できるほど小さなダメージでもなさそうだ。

　その様子から、倒すだけなら最大出力の天地波動砲を連射すれば問題ないが、さすがにそれをすると環境への影響がすさまじすぎるうえに、素材が惜しい。

　恐らくリヴァイアサン系の下位互換にしかならないだろうが、それでもフィールドボスの素材となると、代替品がないものがあったりするので侮れない。

　この大きさと場所を考えれば、きっと千年以上は討伐されていないであろう。

　そもそも未確認生物なのだから、もしかすると今回初めて討伐されるモンスターかもしれない。

　情報収集的な意味でも、素材を回収できるように仕留めたほうがいいに決まっている。

『簡単に仕留められるのは、頭部の破壊。でも、大抵頭と心臓は貴重な素材』

『では、どうなさいますか？』

『頸けい椎ついを狙う』

『頸椎ですか？』

『ん。ローリエ、頸椎の破壊で仕留められる確率は？』

『少々お待ちください。……予測では、八十五パーセントです』

　血しぶきをまき散らしながら再び砂に潜ったサンド・モービルディックの気配を追いつつ、どこを攻撃すれば確実かをローリエと相談する澪。

　潜行能力を持ちながら結局一度も砂に潜らずに仕留められた巨大砂タラバと違い、サンド・モービルディックは自身の強みを存分に活かして戦い抜くつもりのようだ。

　なので、再び浮かび上がってくるまでに準備を済ませて、一撃で仕留められるタイミングを狙うしかない。

『ローリエ、確認』

『どうぞ』

『デバフネットで、サンド・モービルディックを捕縛できる？』

『残念ながら、サイズと強度の問題で不可能だと考察させていただきます』

『やっぱり？』

　ローリエの考察に、同じように無理だろうと考えていた澪があっさり同意して、デバフネットを対応策の候補から外す。

　相手の皮膚の分厚さから、澪が使える程度の短剣系の技では効果がない。

　かといって、有効そうな重量武器はこちらに来た頃の宏と同等程度にしか扱えず、槍に至っては完全に素人である。

　考えるまでもない話ではあったが、素材を残して敵を仕留めるには、結局弓の技を使うしかないようだ。

　そんなとき、ダイアズマーの制御パネルに表示されていたアイコンのゲージが満タンになり、ピピピと音が鳴ってシステムの告知が入る。

『……ミオ様。一部機能および短時間の機体制御について、遠隔操作可能な機能が解放されたようです』

『えっ？　このタイミングで？』

『どうやら、パイロットが搭乗しているときのみの機能のようですが、かなりの部分をサポート可能になったようです』

　ローリエの言葉を吟味しようとして、それどころではないと意識を切り替える澪。

　まずは、サンド・モービルディックをどうにかしなければならない。

『ロングボウ、セット』

『ロングボウ、セットしました』

　弓を構え、どの矢をぶち込むかを考えて、ふと澪の頭の片隅にとあるイメージがよぎる。そのイメージどおりのことが、ダイアズマーのスペックで可能かどうかを即座にローリエに聞く。

『ローリエ、力比べであれを引きずり出すことは可能？』

『相手のパワーが推測できませんので、検討不能です。ただ、過去の事例から現状で一つだけ推測できることがあります』

『何？』

『ミオ様の釣りの技量次第では、相手のパワーに関係なく釣り上げられる可能性があります』

　ローリエの回答で覚悟を決め、思いついた作戦を実行することに決める澪。

　まずはその下準備に移る。

『アンカーアロー、セット』

『アンカーアロー、セットしました』

『ダイレクトコントロールモード、シンクロ最大』

『最大値に設定しました』

「ターゲット捕捉、ペネトレイトアロー！」

　砂の海深くに潜るサンド・モービルディックに向けて、障害物を貫通して目標を射抜く技を叩たたき込む澪。

　澪の狙いを過あやまたず、霊糸のロープでつながれた矢がサンド・モービルディックの首筋に深く突き刺さる。

『脚部アンカーパイルおよび重力場展開、ダイアズマー固定！』

『固定しました』

『質量制御解除！』

『解除しました』

　一見するといつものようにテンション低めの口調で、その実やたらノリノリでハイになりながら戦闘行動を続ける澪とローリエ。

　どうやら、巨大ロボのノリが非常に楽しくなってきたらしい。

　ロープのテンションやダイアズマーを通して伝わってくる感触を頼りに、撃ち込んだアンカーアローが抜けないよう細心の注意を払いながら、じわじわと相手を地表に引きずり上げていく。

　ダイアズマーと霊糸のロープでつながれてしまったことで、最大加速での体当たりという攻撃手段が封じられてしまったサンド・モービルディック。

　リヴァイアサンにははるかに劣るとはいえ、さすがにじっとしていれば地形扱いされるレベルの巨体だけあって、その抵抗はなかなかすさまじい。

　しかし、抵抗している割には、最初に仕掛けてきたエネルギー弾が飛んでくる様子はない。
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　詳細は不明だが、釣りという状態が成立してしまったからか、それとも霊糸のロープの特殊能力によるものか、その類たぐいの攻撃は不可能になっているようだ。

『さすが全長五百メートル級。大物だけあって、すごいタフ』

『エネルギー消費量、最大値の十パーセントを超えました』

『まだ一割とみるか、もう一割とみるか微妙』

『消費量と回復量の比較から推測すると、十時間ほどでエネルギーが枯渇します』

『そもそも、十時間もこの状態を維持してたら、他の何かに襲われる』

　ローリエの報告に、わずかに冷や汗を浮かべながらにべもなくそう告げる澪。

　実際問題、そんなに長時間こんな場所で釣りなどしていた日には、何に襲われるか分かったものではない。

『でも、釣りに焦りは禁物』

　そう言いながら、冷や汗をぬぐおうともせずに繊細な動きでロープを操る澪。

　冷や汗の理由は、いつ他のモンスターに襲われるか分からないという緊張感だけではない。

　むしろ、今にもダイアズマーごと引っこ抜かれそうな引きの強さや、一歩間違えればあっさり抜けかねないアンカーアローの刺さり具合の方が大きい。

　全長二百メートルのロボで五百メートルのクジラを釣るのにこれだけ消耗するのだ。生身で全長二キロ以上のリヴァイアサンを釣り上げた宏は、いろんな意味で尊敬するしかない。

『……ローリエ、ちょっとピンチ』

『完全に、真下に回られてしまいましたね』

『このままだと、足場そのものをひっくり返される』

『さすがに、現在のダイアズマーではこれ以上の面積および深度を固定するのは不可能です』

『ん、分かってる』

　ローリエに言われるまでもなく、そのあたりはすでに理解している澪。

　釣りをはじめとした特殊な操作により何らかのスキルを取得したらしく、現在の澪はダイアズマーの性能がある程度把握できている。

　故に、このままではどうにもならないこともはっきり分かってしまうのだ。

『ローリエ、指示したタイミングでダイアズマーのコントロールを替わって』

『了解しました。ですが、何か手立てを思いついたのですか？』

『ん。やってみないと分からないけど、相手の大きさを利用する』

　そう言いながら、足にロープが絡まないよう注意しつつ、サンド・モービルディックを引き上げていく。

　そして、ダイアズマーが足場として固定している範囲、その一番深いところに接触しようとしたタイミングで、澪から指示が飛ぶ。

『ローリエ、ダイアズマーの固定解除』

『解除します。質量制御は？』

『そのままで』

　澪の指示に従い、ダイアズマーの固定を解除するローリエ。

　質量制御を切ったまま固定を解除されたダイアズマーが、自重で一気に砂の中へ沈み込む。

　その動きに合わせて、ロープを巻き上げる澪。

　数秒後、ダイアズマーがサンド・モービルディックの背中に乗る。

『ローリエ、コントロール移譲。ユーハブコントロール』

『アイハブ』

　澪がローリエにコントロールを譲った直後に、サンド・モービルディックはダイアズマーを振り落とそうとして地表まで浮上する。

　そのタイミングを狙って、澪がコクピットを開いて自身が普段から使っている弓を引き絞る。

「ていっ、巨竜落とし！」

　コクピットからエクストラスキルを発射する。そんな予想外の荒業に、妨害の余地もなく頸椎を撃ち抜かれて、何度も大きく痙けい攣れんしながら命を落とすサンド・モービルディック。

　巨大ロボットものでは割と定番である、パイロットによるコクピットからのダイレクトアタック。

　だが、これほどとんでもない威力のものは、きっと前代未聞であろう。

「ん、ちょうどいいぐらいの範囲を撃ち抜いてる」

　揺れが収まったところで目視でサンド・モービルディックの傷口を確認し、満足げにそう頷く澪。

　それを見ていたローリエから、苦情が飛ぶ。

『さすがに今の行為は何重にも危険です。倒すだけならほかにやりようがありましたので、以降は慎んでください』

『ん、分かってる。ローリエごめん』

『分かっていただければよいです……それで、解体はどうなさいますか？』

『城に持って帰って、落ち着いてやる。どうせもう死んでるから、活〆してっていうやり方はできないし』

『分かりました。緊急回収機能のテストをしますので、先にその死体を城の倉庫へ移動させてください』

『了解』

　ローリエの指示に従い、ダイアズマーの、もっと正確に言うならワンボックスカーの荷台経由で神の城の倉庫へサンド・モービルディックを移動させる澪。

　合体していてもワンボックスカーや潜地艇の荷台スペースを利用できるのは、正直かなり違和感がある仕様ではあるが、便利だし宏のやることなので突っ込むだけ無駄だと気にしないことにする。

『それでは回収します』

『お願い』

『緊急回収機能、起動』

　ローリエの操作で、何の抵抗もなくあっさり神の城へと帰還するダイアズマー。

　その後、無事に帰ってこられたことを喜びかけたローリエが、最後の巨竜落としの際にコクピットが砂まみれになっていたことを知って、岩でも飛び込んできたらどうするつもりだったのかと、澪をこっぴどく叱しかることになるのだった。




　　　　☆




「というわけで、巨竜落としの実験まではできなかった」

「それはええんやけど、また無茶したもんやなあ……」

　その日の夜。無事に復活した真琴も交えて、ウルスの工房での夕食の席。

　今日あったことを話した澪に対して、呆れたように宏がそうコメントをする。

「つうかな、真琴。保護者としてついていったはずなのに、食べすぎでダウンってのはどうかと思うぞ？」

「それはあたしも深く反省してるわ……」

「さすがに真琴さんの胃袋じゃ、カニ四杯は厳しかったか～……」

「多分、毛ガニとかセコガニとかを合わせて、だったら大丈夫だったんだろうとは思うんだけど、タラバガニにアブラガニにタカアシガニに花咲ガニとボリューミーなカニばかりだったから、ちょっと無理があったみたい」

「計算した感じ、身の重量で普通に何キロか食っとるやん。そら、気分も悪くなるで」

　宏に食べた重量を告げられ、自分がどれほどの暴食をやってのけたのかを思い知る真琴。

　最近の澪じゃあるまいし、同じものをたくさん食べて平気な体はしていない。

「で、そのボスクジラはもう解体したん？」

「まだ。最後の一撃で全身砂まみれのすごいことになってたから、必死になって体洗ってた」

「なるほどなあ。こら、ワンボックスとか、車内えらいことなってそうやな」

「そっちは、ローリエがなんとかしてくれた」

　澪の言葉に、あとでローリエを労いたわらなければという点で意見が一致する宏達。

　正直、生まれてまだそれほど経っていないのに、ローリエに負担をかけすぎである。

「とりあえず、クジラはあとでバラしとくわ。それで、真琴さんの技で仕留めたカニが、その技では傷一つついてへんかった、っちゅうんはほんま？」

「ええ。解体してるところをずっと見てたけど、身は全部綺き麗れいなものだったわよ。完全にバッサリ斬った箇所もいっぱいあったのに、中には全然傷が入ってなかったのよ」

「そらまた、便利やけどけったいな話やなあ」

「そうなのよねえ。残念ながら、あたしには心当たりがないし、禁書庫で貰った知識にも該当しそうなものはないしで、ちょっと不気味なのよ」

「なるほどなあ。誰か、なんぞ心当たりあるか？」

　宏に問われ、即座に首を左右に振る達也と澪。

　澪に関しては、心当たりがあるのであれば最初から真琴に告げているだろう、ということで誰も期待していなかったが、達也にも心当たりがないのは少々厄介な感じである。

「春菜さんは、なんか知っとる？」

「ん～、微妙なところなんだけど、もしかして、っていうのはあるよ」

「あるんや」

「うん。ものすごくマイナーな攻撃魔法に、そういうのがあったなあ、って」

　マイナーな攻撃魔法、と聞いて、達也が真っ先に首をかしげる。

　全ての魔法を知っているわけではないが、それでも専業の魔法使いだけに攻撃系は大概のものを知っている。

　しかも、達也が得意とするオキサイドサークルは、知名度の低さでは相当な順位にくる。

　それ以外にも実用レベルではないだけで、多数のマイナー魔法を習得している達也。

　自分の知識に引っかからないほどマイナーな攻撃魔法が、本当にあるのかと彼が疑問に思うのも無理はないだろう。

「えっとね、スピリット系とソウルクラッシュ系の魔法なんだけど、相手の精神力だけを削り取るっていう仕様なんだ」

「……聞いたことねえなあ」

「ソウルクラッシュ系は、私もゲーム時代は聞いたことなかったよ。禁書庫の情報で初めて知った系統だし」

「スピリット系は、ゲーム時代から知っとったん？」

「うん。スピリット系は一人だけ使ってるのを見たことがあるんだけど、正直すごく微妙だったんだよね。まあ、魔法の名前にスピリットとかソウルクラッシュとか付かなくて、説明文のテキストに出てるだけだから、知らないのはそのせいかもしれないんだけど」

「微妙ってえと、カエルとかウサギの呼吸器官ぐらいしかふさげない初期のオキサイドサークルよりか？」

「近いものはあるかな。ものすごく魔力を食うのに、スピリット系で精神力を削り切っても、ゴーストとかの霊体系モンスター以外、相手が気絶するだけで倒したことにならないの」

「ものすごく魔力を食うって、どれぐらいだ？」

「マジックマスタリー中級で精神力が二百を超えてるレベル二百手前のプレイヤーが、初級魔法なのに熟練度最大で五発ぐらいで魔力枯渇するぐらい」

「「「「うわあ……」」」」

　春菜の説明に、微妙扱いされる理由を納得する宏達。

　同じ条件だと熟練度最大なら聖天八極砲ですら上手くやれば三発は撃てる魔力を、たかが初級魔法五発で使い切る。

　使い勝手が悪いにもほどがあると言えよう。

　しかも、その後わざわざ止とどめを刺さなければいけないとなると、宏のような職人プレイヤーはともかく、一般的なプレイヤーにとっては面倒くさいことこの上ない。

　霊体系は普通に倒せるといったところで、それぐらいのことは他の魔法でも可能なので、大したアピールポイントにはならない。

「あと、習得条件が面倒くさくて、しかもその情報を得るためのフラグがまたすごく管理がシビアで、私ですら正直そこまでして習得しなくてもいいかな、って思ったよ」

「割と物好きで手間暇惜しまん春菜さんですらそうやっちゅうんやったら、そら情報が出ても広まらんやろうなあ」

「その評価は微妙な気分だけど、まあそういうことだろうね」

　理由を聞いて納得した宏の評価に、本気で複雑そうな顔をしつつ同意する春菜。

　習得条件が春菜ですら嫌がるほど面倒で、コストパフォーマンスが洒落にならないほど悪く、そのくせ普通に使っても相手を仕留められない魔法。たまたま習得条件を満たしてしまったとかでもなければ、恐らくわざわざ鍛えたりはしないだろう。

「で、ソウルクラッシュ系っていうのはその上位というか変種になるんだけど、こっちは魂を直接攻撃するタイプの魔法で、魔法無効だろうが何だろうが関係なくレジストされなきゃ精神ダメージが入って、精神力を削り切れば仕留められるみたい」

「それはそれでえげつないなあ……」

「うん。で、共通点として物理的な影響が一切出ないっていうのがあるから、真琴さんのその星王剣舞陣っていう技も、スピリット系かソウルクラッシュ系と同じ特性なんじゃないかなって思うんだ」

「ちゃんとカニが死んどったこと考えたら、ソウルクラッシュ系の方が近そうやな」

「そうだね。多分、ダンジョンボスを素材目的でマラソンするんだったら、すごく便利なんじゃないかなって気がするよ」

　物理的な影響が出ないという特性で、真っ先にそこに発想がいく春菜。

　生産がメインというわけでもなければ現在素材があふれるほどあるというのに、宏の発想に実によく染まったというしかない。

「で、まあ、あたし達の報告はそんなもんなんだけど、そっちはどうなのよ？」

「せやなあ。僕らの方は、午前中は小豆栽培して春菜さんに神の農園スキルが生えてへんか確認したぐらいのことしかやってへんけど、午後は兄貴が持ち込んだ話をもとに、軍用食の消費方法を検討しとったな」

「師匠、それ詳しく」

　食べるものの話、ということで、澪がものすごい勢いで食いついてくる。

　澪がエロがらみ以上に興味を示すことがある、唯一の話題が食べもの関係であろう。

　なお、サブカル系のネタに関しては、エロが絡まないものは食べ物より食いつきが悪いことがあるのはここだけの話である。

「っちゅうても、例の件でだぶついた軍用食をどうにか売りさばく必要があったから、一般家庭とか普通の飲食店とかでも消費できひんかっちゅうメリザさんの頼み聞いて、いろいろ料理して確認しとっただけやで」

　とりあえずそう告げてから、何があったかを説明する宏。

　宏の説明を聞いて、『そんな面白そうなことが』などと思いつつも、ダイアズマーで散々遊んだうえにカニ尽くしという贅ぜい沢たくをしたので、それ以上は贅沢かと矛を収める澪。

　矛を収めた一番の理由が、自分が食べる分も十分に用意されていることだったあたり、実に澪らしいと言えよう。

「で、他には軍用食を使って簡単に料理が作れる調理器具とか食器、機材なんかもいろいろ試作したよね」

「一番苦労したんが、作るのにあんまり手間もコストもかからん構造で、野営の時の焚き火とかで誰でも簡単に使えるっちゅう仕様やな」

「どっちかだけだったら、割とどうとでもなったんだけどね」

「せやねんなあ。まあ、食器はジノとかジェクトとかでも作れるレベルになったから、あれで量産はきくやろ」

「機材の方は、どうしてもかさばるのが問題なんだよね」

「サイズとか可搬性、使い勝手の良さが、完全に値段とトレードオフになってもうたからなあ。むしろ、一番大型のやつは前に軍に納品したやつに規格合わせて、流れ作業的に大量調理に使ったほうがええんちゃうかっちゅう感じやで」

「師匠、そんなに規模が大きい？」

「いっそ、馬で引いて運べる薪まきオーブンに改造して、大型大容量化したほうがええんちゃうか、っちゅうレベルや。多分、そっちの方が安く作れるやろうし」

　宏の言葉に、うわぁという表情を浮かべる澪。

　何が呆れるかといって、普通なら高額になるはずの大型大容量化を行うほうが安く作れる、という点であろう。

　もっとも、軍に納めた調理器具、という話では、米を炊くための器具は今回のオーブンどころではなく多機能かつ生産性が高いので、考えようによってはそれよりはグレードダウンしていると言える。

「機材はともかく、あたしには食器っていうのがよく分かんないんだけど？」

　機材だの食器だのの話になったところで、今度は真琴が口を挟む。

　それを聞いた春菜が、概要を説明する。

「まあ、そんな難しいものじゃなくてね。軍用食を全部決まった順番で入れて、容器の内側に刻んである線まで水を注いで蓋ふたをして、そのまま火にかけると料理ができる、っていうものを作ったんだよ」

「ああ。たまに百均とかで売ってるような、いわゆる便利グッズの類ね」

「そうそう。あんまり難しかったり手間がかかったりすると結局使わなくなるから、自由度がない代わりに簡単に使えるものをね」

　春菜の言葉に、自分を振り返って納得する真琴。

　人間、習慣として身についているかよほど性にあっているかでない限り、基本的に面倒なことはだんだんやらなくなってくるものだ。

　極端な話、中に指定された食材を入れてレンジでチンというレベルのグッズですら、ものぐさな人間だと二度か三度で使わなくなる。

　便利グッズの開発というのは、そういう心構えが必要である。

「で、試作品のうち、使い勝手が良くて生産しやすいものを見繕って、俺とメリザさんであっちこっちに売り込みをかけてきた、ってわけだ」

「……動きがすさまじく速いわね……」

「……達たつ兄にい、売り込みをかけるのはいいけど、うちでそんなに作れるの？」

「別に、うちで全部作るわけじゃない。メリザさんが抱えてる他の工房にも生産は委託するし、そもそも販売も生産もメリザ商会だけで抱え込むつもりもないしな」

「「そうなの!?」」

「ああ」

　もうすでに外部を巻き込む方向で動いていることに対し、思わず驚きの声を上げる真琴と澪。

　アズマ工房にせよメリザ商会にせよ、方向性は違えど独占を考えるような集団ではないので、よそに生産を委託すること自体は驚きでも何でもない。

　が、今までの経緯を見ていると、良くも悪くも腰が重い、というより、きちっとしたものができて目途が立ってから行動する傾向があったので、まだ試作が終わった、という程度の段階で商売として他者を巻き込みにかかるのは、どうにも珍しい気はする。

「今回は理由が理由だからな。西地区の商人達の体力を考えると、早めに広がってもらわないと連鎖倒産が始まりかねないからな。多少拙速でもすぐに動かにゃならん」

「あ～」

　達也の台詞に、いつになく拙速な動きについて納得する真琴。

　正確な話は明後日のレイオットの報告待ちだが、現時点でのレイオットやメリザの話だけでも、資金繰りが厳しくなっている業者がいくつも出ていることは想像に難かたくない。

　目途が立っていないだけに今までより博ばく打ちの要素は強いが、そう言っていられるほどの余裕もないのは確かだろう。

「まあ、そういうわけやから、レイっちが調査報告持ってくるまでは、僕と春菜さんは引き続き商品開発やな」

「バリエーションは、あったほうがいいからね。それに、私は屋台でテスト販売するファムちゃん達の穴埋めで、ポーション類も作らなきゃだし」

「じゃあ、あたしは明日からは達也の手伝いかしらね」

「そうだな」

「じゃあ、ボクは操船の練習してくる」

　各々の予定が出揃ったところで、澪の予定を聞いた春菜が怪訝な顔をする。

「ダイアズマー使う用事は終わったんだよね？」

「ん。でも、素材が一部足りないから、達兄か真琴姉の手が空くまで待つ」

「ねえ、澪。それだったら商品開発の手伝いでいいんじゃない？」

「百均的便利グッズとなると、世間知らずのボクじゃ無理」

　春菜と真琴の質問に対し、やたらと力強く説得力のある理由を口にする澪。

　その理由を聞いて、大いに納得する宏達。

　この手の商品開発は、幅広い発想力と人生経験がものを言う部分が強い。

　澪の場合は発想力自体は十分だが幅広いという点に難があり、人生経験も非常に偏ったものになっている。

　手伝っても役に立たないということはないものの、試作の手伝い以外は試食係と試作品のテストぐらいしかやることがないので、別に澪でなくても問題ない。

　というよりむしろレラ達管理人チームの方が、この世界の一般人に近い感覚を持っている分、テスト要員には適している。

　それ以前に、世間知らずだなんだというポイントを抜きにしても、澪はこういうことを面倒くさがらないので、便利グッズが普及するか否かという面でのテスト要員には向かない。

　かといってポーション作りをやると、今度は澪の腕だと過剰品質になって納品がしづらくなるうえに、盛大に時間が余る。

「そういうわけだから、今後別行動の時の選択肢を広げるためにも、ボクは操船の練習」

「了解。じゃあ明日は、宏と春菜が工房にいて、あたしと達也がウルスで情報収集、澪は一人で動くって感じね」

「そうだな。真琴は西と北と南、どこが一番縁がある？」

「南かしらね」

「じゃあ、俺は北だな。西はそんなに接点がないから、区切りがついたら一緒に回るか」

「そうね」

　澪の意見を受け入れて全員の予定を確定し、ついでに分担も決める達也と真琴。

　こうして、レイオットの要望に端を発したウルスの産業問題は、宏達の手により水面下で多数の人間を巻き込みながら、静かに大きく動いていくのであった。






邪神編　第二四話






　宏ひろし達が軍用食関連のあれこれを試作し、真ま琴ことと澪みおがダイアズマーで大暴れした次の日。

　朝からレイニーは忙しく仕事を進めていた。

「やっと、第一陣の調査が終わった……」

　大量の書類をこっそりレイオットの執務机の上に置き、追加の名簿を回収しながらそんなことをぼやくレイニー。

　彼女にしては珍しいことだが、今回の調査でレイニーは疲れ果てていた。

「行きがかり上仕方がなかったとはいえ、闇組織三つ潰つぶすのはさすがに疲れた……」

　そう、レイニーは今回、一般公募に応募してきた候補者を調査する過程で、他国から流れ込んできた闇組織を三つも壊滅させる羽目になってしまったのだ。

　本来ならそんなことをする必要は全くなかったのだが、それらの闇組織はどれもなかなかの規模であり、なかには他の候補者を脅迫している組織もあったのだ。

　このままではもっと被害が拡大し、最終的にインスタントラーメン工場の運営にまで影響が出かねない状況だったため、無理をしてでもさっさと潰さざるを得なかったのだ。

　それだけでも疲れる話なのに、闇組織のボスが揃そろいも揃って、レイニーが理解できない種類の変態であり、そのせいで妙に手て強ごわく排除に手間取ったのがさらに疲労に拍車をかけている。

　正直、想定外どころの話ではなかった。

「……うう、折角のハニーの匂いなのに、ハアハアする気力もない……」

　自身をよく知る人間が聞けば二度見しそうなことを言いながら、気力回復のために取り出した使用済みタオルをカバンにしまい、追加名簿の確認をするレイニー。

　名簿の一番上は冒険者協会のウルス東部支部から回収されたものらしく、レイニーがよく知っている人物の名が何人も挙がっていた。

　というより、他の支部の分を合わせても知らない名前の方が少数だ。

　良し悪しは何とも言いづらいところだが、少なくとも調査の絶対量が減るという面において、レイニーにとっては朗報だと言えよう。

「とりあえず、この三人は調査するまでもなく背後は黒。この二人は状況が変わっていないかだけ確認すればよし。ここからここまでは……」
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　自身の記憶を頼りに、少しでも調査項目を減らすべく絞り込みを行うレイニー。

　瞬く間に三分の一以下にふるい落とし、さらに残りの五分の四を再確認と判定する。

　実のところ、ウルスの全ての支部に出入りする冒険者は、かつての密偵訓練の際に一通り調査を行っている。その後も一部の要注意人物に関しては、手が空くたびに状況確認していた。その成果が、大いに役に立った形である。

　なお、レイニーは春はる菜なほどの記憶力は持たないが、仕事で調査したことは忘れないという技能を訓練で身につけている。

　この技能は、ウォルディスの調査に投入されていたアズガッドをはじめとするトップクラスの密偵や、バーストのような一部特殊な立ち位置にいる暗部の人間は、大抵習得しているものである。

　逆に言えばレイニーのような存在にとって、これを身につけているかどうかでその地位と国元での安全性が決まると言っても過言ではない。

「……とりあえず、全然知らないのはこのエルトリンデってエルフの女だけ。この女を徹底的に調査して、そのついでに他の人間の状況確認を済ませれば、大体の仕事は終わる」

　名簿に添えられたエルトリンデの書類を見ながら、特にこれといった感情を見せることなくそう呟つぶやくレイニー。

　こうしてレイニーは、インスタントラーメンエルフことエルトリンデの監視につくことにするのであった。




　　　　☆




　昨日、宏の一声で突如決まった屋台販売の仕込みを終えた工房職員組。

　そのメンバーの一人であるライムは、屋台開始までの時間を利用して神の城にいる面々に試食品を届けに来ていた。

　時間としては朝九時くらいのことである。

「ローリエおねーちゃん、おはようなの！」

「おはようございます、ライムさん。どうなさいましたか？」

「今日ね、みんなで屋台やることになったから、ししょくをいっぱい持ってきたの！」

　中庭に転移してすぐに出迎えにきたローリエに対し、笑顔で元気いっぱいに用件を告げるライム。

　それを聞いたローリエが、わずかに表情を笑みの形に崩して一つ頷うなずく。

「ありがとうございます。それではアンジェリカ様とトウカにも食べていただきましょうか」

「うん！」

　ライムの気持ちいい返事に今度ははっきりと笑みを浮かべながら、パネルを操作してアンジェリカを呼び出す。

　なお、冬とう華かは現在寝起きでボーッとしているので、もう少ししてから呼び寄せる予定である。

『アンジェリカ様。ライムさんが試食品ということで差し入れを持ってきてくださいました。よろしければどうですか？』

『ふむ。折角だからいただこう』

『では、本宮の食堂へお越しください』

　アンジェリカに必要な案内を終えると、ライムを連れて食堂へ転移するローリエ。ついでにティーセットを手元に呼び寄せるのも忘れない。

「アンジェリカおねーちゃん、おはようなの！」

「うむ、おはよう。試食と聞いておったが、何を作ったのだ？」

「乾パンを使ったフレンチトーストなの！　ものすごくかたかった乾パンが、やわらかくてサクサクでおいしくなったの！」

「ほほう。あの乾パンがのう……」

　ライムの言葉に、実に興味深そうにアンジェリカが言う。

　長い人生を過ごしているだけあって、彼女も乾パンの恐ろしいまでの硬さはよく知ってるようだ。

「お茶を用意しました。こちらもライムさんに先日いただいたもので、ハーブティーになります」

「うむ、ありがとう」

「それでは、トウカを連れてまいりますので、先にお食べください」

「いやいや、それぐらいは待っておくぞ」

　そう言いつつ、微妙に目が泳ぐアンジェリカ。

　それを見たライムが不思議そうにする。

「アンジェリカおねーちゃん、なんかへん」

「……うむ、すまんのう。どうにもトウカと会うのは、どう対応していいのかまだ決めかねておって苦手意識がのう……」

「へんなの」

「我も、自覚はある。が、人数が多ければともかく、この少人数ではな……」

　その言葉が終わるかどうか、というタイミングで、ローリエが冬華を連れて転移してくる。

「おはようなの！」

「ライムちゃん、おはよう！」

　ライムの元気な挨拶に、冬華も同じぐらい元気に挨拶を返す。

　因ちなみにライムは、冬華が生まれた日に顔を合わせている。神の城に来た際にたまたま冬華が起きていたのだ。

　その際に、生まれたばかりなので服が足りないとローリエから聞いて、折角澪や真琴が作ってくれたもののライムの普段のライフスタイルに合わず、タンスの肥やしとなっていた服のいくつかを譲っている。

　作ってくれた澪達には事後承諾だったが、冬華は冬華で似合いそうだからと澪達も快諾してくれたので問題ない。

「では、揃ったことだし試食を初めてはどうか？」

「はいなの！」

　アンジェリカに促され、試食品の入った袋をローリエに預けるライム。

　それを受け取ったローリエが、中身を確かめて均等になるように並べていく。

「……ふむ。二種類あるようだが、どちらもフレンチトーストというものなのか？」

「こっちのうすいのは、ラスクなの。クラッカーを油であげてさとうをまぶしたの」

「ふむ。どれどれ……」

　ライムの説明を聞き、一枚手に取って観察、手で割って口に入れてみるアンジェリカ。

「……これが、本当にあのクラッカーか？」

「うん。油であげたら、パリパリのサクサクになったの」

「……ほう」

　何やら難しい顔をしながらクラッカーを味わうアンジェリカの横で、冬華が満面の笑みを浮かべながら「パリパリのサクサク～！」などと喜びの声を上げてラスクを平らげていく。

「アンジェリカお姉ちゃん、美お味いしくない？」

「いやいや、美う味まいとも。美味いからこそ、複雑な気持ちというか……」

「変なの」

　冬華の問いに、渋い顔で正直にそう告げるアンジェリカ。

　どうにも、乾パンやクラッカーにはいろいろと思うところがあるようだ。

「こっちは甘くて軟らかくてサクサク！」

「お茶請けにも軽くつまむのにもいいですね」

　フレンチトーストを食べてさらに渋い顔になるアンジェリカを放置して、素直に美味しさを言葉と表情で表現する冬華とローリエ。

　なお、ライムはこれまでに散々食べているので、美味しいとは思っていてもこれといって特別な感想など持っていない。

「……アンジェリカお姉ちゃん？」

　完全に反応が消えたアンジェリカに対し、冬華がさらに不思議そうに声をかける。

「……言うても仕方がないことではあるが、なぜあの時にこれがなかったのか……」

「アンジェリカお姉ちゃん？」

「おねーちゃん、たまにこうなるの」

　妙に恨めしそうにぶつぶつ言いだしたアンジェリカに対し、微妙に怯おびえながら声をかける冬華。

　その冬華に対し、平常運転のままいつものことと言わんばかりにそうライムが告げる。

「口にしてみれば、大した工夫でもないというのにこの違い……。数千年の知恵というのも大したことはないのう……」

「ライムちゃん！　アンジェリカお姉ちゃんが壊れた！」

「たまにこーなるの。こーなってるときは、ライム達にできることは何もないの」

　冬華のＳＯＳに、笑顔でそんな無情な答えを返すライム。

　どうやら長く生きているといろいろあるようで、ほぼずっと隠れ里に引きこもっていた割には、アンジェリカにはよく分からない地雷が多い。

　恐らく、今回もそういう地雷の一つだったのだろう。

　よくあることではないが珍しいというほどでもないので、すっかり慣れているライムは完全スルーだ。

　しかも、

「あっ！　そろそろ屋台のじゅんびがはじまるの！　もう行かなきゃなの！」

　そろそろ時間切れだからと、精神的にはともかく生まれてからの年齢はゼロ歳であるローリエと冬華をさくっと放置してウルスへと帰っていく。

「ローリエちゃん、どーしよ!?」

「……復帰してくださるのを待つしかないかと……」

　結局、フレンチトーストとラスクに何やらトラウマを呼び覚まされたアンジェリカが復帰するまでの十分間、生後数日の冬華と生後数週間のローリエは、ただひたすら微妙な空気に耐え続けることになる。

　その結果、

「……」

「トウカ？　トウカ!?」

　アンジェリカが復帰するのと入れ替わるように冬華がアップデート落ちし、さらに微妙な空気の中に取り残されるローリエであった。




　　　　☆




「あっ、エルトリンデさん。もう一件、ついでの依頼をお願いしてよろしいでしょうか？」

「構いませんけど、どんな依頼ですか？」

「薬の調合ですね。リューグ熱の治療薬を調合していただきたいんです」

　もうすぐ昼という時間帯。

　朝の依頼を終え、時間的に可能そうならと思っていた別な依頼を受領しに冒険者ギルドに来たエルトリンデは、アンに呼び止められてもう一つの仕事を頼まれていた。

　その際、近くで聞き耳を立てている人影がいることには一切気づいていない。

　まさか自分が調査対象になっているなんて思わないだろうし、誰かから恨みを買うようなこともしていないので、警戒心が薄いのも当然であろう。

　まあ、人影というのは監視中のレイニーなのだが。

「リューグ熱ですか。そろそろ流行する時期のような気がしますけど、その兆候が？」

「はい。すでに何人か、発症者が出ています」

　内容を聞き、自分が呼び止められた理由を理解するエルトリンデ。成功率を気にしないなら六級のポーションも製作可能な彼女にとって、得意分野ともいえる仕事である。

　なお、リューグ熱とは世界各地で見られる病気で、弱めのインフルエンザとでも言うべき熱病だ。

　発症するとなかなかの高熱が出て体力次第では命を落とす、身近でありながら警戒すべき死病の一つと言っていい。熱が出る前に独特の斑点が皮膚に浮かび上がるので、それで他の病気と見分けることができる。

　当たり外れはあるがワクチンで予防できるインフルエンザと違って、リューグ熱にはこれといった予防法はなく、その代わり飲めば確実に治療できる特効薬が存在している。そのため、発症者が出たら大量に薬を用意して対症療法で対処するのが一般的である。

　因みにこのリューグ熱、一度発症すると一年は発症しなくなるので、大体流行する時期というのが国ごとに決まっている病気でもある。

　もっとも、最後に発症してから一年は発症しないというだけなので、季節がずれてもかかる人間はかかる病気だったりもする。

「因みに、去年はどうしてたんですか？」

「去年はアズマ工房の工房主のヒロシさんが大量に用意してくださったのですが、今年は別のことに手を取られているようでして」

「あ～、なるほど。それで量が足りなくなりそうだから、私に手伝ってほしいと」

「はい。お願いできますか？」

「材料は支給、機材も貸していただけるのであれば、問題ありません」

「ええ。それと、最初の依頼で納品するオーグパウダーについても、治療薬と一緒に作っていただいて構いませんよ」

「分かりました。機材と材料は、ここにあるのですか？」

「はい。調合室に用意してありますので、自由にお使いください」

　予想以上にいい条件で持ち込まれた話に、それならばと快く仕事を受けるエルトリンデ。

　かつて村の便利屋として暮らしていたエルトリンデは、製薬スキル以外にも大規模な設備は必要ないタイプの生産スキルを持ち、ちょっとした大工などもできる本当に便利なエルフだ。

　恐らく彼女がいなければ、宏が抜けた後の非戦闘系の依頼は回らなかったであろう。

　それだけに、宏かエルトリンデでなければできないタイプの依頼は、協会がこっそり報酬に上乗せしたうえで指名依頼として処理している。

　約一年前は宏がその立場だったのだが、王家から直接依頼が舞い込むようになり、素材集めのために世界中をうろうろするようになってしまったため、さすがに気軽には頼めなくなってしまったのだ。

　なお、エルトリンデが受けたオーグパウダーの納品依頼もその類たぐいのもので、こちらはちょっと変わった植物を育てるのに使う肥料である。

　薬の調合の心得があれば作るのは割と簡単なのだが、素材がマイナーゆえ自分で採取してこないと数が確保できないため、微妙に面倒だったりするのだ。

　エルトリンデがわざわざ昼から受けることにしていたのも、朝の採取依頼のついでに材料が手に入れば受けようと考えていたからである。

「じゃあ、ご飯食べたらすぐ調合を始めますね」

「お願いします」

　受領手続きを終え、アンから調合室のカギを受け取り、併設されている酒場兼食堂に昼食を食べに行くエルトリンデ。

　その後を追うように動いたレイニーが、さりげなくアンのところに立ち寄る。

「……あら」

「殿下の命令で、素行その他の調査中。時間が足りないから、手間を省くために協力願いたい」

「分かりました。どのような情報が必要ですか？」

「この名簿の印が入っている人物の、その後の様子や態度を知りたい。私はあのエルフをもうしばらく追跡調査したあと、他を回ってくる」

「それでは、のちほど情報をまとめてお渡しします」

「お願い。あと他を回るついでに、ハニーや王宮にもリューグ熱のことを連絡しておく」

「お願いしてよろしいですか？」

「情報提供と相殺」

「では、参考までに彼女の実績とギルド評価をお渡しします」

「ん、ありがとう」

　そう言いおいて、アンから情報を受け取ると、レイニーは音もなくすっとエルトリンデにほど近い席に移動する。

　どうやら、他の調査対象者と一緒に食事をとるようで、エルトリンデがついたテーブルは十人ぐらいの冒険者が集まっていた。

　それならばと、栄養補給もかねてカモフラージュのためのごく軽い食事を注文するレイニー。そのまま様子をうかがう。

「よう、調子はどうだ？」

「まあまあ、かな。あ、そうそう。リューグ熱が流行りそうだから、遠出するときは薬持っていかなきゃだめよ」

「そうなの？」

「うん。さっき、指名依頼を受けてね。お昼食べたら、今日は材料が尽きるまで薬作り」

「そうか。だったら何人かにそれとなく話しておいたほうがよさそうだな」

「あと、採取が得意な子に頼んで、リューグ熱の薬の材料、採れるだけ採ってきておいてもらったほうがよさそうね～」

「毎年、途中で必ず薬の在庫が足りなくなるから、準備はしておいたほうがいいかな」

　エルトリンデの情報をもとに、自分の持つ人脈を使って準備できそうなことを話し合う冒険者達。さすがに毎年のことなので、この情報でパニックをあおるようなへまは誰もしない。

「それで、リンデ。あんたも例の工場に応募したんだって？」

「うん。マールだってそうでしょ？」

「ええ、そりゃそうよ。工場稼働からしばらくしたら少しは安くなるかと思ってたのに、全然値段変わんないしさ。もしかしたら、工場に就職できたらもう少し安くありつけるかも、って思うのは当然じゃない」

「そうね。私も、主目的はそれだったし」

「まあでも、リンデほどの情熱はないから、もしかしたらそれが原因で落とされるかもしれないけどねえ」

　マールと呼ばれた女性冒険者がそう言った途端、周囲の他の冒険者も苦笑しながら頷く。

「俺だって一いち縷るの望みをかけて応募はしたけどよ、リンデぐらい本気じゃなきゃ採用されないってんだったら無理だぜ？」

「そうそう。いくらなんでも、一回食べたときの記憶だけで似たようなものを再現できないかって頑張れるほど、俺らは思い入れも根性も技もないし」

　エルトリンデの所業をあげつらって、そこまで情熱はないと断言する冒険者達。

　そもそもこの世界でのインスタントラーメンの興おこりが、宏がいろんな意味で我慢できなくなって記憶だけで再現した、と聞いたら、彼らがどんな反応をするのかが非常に気になる言葉である。

　ただし、少なくともエルトリンデは感動のあまり弟子入り志願してくるだろう、というのは容易に想像できるのだが。

「だって、里の皆にも食べてみてほしかったんだもの。買えないなら作れないか試してみないと、便利屋の名が廃るというか……」

「でも、無理だったんだろう？」

「麺は生麺を茹ゆでるっていう条件なら似たような食感のものができたんだけど、乾燥させてお湯で戻してもあんなふうにはどうやってもならなかったし、スープに至っては味の再現もできなければ、どうやって粉にしてるかも分からないままね……」

　予想以上にガチでチャレンジしている様子のエルトリンデに、どちらかというと揶揄からかう雰囲気だった冒険者達がドン引きする。

　言っては何だが、冒険者カテゴリーの人材の場合、いくら料理が得意でも麺類を麺打ちからできるほどの腕を持っている人間は稀まれである。

　そんな腕があれば飲食店に雇われているか、自分で店を出しているのが普通であり、まず冒険者なんて仕事は選ばないのが一般的だ。

　辛うじて初期の春菜のように自分の店を持つため（春菜の場合は宏が使う工房だったが）、その費用稼ぎに冒険者をする人材はいるが、それとて春菜がやったように屋台を出せて安定して稼げるようになった時点で基本的には引退する。

　製薬と魔法能力が稼ぎの主軸とはいえ、エルトリンデほどの料理の腕を持った冒険者は、実のところかなり珍しい部類に入る。

「というか、みんなできないことが多すぎよ。冒険者なんだから、不測の事態に備えてできるようになろうと頑張らないと」

「ポーション作れるように、とかはまあ分からなくもないけど、さすがに製法不明のインスタントラーメンを自力で作れるようになる必要はないと思う」

　ドン引きされて、ムキになってそう反論するも、マールの反論にあっさり叩たたき潰される。

「……エルトリンデは、かなり極端なインスタントラーメン愛好家、と」

　それを横で聞いていたレイニーが、小声で呟きながらメモを取る。

　ひそかにエアリスと意見が合いそうだというコメントを記載しているあたり、レイニーがどんな評価を下したかよく分かる。

　ついでに、エルトリンデと一緒に食事をしている応募者のうち、雰囲気や反応がおかしい人物にバツの印を入れておく。

「それにしても、やってることがハニーに近いから、もっとすさまじい能力の持ち主かと思った」

　エルトリンデの言動その他を前に、手に入れた情報と照らし合わせながらそんな無体なことを言い出すレイニー。

　確かにカテゴリー的には宏と同じタイプではあるが、そもそもエルトリンデは宏ほど特化しているわけではない。

　それ以上に根本的な話として、冒険者協会に持ち込まれる便利屋向けの依頼など、大部分は宏ほどの能力は必要ない。

　必要になるような依頼は依頼人自身がダメもとで持ち込んでいるものなので、結局誰もこなせずにたなざらしにされるのが普通だ。

　実のところエルトリンデですら、本来なら冒険者を本業にするような人材ではないのである。

「……あとは、エルトリンデの調合の腕を確認するだけ」

　冒険者達との会話でおおよその人となりを掴つかみ、ついでに同席者全ての判定を終えたところで、食事を済ませるレイニー。

　その後、ポーション調合の腕を確認し、気づかれないように仕掛けを残して調合室から脱出。時間を有効活用すべく他の地域へと移動するのであった。




　　　　☆




「ん？　レイニー？」

「ミオ？」

　エルトリンデの調査を切り上げてから一時間後。

　各冒険者協会に情報提供の要請を終えたレイニーは、あまり情報が得られていない港湾区を詳しく調べるべく、港へと足を運んでいた。

「珍しい。やっぱり例の調査？」

「別件。各種情報収集」

「……漁港では、変わった話は出てない。せいぜい、師匠が作った塗料が広まって、船の持ちがよくなった程度」

「船大工の仕事が減ったりとかは？」

「なかった。というより、いくら持ちがよくなったところで、船底の修理頻度が減った程度」

　澪の説明を聞き、そういうものかと納得しておくレイニー。

　正直、自分が素人だという自覚があるこの手の分野に関して、専門知識がある人間相手に食い下がって確認するほど、レイニーは自分の判断能力を評価してはいないのだ。

「それで、ハニーは？」

「工房で待機しながらいろいろ試作中。ボクは今後のことを考えて、操船の練習に来てる」

「……この寒さで？」

「……微妙に後悔中」

　レイニーに突っ込まれ、海の寒さを甘く見ていたことを正直に告白する澪。

　温度調整のエンチャントがかかった服を着てはいるが、あえて一定ラインまでは暑さ寒さを感じる調整になっているので、冬の海という条件となるとやはり寒いのである。

「操船の訓練って、どんなことをしてる？」

「さっきまで、大きなタライに浮かべた桶おけに立つとか、そういう感じの室内でできる基礎訓練をしてた。筋がいいからって、これから実際の船に乗って練習させてもらえることになった」

「……ねえ、ミオ」

「ん？」

「その練習、同乗して見学は可能？」

「いいけど、どうして？」

「調査の一環。あとで殿下に報告する」

　唐突にそんなことを言い出すレイニーに対し、微妙に不思議そうにしながらも調査ということで同行を許す澪。

　言うまでもなく、本来の調査目的を考えるなら、澪の練習に付き合うのは大きなタイムロスであるが、密偵の勘のようなものがここをスルーしてはいけないとささやいている。

　レイニーは、その勘に素直に従うことにしたのだ。

「……まだ練習を始めたところで下手だから、変に盛ったりせず正直に報告すること」

「当然」

　無表情なまま恥ずかしそうに告げた澪の言葉に、同じぐらい無表情なままそう断言するレイニー。

　はたで見ていると、二人が会話をしている姿はかなり異様である。

「それで、どの船で練習？」

「あれ」

「……結構大きめ？」

「最終的に、神の船を操作するのが目標」

「なるほど」

　澪が目指しているところを聞いて、操船の練習の意味を理解するレイニー。

　そんな話をしながら、二人は船に乗り込む。

　船の状態と乗組員を把握することに努めるべく、レイニーは澪に声をかけるのは控えることにする。

　オーレリア号という名のこの船は、乗組員込みで大体三十人程度が乗船できる規模のもので、今回は船長兼指導員に副船長兼航海士、帆の操作やマストにのぼっての監視などで計五人の乗員がいる。

　澪は操そう舵だの練習をすることになっており、船長兼指導員の男がその後ろに立っている。

　なお、この船は近海用のもので、基本的に短距離の輸送をメインとしたものだ。そのためか漁船よりは大きいが客船というには規模が小さく、また夜間の航行や寝泊まりができるような設備も備え付けられてはいない。

　その規模の小ささからか、ファーレーンではこのタイプの船の場合、基本的に船長と航海士は操舵も兼任する。

　そのため、指示が行き届きやすくフォローもしやすいことから、操船の訓練にはこういう船が使われることが多い。

「出航準備、完了しました」

「了解。さあ、ミオ。出航の指示を」

「ん。オーレリア号、出航！」

　指導員に促されて、澪らしくない大声で出航を告げる。

　さすがの澪も、こういうときはちゃんと腹から声を出すようだ。

　もっとも、あまり慣れていない人間が身構えている様子が声に出ており、レイニーと話すときと比較すると、はるかに無機質な感じになっている。

「……」

　そんな澪の様子を観察していると、レイニーはよろしくない事実に気がついてしまう。

「ミオ、力みすぎだ。舵かじが右に流れてる」

「ん……」

「今度は力を抜きすぎている」

　素人目には、的確に指導しているように見えなくもない指導員。

　だが、その職務上、人を観察することにかけては超一流で、特に変態を見分けることに関して百戦錬磨のレイニーの目はごまかせない。

　この指導員、指導という名目で必要以上に、しかもごまかしがきく範囲で巧妙に澪の体を触りまくっている。

　はっきり言って、澪の外見はこの世界では普通に子供扱いされる範囲に収まっている。

　特に背が低くて細身なのが致命的で、ちょっと厚手の服を着るとほぼ凹凸が隠れてしまって、余計に子供っぽい体格に見えてしまう。さらに童顔も相まって、ファーレーン人の目で見ればやっと十歳になったかどうかぐらいの年齢にしか見えない。

　だが、見るものが見れば、その服の下は十分女性の体になっていることがはっきり分かるのだ。特に本人が気にしている胸などは、その見た目の年齢からするとかなり豊かに育っているほうに入る。ある種の変質者にとって、澪は実に美味しい存在なのだ。

（……この指導員、なかなか気合いが入った変態）

　澪に向ける視線の種類や向ける先、そのさりげない触り方などから、断定するレイニー。

　特に、時々露骨に胸元や尻を凝視してはやたら嬉うれしそうにするあたり、正直言って感性がかなりずれているレイニーをして、気持ち悪いと感じざるを得ない。

　揺れの都合で意外にエロい胸や尻の形と大きさを強調するポーズになってしまった際、本人に見えていないのをいいことに異常に鼻の下を伸ばして目に焼き付けているところなどは、完膚なきまでに有罪である。

（……ミオの鋭さなら、これぐらいは気がついているはず。けど、どうにも分かっているかどうか不安な感じ）

　澪の方を観察してみると、どうにも目の前のことにいっぱいいっぱいなようで、明らかに周囲に対する注意が行き届いていない。普段ならもっと警戒していそうなはずのこれらの行動を、完全にスルーしているのが非常に不安である。

　そのあたりは航海士や他の船員も同じなのか、最初はいっぱいいっぱいで一生懸命だった澪に微笑ほほえましいものを見るような視線を向けていたのが、出航してから三十分が過ぎた今では、ハラハラしながら見守っているのを隠そうともしていない。

　因みに、他の船員が指導員の不穏な動きに気づいたのは、出航から二十分が経過した頃。

　澪が横波に対するリカバリーを失敗して大きく船を揺らした際に、バランスを崩して一瞬尻を突き出して振るようなポーズになってしまったところを、指導員が露骨にガン見しながら鼻の下を伸ばしていたのがきっかけである。

　残念ながら公共の場にいる時点で見るななどという権利はないし、その心の中でどんなことを考えて見ていようが、それ自体は犯罪ではない。

　問題なのは、今までの指導員の行動を見る限り、恐らく単に鼻の下を伸ばしながらガン見するだけでは終わらないであろうということだ。

「……訓練は、まだ続く？」

「……はい。遺憾ながら……」

「休憩はまだ？　その時に指導員の交代はできない？」

　レイニーに問われ、少し考え込む航海士。

「……そうですね。そろそろ上陸して休憩することを具申してみましょう。今から戻れば、ちょうど一時間海の上にいたことになりますし」

　変質者から澪を引きはがすために、レイニーの提案した口実を利用することにする航海士。

　その時、大きな揺れが起こり、先ほどの比ではないレベルで大きくバランスを崩す澪。

　いっそ甲板の上に転がってしまったほうが安全なのでは？　といった不安定な姿勢で踏ん張ることになる。

　すると指導員は、完全に本性を表したと言わんばかりに、助け支えるためなどという言葉では到底言い訳できないような露骨なタッチで、澪を触り始めた。

「……あれは、必要な指導？」

「……ほぼ黒といえるレベルですが、一応グレーゾーンですね」

「……普段なら警戒心がないミオが悪いと言うところだけど、さすがにこれはひどすぎる」

「……そうですね。彼の行為は、ウルス港とアズマ工房の友好関係を大きく傷つけています。しかも、相互の信頼関係と指導者という立場を盾に、拒否するという意識を奪っているのがまた、許しがたいほどに卑ひ怯きょうです」

　レイニーの言葉に、憤りを隠さずにまくしたてる航海士。

　深呼吸をしてその感情を表に出さないように注意しつつ、いつの間にかズボンを触ろうとしていた指導員と、まごついていまだ体勢を立て直せずにいる澪に声をかける。

「いつまでそんな危なっかしい体勢のまま指導してるんですか！　もう一度横波が来たらどうするんです！」

　あまり堂々とセクハラを糾弾すると澪の立場が悪くなる。そこまで配慮した航海士が、指導そのものの不備を叩く形で割り込む。

　航海士が割り込んだことで、あからさまにほっとした様子を見せる澪。

　さすがに尻を撫なでまわされるのは不快だったのだろう。

「……ミオ」

「……ちょっと予想外」

　これ以上余計なことをさせないために、見本という口実で操舵をするよう航海士が指導員を言いくるめたおかげで、無事にセクハラ地獄から解放された澪。

　その澪が、レイニーに向かってため息交じりに自身の見通しの甘さを語っていた。

「最初から、そういう視線だと思わなかった？」

「……ん、全然」

「あれだけあからさまなのに、ミオが気づかない理由が分からない」

「……正直、ボクみたいなチンチクリンがそういう目で見られると全然思ってなかった」

「見る人が見れば、ミオは十分性欲の対象」

「……レイニーが言うと、すごい説得力……」

　レイニーに断言されて、思わず澪がそう呟く。

　常に宏相手に発情しているように見えることもあり、性的なことに関してはレイニーの言葉は重い。

　元々、ネットニュースや掲示板などでいろんな知識を得ていたというのに、自身がそういう対象になるという意識が完全に欠落していた澪。

　このあたりが、耳年増の口だけ番長化している所以ゆえんであろう。

「……そもそも、ボクの周りにいる人、春はる姉ねえとか真琴姉とかエルにはそういう目を向けてるけど、ボクにはそういうの一切なかったから、こっちではそういう対象じゃないと思ってた」

「ミオ、鈍すぎる」

　感知能力は高いくせにあまりにそのあたりが鈍い澪に対し、珍しくレイニーが深々とため息をつきながら言い切る。

　かつて、任務で同行したり陰から見守っていたりしたとき、成人している春菜や真琴より割合は明らかに少なくはあったが、それでも結構な数の性的な視線が澪に向けられていたことはよく覚えている。

　ハニー一筋で意外と身持ちが固いこともあり、なんだかんだ言っても安易に体を許す気はないが、それでもおさわりを許さない範囲で女体を武器にして情報を引き出したことは無数にあるので、そのあたりのことは恐らくアズマ工房の誰よりも詳しい。

　そのレイニーからすれば、澪がここまで無頓着だったことは驚きを超えて早急に対処が必要な事案である。

　はっきり言って、基本的に宏とレイオット以外のことはどうでもいいレイニーではあるが、それでもアズマ工房の人間に関しては、例外的にレイオットと同じかそれ以上には好意を持ち気にかけている。

　そういう意味でも、今まで知る機会がなかった澪のこの危なっかしさは本気でどうにかしたい。

　そんなことを頭をフル回転させている考えているレイニーに対し、澪がぽつぽつと語りかける。

「……でも、今日初めて思い知った」

「何が？」

「やっぱり、診察や好きな人に触られるのと、見知らぬ変質者にセクハラされるのとでは不快感が全然違う」

　澪の台詞、それも好きな人に触られる、という部分に、ものすごい勢いで澪の顔を凝視するレイニー。

　そんなレイニーの反応に気をよくしたのか、それとも今のセクハラの気持ち悪さを追い出したかったのか、表情を一切変えずにそのままとつとつと言葉を続ける澪。

「師匠に抱きしめられたりどうにもならない理由であっちこっち触られたりしたときには、むしろもっと抱きしめてほしい、もっといっぱい隅から隅まで触ってほしいって思ったけど……」

「何それ羨うらやましい私に変わってほしいというかずるい死ねばいいのに……」

　全力でのろけに走った台詞を吐いた澪に対し、レイニーが顔も声も無表情なままノンブレスで一気に嫉妬全開僻ひがみ満載の台詞を言い切る。

　その台詞に、さすがに驚いてまじまじとレイニーの顔を観察する澪。声にも顔にも一切表情がなかったことに、かえって本気を感じて異様に怖かった。

「で、ハニーならいいのはよく分かった。というか私だってハニーなら隅から隅までなでなでもみもみぺろぺろしてほしい。それで？」

「え？　……あ、ん。さっきのは、ものすごく嫌だった。正直、痴漢されるのがあんなに気持ち悪いと思わなかった」

「残念ながら、今の私になってから無警戒に無様に触らせたことはないから、その不快感は分からない」

「……むう」

「今回はさすがにミオがダメとは言わないけど、普通はあれぐらいの接触は自己防衛が基本。ミオ達がいた大陸とは、そのあたりの常識は全然違う」

「……ん。気をつける」

　レイニーに注意され、改めて意識を切り替える澪。

　それと同時に、自分が今までいかに守られていたかも理解してしまう。

　もっとも、正直なところ宏達がそういう面で澪を意識して守っていたかというと、割と疑問ではある。

　そもそも、この手のセクハラ案件の大部分が春菜とアルチェムに集中しており、澪に対して積極的にセクハラをしてくるのはオクトガルぐらいであった。

　しかもその春菜は、こちらに来た当初に酒場でのアルバイト的な依頼でこの世界のセクハラに対する意識にしっかり順応してしまったため、ずっと普通にそつなく対応してきている。

　つまり、たまたまこれまでは澪への影響が少なかっただけなのだ。

「それから、やっぱり診察ってどんなにエロい触り方をしててもエロ目的じゃない、ってすごく実感できた」

「……そういうもの？」

「ん」

　基本的に診察の類を受ける機会などほとんどなく、宏以外に尻や胸などを触らせたことなどない（しかも、宏相手だと触らせる前に阻止されている）レイニーには分からないことを言う澪。

　さすがに世間知らずの澪といえど、今回の体験でいろいろと成長した感がある。

　その成長の筆頭となるのが、痴漢ものと病院もののエロゲーやエロ漫画は基本ファンタジーだと思っておこうという、なんとも手遅れ感満載の内容なのがつらい。

　自分が性欲の対象になるという経験をしたことで、そういう作品に出てくるような性癖の持ち主が実際にいないとは断言できない。そう理解したため、ファンタジーの前に基本の二文字がついてしまっているあたりが残念すぎる。

「……とりあえず、ああいうのがインスタントラーメン工場に関わると問題が多い。港にも、ちょっと手入れを申請しておく」

「ん」

「あと、これは帰ってからハニーに伝えてほしいんだけど、リューグ熱が流行する兆しが出てる。余裕があるなら、薬の調合を」

「了解。帰ってから、空き時間にやっておく」

　レイニーに告げられた連絡事項に一つ頷き、恩返しのためにも身の回りの人のためにも、帰ってから薬を大量生産することを決意する澪。

　そうこうしているうちにウルス港に船が到着、速やかに指導員の交代が行われたのだが、交代したベテランの指導員が、七十近いくせに言動が異常に若々しいタイプのかなりのオープンスケベ爺じじいであり……、

「そうそう！　そういうのがそそるんだよな！」

「ん。嫌がってるわけじゃないけど恥ずかしがって我慢してるのが最高」

「嫌がってる相手に無理やりってのは、最低だからな！　嫌よ嫌よも好きのうち、なんて滅多にあるわけじゃねえし、やっぱり合意の上で積極的に進めながら、途中で微妙に我に返って恥ずかしがって、ってシチュエーションは実際にはそうそうないからこそ燃えるよな！」

「間違っても、痴漢したうえに強引にとかはアウト。物語でならともかく、現実でそれは犯罪」

「そういうやつは両手縛って去勢したうえで晒さらしもんにでもしちまえ！　俺が許す！」

「ん！」

　澪と妙に趣味が一致した結果、見事にエロトーク仲間として、性的ないたずらが一切介在しないしっかりとした指導を受けることに成功する。

「……同じ変態なのに、この印象の違いはいったい……」

　昨日から今日にかけて様々な変態を相手にする羽目になったレイニーは、複雑な変態事情に己の未熟を悟りつつも、頭を悩ませるのであった。

　なお、港湾区からの候補者の調査に関しては、この指導員の身内という意外なルートからその人となりが判明。

　少し深めに調べた結果、昨夜駆除した連中と似たような背景を持ち、指導員と大差ない性癖を持つ変態だということが分かり、見事にバツ印がつけられるのであった。




　　　　☆




「あっ！　レイニーおねーちゃんだー！」

　各地から資料を回収し、ついでに数名の背後を調査して東地区に戻る途中のこと。

　屋台ブロックを通りかかったところで、レイニーは客引きをしていたライムに捕まっていた。

「……屋台なのに、ハルナがいない？」

　瞬時に状況を把握して、真っ先にそこに驚きの声を上げるレイニー。

　春菜の屋台に対する執着度合いを、よく理解しているから言える感想である。

「それで、何を売っている？」

「ぐんよーしょくを使ったお菓子なの！」

「軍用食？」

　ライムの言葉に、思わず不思議そうに首をかしげるレイニー。

　言うまでもなく、レイニーも軍用食には散々お世話になっている。だが、残念ながら、レイニーの知識や料理の技量では、軍用食とお菓子はどうやっても結びつかない。せいぜいが、ドライフルーツを何かのトッピングに使ったか、ぐらいである。

「……報告用に、少し買っていく」

「うん！」

　これは間違いなく報告案件だ。即座にそう判断し、どんなものか購入していくことを決めるレイニー。

　そのレイニーを、実に嬉しそうに案内するライム。

　人懐っこいライムは、滅多に顔を見せないレイニーと話ができるのが嬉しいようだ。

「お客さんを連れてきたの！」

「きゅっ！」

「あっ、レイニーさん。いらっしゃいませ」

「おっぱいおば……なんで、アルチェムが店番？」

「成り行きというか、何というか……」

　ライムに案内されて屋台に来ると、そこにはなぜかアルチェムがいた。

「忙しすぎて手が足りなかったのです！　たまたま顔を見たので、強引に売り子に巻き込んだのです！」

「かえって忙しくなった気はするけどね……」

　そんなアルチェムの存在を説明しつつ、阿あ修しゅ羅らのようにお菓子を焼き上げているノーラとテレス。

　鬼気迫る顔で作業を続けるノーラと、諦めたように笑いながらせっせと乾パンを卵液に浸していくテレス。その表情は実に対照的だ。

　なお、ファムは手が足りないところのサポートに入っており、口を挟む余裕もないほど忙しく動き回っている。

　ジノ達新米組も頑張ってはいるが、足は引っ張っていないものの戦力になっているかと問われるとかなり微妙なところだ。

　こうやって見ると、多少雑談しながらも作業の手を止めていないアルチェムは、ファム達に比べれば見劣りするとはいえ、なかなかのものだと言えよう。

　アルフェミナ神殿での修行で、それなりに料理方面も鍛えられたのかもしれない。

「それで、レイニーさんはどれぐらい買いますか？」

「どんなものか分からないけど、試食したうえで殿下達に報告するから、それなりの量は欲しい。値段はどれぐらい？　購入制限はある？」

「えっと、フレンチトーストとラスク、どっちも一つ五チロル、三つ入りで十二チロルです。購入制限はありませんが、たくさんになるとちょっとお時間をいただくことになります」

　それを聞いて、頭の中でどの範囲に渡す必要があるかを検討するレイニー。

　途中でかなりの範囲にばらまく必要があると判断、想定するのを諦めてお大尽な買い方をすることに決める。

「どっちも十二クローネ分ずつ」

「……えっと、そんなに買って、大丈夫ですか？」

「経費で落とす。それに、報告のために差し入れする相手が多すぎて、分量が計算できない」

　レイニーが告げた理由に、アルチェムと工房組が納得したように微妙な声を上げる。

「とりあえず、少し待ってくださいね」

「三つ入り換算でどっちも百組ずつとか、すぐに終わらないことぐらい分かってる」

「あはははは……」

　そう言いながら、とりあえず先に十クローネ銀貨二枚と一クローネ銀貨四枚を渡して横に退どくレイニー。

　珍しいもの見たさゆえか、後ろにも客が並んでいるのだから、当然のマナーである。

「あっ、そうそう。申しわけないのですが、さすがに数が数なので、途中で別のお客様に供給するのは許してほしいのです」

「それは分かってる。こっちの注文分に取り分けた分まで他の人に売らないのであれば、細かいことは気にしない」

　ノーラのお願いに、快く了承するレイニー。

　その間にも次々に客が一つや三つといった感じでお試しだと言わんばかりの買い方をし、ジノ達の供給分では追いつかなくなってはノーラ達が穴を埋める。

「……この屋台、いつから？」

「十時ごろからなの！」

「朝からこんな感じ？」

「忙しくなったのは、昼前ぐらいからなの」

　あまりの盛況ぶりに、気になったことをライムに聞くレイニー。

　レイニーの質問に、元気よく答えるライム。客引きは一休みすることにしたらしい。

「……思ったより期間が短い。ハルナがいるわけでもないのに、すごい勢い」

「アズマ工房だからだろ？」

　どうにも不思議でしょうがない感じのレイニーに対し、隣の屋台の店主が愛想よくそう告げる。

「このあたりでも、そんなに有名？」

「そりゃそうだ。しかも、最近ご無沙汰だったと思ったら、いきなりまた変わったものを売り出し始めただろう？　あっという間に噂うわさが駆け巡ってこの騒ぎ、って寸法だ」

「……なるほど」

　隣の屋台の店主に教えられ、それもそうだと納得するしかないレイニー。

　そもそもの話、ファム達が使っている屋台は、どこからどう見てもアズマ工房関係にしか見えない個性的でかつ機能的なものだ。

　これを見れば、春菜が売り子をしていなかったとしても、客が集まるのは当然である。

「ハルナさんがいると実際の商品の集客力が分からない、とか親方は言ってたんだけどね……」

「屋台で目立ってるんだったら、そんな配慮はほとんど意味がないのです！」

　屋台に春菜がいない理由を説明するテレスに対し、切れ気味にノーラが吼ほえる。

　その言葉に裏事情を察し、とりあえずコメントを差し控えるレイニー。

　言っては何だが、そのあたりのポンコツさは宏達のデフォルトであるし、レイニー的にはそれすらもハニーの愛すべき要素である。

　そうこうしているうちにも次々に客は訪れ、てんてこ舞いになっている新人達をからかいながらお試しの範囲で購入していく。

　売れ行きを見つつ新たな商売として軍用食の用途を広める、という意味では、この売れ方は理想的ではあるだろう。

　ほとんどの客がついでとばかりに近場の他の屋台の商品も買っていくので、周りにとっても実に美味しい状況である。

　もっとも、カレーパンなどと比べると、当のアズマ工房の利益は薄く、忙しさの割に合っているかと言われるとかなり悩ましいところではある。

「おじさん、リュージィのはちみつ割りちょうだい。温かいほう」

「あいよ、十チロルだ」

「この子にもお願い」

「あいよ、毎度」

　待っている間に飲み物が欲しくなり、ちょうどいいからと近くの屋台で、リュージィのはちみつ割りというこの季節の新たな定番ドリンクを買うレイニー。

　自分だけで飲むのもあれだからと、ライムにも奢おごっておく。

　これは去年の冬に春菜が作ったことで広まった飲み物で、いわゆるはちみつゆずドリンクだ。

　はちみつそのままだと濃すぎるので、基本的に水や湯で適度に割っている。

　ついでに冬場の習慣としてゆず湯ならぬリュージィ湯という入浴方法も広めているのだが、こっちは残念ながら、あちらこちらを飛び回るレイニーはいまだに味わっていない。

「お待たせしました。領収書は中に入れてあります」

「ん、ご苦労様」

　リュージィのはちみつ割りを飲みながら周囲に聞き耳を立てつつライムと駄だ弁べるという器用なことをしながら時間を潰していると、ようやく袋詰めを終えた商品をアルチェムが渡しに来る。

「あと、お待たせしたので、商品にならない試供品をどうぞ」

「ありがとう」

　ジノ達が作った失敗作を、お詫わびも兼ねた試食品としてレイニーに渡すアルチェム。

　その失敗作をレイニーなりの笑顔で受け取り、礼を言ってその場で口に入れる。

「じゃあ、東支部に寄ってから報告に帰る」

「はいなの！　レイニーおねーちゃん、今日はありがとう！」

　ライムの元気な見送りの言葉を背に、本日最後の目的地となる冒険者協会東支部に急ぎ足で向かうレイニー。

　そのままアンから資料を受け取ってついでにエルトリンデを再度観察し、朝に出した結論と変わらないことを確認したところで、レイオットに報告しに戻るレイニーであった。




　　　　☆




「殿下、今いい？」

「レイニーか？　ちょっと待て」

　日が落ちてすぐの、夕食までまだ多少間があるぐらいの時間帯。レイオットの執務室の天井裏。

　客人が来ていることを知りながらあえて声をかけたレイニーに対し、特に叱しかるでもなくレイオットが対応する。

　というのも、今来ている客人はレイニーのことをよく知っており、場合によってはともに報告を聞かせておくべき相手でもあるからだ。

　もっとも、レイニーの方もそのことをしっかり把握していたからこそ、客人がいてなお直接声をかけるなどという不作法をやらかしているのだが。

「よし、降りてこい」

　レイオットの許可が出たので、素直に執務室の中に飛び降りるレイニー。

　執務室には、マークとエアリスが訪れていた。

「それで、この状況でわざわざ報告に来たということは、当然この二人にも話しておくべき情報があるのだろうな？」

「いくつか重要情報あり。でも、その前に候補者の調査報告。といっても、そっちは昨日潰した闇組織の話の延長と妙な忖そん度たくがいくつかあった程度だから、報告書参照で十分。一点だけ要注意の情報があるけど、他の報告と関連するからその話と一緒にする」

「分かった。それでは他の重要情報というやつを聞かせてもらおう」

「了解。今回の調査命令とは直接関係ないけど、多分一番重要な情報がこれ」

　そう言いながら、先ほど購入したばかりの大量のフレンチトーストとラスクを取り出し、それぞれ五袋程度テーブルの上に置くレイニー。

　それを見たレイオットが、不審そうな視線をレイニーに向ける。

「さっき、アズマ工房の屋台で売ってた。中身は軍用食の乾パンとクラッカーを使ったお菓子」

「……もう動いていたのか？」

「売り物になるかの試験販売と言っていた。さっき貰った失敗作を試食した感じ、そこそこは美味しかった」

　そのレイニーの言葉を信じて、袋を開いてフレンチトーストを取り出すレイオット。

　腐敗防止の袋に入っていたこともあり、手で持てないほどではないがそこそこ熱い。食べる、という観点で見るなら、適温と言っていいだろう。

　取り出したときの温度から察するに、どうやら焼き立てをすぐに詰めたわけではなさそうだ。

「……ふむ」

　卵液に浸して焼いたと思われる乾パンをしげしげと観察し、とりあえず一口齧かじるレイオット。

　軍用食の乾パンなのでその気になれば一口で行ける大きさではあるが、やはり二口か三口で食べたほうが食べやすい。

「……なるほど」

「……元の乾パンをいただいたことがありませんので評価は難しいのですが、これはサクサクしていて食べやすく、間食につまむのにちょうどいい味だと思います」

「……ちょっと待ってください！　エアリスはともかく、兄上はこれを食してなんでそんな淡泊な反応なんですか!?　レイニーも、そこそこで済ませられるものなのか、これ!?」

「……驚いてはいる。が、ヒロシ達のすることだからな」

「さっき試食したときはちょっと驚いたけど、食べたのは失敗作だったから、ちょうどいい硬さになった以外は特に評価するポイントはなかった」

　信じられないといった表情を浮かべるマークに対し、まだまだ修行が足りないとばかりに平常運転を続けるレイオットとレイニー。

　エアリスも、宏が作った以上は普通のものではないことぐらいは理解しており、マークの反応には微妙に同情的ながらも、何を今更という反応を隠していない。

「それで、値段はどんなものだった？」

「一つ五チロル、三つ入りで十二チロル。メリザが値付けしたと言っていた」

「なるほど。メリザが付けたのであれば、適正価格だろうな」

「売れていましたか？」

「すごく。ハルナは屋台に出てなかったけど、アズマ工房の屋台は目立つ」

「波及しそうか？」

「現時点では何とも。ただ、作り方は簡単だったから、乾パンが安くなればそのうち類似商品は出てくると思う。クラッカーの方は、油で揚げる料理がどの程度一般的なのかを知らないから、私には判断できない」

　立ち直れていないマークを置き去りにし、ラスクの方もつまみながらレイニーに細かい質問をするレイオットとエアリス。いまだに宏達のやることに適応できていない人間の葛藤など、目の前の状況確認に比べればどうでもいいことなのだ。

「なるほど。とりあえず、少なくとも乾パンは今後多少だぶついても消費できる目途が立った、ということか」

「あの、お兄様。軍用食というのはこの乾パンとクラッカーだけなのでしょうか？」

「いや。そのどちらかに加えて干し肉、乾燥野菜、ローストナッツ、ドライフルーツをワンセットにして専用の容器に詰めてある。それに、別ルートで調達しているチーズを足して一食分になるように調整している」

「それでは、一緒に入っている他のものはどうなるのでしょうか？　恐らくドライフルーツは普通に単体で売ることもできるとは思いますが……」

「そのあたりは、何か聞いているか？」

　エアリスの疑問に一つ頷き、レイニーに確認するレイオット。

　来ると思っていた質問に対し、レイニーはライムとの雑談で仕入れた情報を告げる。

「詳細は聞いていない。ただ、ライムから聞いた話だと、干し肉と乾燥野菜とナッツ類は普通に料理に使えるから、そっちからどうにかするつもり、らしい」

「普通に料理に使える、か。私には干し肉を湯に入れてスープを煮出すぐらいしか思いつかないが……エアリスは何か画期的な調理方法とかはあるか？」

「……いえ。手間暇をかけるのであればいい食材なのですが、手軽に使うとなるとやはりスープの材料ぐらいしか思いつきません」

「そうか。では、そちらは直接ヒロシ達に確認することにしよう。レイニーの報告は、これだけか？」

「他にもいくつか。これの次に重要度も優先順位も高そうなものとしては、リューグ熱の流行の兆しを確認。冒険者協会の方ではすでに対処に動いてた」

「そうか。マーク、エアリス、そちらでは把握しているか？」

「私にはまだ情報は上がってきてませんが、そろそろウルスでの流行シーズンに入るので、薬の生産指示は出してあります」

「神殿の方では、ちらほらと発症者を確認しています。ただ、最初に発症したのが違う地域出身のプリムラさんでしたので、薬の準備をしつつ様子見をしていたところです」

「そうか。その上ですでに冒険者協会が動いているとなると、来週頃から目に見えて発症者が増え始め、年明けには本格的な流行といったところか。その前提で、対処は間に合いそうか？」

「「はい」」

　レイオットに問われ、自信をもってそう答えるマークとエアリス。

　この病気の流行は年中行事のようなものなので、対処も慣れたものである。

　ただし、今回のようにある程度事前に兆候を掴むことができればともかく、そうでなければ結構馬鹿にならない被害が出る。

　小さな村ならともかく、ウルスの住人全員分の薬を常時備蓄するのも現実的ではないので、初期にある程度対処できるだけの分の薬を確保しておきつつ、兆候を掴んだ際に一気に生産するのが、現在のリューグ熱対策の最適解となっている。

「殿下。一応調査の途中で偶然遭遇したミオにも伝えておいたから、ハニー達もある程度薬は作っておいてくれると思う」

「そうか、それは助かる」

「言いつけを破ることになったけど、その連絡をしておきたかったしちょっと見過ごせないこともあったから、大目に見てほしい」

「ヒロシにさえ勝手に接触しないのであれば、その程度のことは問題にしないが、見過ごせないこととは何だ？」

　レイオットに問われ、港であった澪に関する一連の事件について説明するレイニー。

　その内容を聞き、思わず頭を抱える王族達。

　日頃の言動が言動だけに、少々予想外だったようだ。

「多分、今回のことで多少は懲りたと思うから少しはましになるはずだけど、それでもいろいろな意味で安心できない。すぐにではなくていいから、ハニー達にそのあたりの警告をしてほしい」

「……そうだな。……この場合、私やマークから言うといろいろと角が立ちそうだが、かといってエアリスに言わせるのもそれはそれで向こうにいらぬダメージを与えそうだな……」

　放置はできないが、かといって異性が伝聞をもとに伝えるのもはばかられるデリケートな問題に、レイオットが本気でうなる。

　どうしたものかと悩み、考え込み、諦めて大きな決断をする。

「当事者はレイニーなのだから、レイニーに警告してもらうのが一番角が立たないと思うが、どう思う？」

「そうですね。少なくとも、私や兄上に言われるよりは聞き入れやすいでしょう。それに、私が告げると絶対オクトガルあたりにいじられて妙な漏れ方をすると思うので、正直言わずに済むなら言いたくありません」

「そもそも、最近の様子を見ている限り、レイニーさんをヒロシ様のところに送り込んではいけない理由も薄くなってきていますし、無理して私達が告げる必要もないのではありませんか？」

「……そうだな。では、こういうことは早いうちに済ませたほうがいい。すまんが、緊急の報告がないのであれば、今から行ってもらって構わないか？」

「了解。口頭ではあと一つだけ。最初の報告書の時にちょっと触れた話」

「聞かせてもらおう」

　レイニーから手渡された報告書を受け取りながら、レイニーの最後の報告を聞くレイオット。

　今までの流れから、わざわざ口頭での報告を必要としている時点でかなりの爆弾が埋め込まれていると判断して、マークとエアリスも心の中で身構える。

「ミオにちょっかいを出していた変態、外と様ざまの闇組織の構成員だった。そのつながりで、似たような変態が候補者として応募してきてるから、一度港湾区を大掃除したほうがいい」

「……そうか。マーク？」

「宰相に指示を出して、至急事に当たります」

「頼む。エアリスは何かあるか？」

「いいえ。あとは政治の領分ですので、私はこれ以上は口を挟みません」

「分かった。では、夕食前ではあるが、緊急の案件については最優先で動いてくれ。それと、ついででいいから、関係各所にこのレイニーの土産を配っておいてくれると助かる」

「「分かりました」」

「では、解散としよう」

　レイオットの一声で、その場にいる全員が退室して己の職分を果たすために動く。

　こうして、レイニーは大好きなハニーに会える仕事を貰い、もうひと頑張りするのであった。




　　　　☆




「こんばんは」

「あれ？　レイニーさん？」

　レイオットの執務室を出て数分後。

　恐るべき早業でアズマ工房に到着したレイニーを、春菜が出迎えていた。

「ミオはもう、帰ってる？」

「ついさっき、帰ってきたところだけど、どうしたの？」

「ちょっといろいろあって、殿下の許可を取ってハニー達にミオのことを注意しに来た。当人がいたほうが話が早いと思って」

「……澪ちゃん、いったいなにしたの……」

　優秀な密偵ではあっても一般常識やら言動やらの面ではかなりの問題児であるレイニー。

　そのレイニーがわざわざ許可を取ってまで注意しに来た、という事実に何かを察し、思わず遠い目をする春菜。

　恐らく、前代未聞のスキャンダルである。

「とりあえず、みんな揃ってるから入って」

「ありがとう。お邪魔します」

　春菜に迎え入れられ、妙に礼儀正しく挨拶して中に入ってくるレイニー。

　密偵としての経験からか、宏が直接かかわらない部分では着々と常識的な行動をとれるようになってきているようだ。

「そういえば、レイニーさんは晩ご飯は？」

「まだ食べてない。最優先事項と判断して、殿下に今日の報告事項を済ませて許可貰ってすぐにこっちに来た」

「そっか。ってことは、ファムちゃん達が売ってたフレンチトーストとラスクも、とっくに報告済みってことだよね？」

「当然」

　はっきりきっぱり言い切ったレイニーの言葉に、何やら考え込む春菜。少し考え込んだところで、顔を上げて確認を取る。

「一緒に夕食を食べていくっていうのは問題あり？」

「理由と状況による。特に禁止はされてないけど許可も受けてないから、口実があったほうが安全」

「なら、ちょうどいい口実はあるよ。今日、いろいろ軍用食を使った料理と、それを簡単に作れる食器とか機材を試作してたから、その料理の試食ってことにすればいいよ」

「……いいの？」

「うん。ちょうど、そういう関係の人から意見聞きたいなって話をしてたからね。それに、いずれ何らかの形でレイオット殿下かエルちゃんにはお話ししなきゃ駄目だろうし」

　春菜の言葉に、要するに報告の手間を省きたいということだと理解して、ありがたくご相伴にあずかることにするレイニー。

　どうせ、この後の話の結果も報告することになるのだ。報告事項が一つ二つ増えたところで大差はない。

「じゃあ、その前提で用意するよ。といっても、試作品は山ほどあるから、取り分けるお皿と飲み物をちょっと増やすだけだけど」

　そう言いながら、すでにメンバーが揃って夕食の準備を待っている食堂へとレイニーを案内する春菜。

　食堂の中にいる宏を見た瞬間、いつものようにレイニーの理性が飛びかける。

「……ハニー！　……じゃない！」

　いつものように宏に飛びつこうとして、本日の用件を思い出して根性で踏みとどまるレイニー。

　澪の自覚の薄さと無防備さを告げ、さらに変質者に注意しろと宏達全員に警告しようというのに、それを告げる本人が変質者のような行動をしては全く説得力がない。

　精神力を総動員してとはいえ、ちゃんと欲望を抑え込められたのは大きな成長だろう。

　が、そんな内心を知る由もない他の者からすれば、成長したなどという感想を抱けるわけがない。

　むしろ、案内しつつすぐ取り押さえられるように身構えていた春菜だけでなく、中にいたメンバー全員から驚きょう愕がくのどよめきが上がる。

「あのレイニーが、宏の顔を見て我慢した、だと!?」

「天変地異の前触れじゃないの!?」

「もしかして、例の幹部達が完全に滅んでない……？」

「いや、予想外に邪神のパワーが増大しとって、すぐに攻め込みに来るっちゅうサインかもしれん！」

　ありえないにもほどがある展開に、かなり無茶苦茶なことを言いまくる宏達。

　それを見たレイニーが、思わず我が身を振り返って反省する。

　もっとも、今回は話の内容が内容だけにどうにか踏みとどまれたが、恐らく次回以降はそんな我慢がきかないであろうということは、当の本人が一番よく分かっているのだが。

「……えっと、入っていい？」

「あっ、ごめんなさい。どこでも適当なところに座ってね」

「了解」

　春菜にそう言われ、澪の隣に移動するレイニー。宏の隣が空いているというのにそこに移動したことに、同席者からさらにどよめきが上がる。

「……そのらしくない行動、多分澪ちゃんのことで注意しに来た、っていうのが関係してるんだろうけど、本気で一体何があったの？」

　あまりに異常事態が続くため、夕食を用意するのは後回しにすべしと判断した春菜が、宏の隣に座って話を振る。

「ミオ、昼間のことはまだ報告してない？」

「……ん。ちょっと言いづらくて」

「だったら、私から説明する」

　澪とレイニーのやり取りに、どうやら相当深刻な何かがあったらしいと、真剣な顔で居住まいを正す一同。

　レイニーが話を切り出すと、説明を聞いていた宏達の表情がみるみるうちに変化していく。

「……何やそら……」

「……マジかよ……」

　変態のやり口にドン引きする宏と、どす黒い怒りのオーラを漏らす達たつ也や。

　反応は正反対だが、同じ男として扱ってほしくない、という気持ちだけは共通している。

「……正直に言うと、ノーラはいずれこういうことが起こると思っていたのです」

「……ミオさん、子供のアタシから見ても、自分のことにはものすごく警戒心が薄かったからね」

「……逆に私は、ウルスで起こったってことが驚きかしら。やっぱり……ウルスは広くて人が多いわね」

　ついに起こったかという感じで、大して驚きを見せていない工房職員組。

　常日頃から澪にその手の視線を向ける男の存在には気がついており、あまりに無頓着で無防備な彼女に対してハラハラしていたのだ。

「ねえ、親方。レイニーおねーちゃんのお話はよく分かんなかったけど、おねーちゃん達の話だと、ミオおねーちゃんを変にじろじろ見てるおじさん達と関係あるの？」

「まさに、そういう連中が澪に悪さした、っちゅう話やな。ライムも気ぃつけや」

「うん！」

　ライムに問われ、ひきつった笑みを浮かべつつ、とりあえず比較的当たり障りのない表現で注意を促す宏。

「……ねえ、春菜」

「……真琴さんの言いたいことは、よく分かるよ。ただ、レイニーさんの話が終わってないから、全部話を聞いてからにしよう」

　もいでよし、という感じの気合いの入った笑顔を浮かべつつ合意を求めてきた真琴に対し、同じぐらい恐い笑顔を浮かべて春菜が制する。

「それで、その不心得者はどうなったの？」

「どうも何も、他の船員達と協力して、それ以上ことを起こす前にミオから引きはがして帰港させたあと、雇い主に釘くぎ刺したうえで処分させた。さすがにそれ以上はこっちの職分を超えるけど、必要なら消す準備はある」

　非常に怖い笑顔のまま問いかけた春菜に、淡々とそう告げるレイニー。

　暗殺までいくには少々罪が軽いが、レイニーがそんな準備をしているということから何か裏がある人物だと判断し、これ以上その不心得者に対して突っ込むことをやめる春菜。

　そのまま、次の問題に話を進める。

「それで澪ちゃん、抵抗しづらい、っていうのは分からなくもないけど、そもそもそういう目で見てくる相手ぐらい分かるよね？」

「……ごめん、春姉。ありえないと思ってたから気がつかなかった」

「ありえないんだったら、日本でそういう事件が起こったり、そういう変態向けに売るために子供が攫さらわれたりとかしないよね？」

「……今考えれば当たり前の話なんだけど、こっちに来てから春姉とかエルとか真琴姉とかアルチェムとか、ボクより大人っぽくて女らしい外見の人ばかりにそういう目が向いてたから、自分は対象外だと思ってた」

　澪が白状した内容に、思わず春菜が固まる。

「ハルナ、わざわざ私が来た理由も、さっき死ぬ気でハニーに飛びつくの我慢した理由も、納得してくれた？」

「……うん。正直、私達も迂う闊かつだったよ。澪ちゃんがここまで自分のことに無頓着だったなんてね……」

　澪とレイニーの言葉に、思わず深々とため息をついてしまう春菜。

　日頃からオタ系のエロネタやエロトークを繰り返し、ことあるごとに自身の発育を気にしていたこともあって、耳年増の口だけ番長とはいっても、澪はそのあたりに敏感な気がしていたのだ。

　この分では恐らく、ダールの海に海水浴をしに行ったとき、男のエロ視線が一番集まっていた事実には気がついていないに違いない。

「ねえ、澪。あんた、昔の病み上がりっぽい顔と体型だった頃はともかく、今は普通にすごい美少女になってる自覚ある？」

「春姉やエルにはどう頑張っても勝てそうもなくても、それなりにうぬぼれていいぐらいの顔はしてる自覚はある」

「春菜とかエルはそれこそ世界一を競うレベルだから比較するのが間違いだとして、少なくともアルチェム含む大部分のエルフを比較対象にしても、大げさとか褒めすぎとか言われなくはなってきてるわよね？」

「そうですね」

　真琴に振られて、テレスが大真面目に肯定する。

　恋をしていることもプラスに働いてか、今の澪は成長したこともあり、顔だけを言うなら美貌で有名なエルフには劣るが、という形で比較対象にされる程度にはなりつつある。

　しかも、ライムの誕生日プレゼントで変身した姿を見る限り、将来的にはそれこそエルフの平均には勝てるかもしれないぐらいの美貌は約束されている。

　その片へん鱗りんがすでに表れ始めているのだから、本来なら人目を引かないわけがない。

　背が低くて群衆に埋没しやすいから目立たないだけで、ちゃんと顔を見た人間は男女関係なくその姿を追ってしまうぐらいには魅力的なのだ。

「あと、あたしとしては裏切られた感がすごいんだけど、前かがみになるだけで谷間できるぐらいの、十分大人っぽい体形に……ってそれはさすがに自覚あるか」

「ん。でも、どうせ服着てたら分かんないし、春姉にアルチェムにエルにって、そっち方面ではもっと目を引く人がいくらでもいる。そもそも、レイニーだってフォーレの後、体調戻ってからは結構な巨乳だし、ノーラだってボクなんか比較にならないほどのエロボディ」

「……なんか、ひどい流れ弾が飛んできたのです……」

　いきなり澪から攻撃を受けて、反射的に胸を隠しながらそうぼやくノーラ。

　宏の目がいろんな意味で泳いでいるのがどことなく哀れである。

　澪がわざわざ口にしたように、最近のノーラはかつてライムの誕生日プレゼントを使って変身したときの姿にどんどん近づいている。

　恐らくモーラ族の成長曲線がそうなっているからだろうが、それでまともな男が釣れるわけでもないのに服は頻繁にサイズ調整しなければいけないので、本人としてはさほどありがたくなかったりする。

　体つきに関する将来性を言うなら澪だって大人の姿に変身したときは結構なものだったし、そもそも現状ですら、真琴からすれば贅ぜい沢たくを言うなと言いたくなる状態だ。

　これでここまで男の視線に無頓着なのは、いくら何でも鈍感すぎるにもほどがある。

「とりあえず、あえて大ダメージ覚悟で確認する。師匠、達たつ兄にい、春姉とエルとアルチェムとボクとノーラとレイニー、全員並んでて一番最初に目が行くの誰？」

　あまりにも自覚のなさを追及された澪が、自分は女性としては大したことはない、と主張するために実に自虐的なことを始める。

「……身長的な意味で、まず最初に視界に入るのは春菜かアルチェムだな、確かに」

「せやな。エルとレイニーは現状で同じぐらいやろか」

「もっとも、ちょうど春菜の顔にかかるぐらいの位置に耳がくるから、そういう意味でノーラに目がいくケースもあるな」

「あと、僕の場合はうかつに視線下に向けるん怖いから、遠くから見る分にはともかく、話する距離やと澪の顔の高さに視線向けるんはちょいためらうわ」

「さすがに澪の顔を見たら春菜やアルチェムの胸に目がいく、ってほどの身長差はないが、誤解を避けるために視線を動かしづらいってのもまあ、分からんではないなあ」

　澪の問いかけに、達也と宏が正直なところを告げる。

　いくら背が伸びてきたといっても、まだ春菜と澪で二十センチを超える身長差がある。それだけ差があれば、やはりチラ見程度では目線の高さが近いほうに目がいきやすいだろう。

　ついでに言えば、あえて口にはしなかったが、春菜やアルチェムほどの巨乳になると、別にエロ目的でなくてもどうしても視線が向いてしまう、というのは否定できない。

　言うなれば、普段通る道で唐突にイノシシやシカなどの野獣に遭遇した場合、思わず二度見してしまうのと同じような理屈である。

「こうやって条件あげていくと、確かに澪に視線が向きにくい、っていうのはあるわね。特にエロ系だと」

「逆に、幼いのが好きだったらファムやライムにいくしなあ……」

「なんかこう、身長差とか目の向きやすさとかまで意識してなかったよね」

「せやなあ」

「春菜だったら見られるのが当たり前だろうから、逆にみんなそういうものだと思って意識してなかったところもあるんじゃない？」

「あ～、うん。否定はしないよ」

　澪が鈍感、というより自分はエロ目的で目を向けられたりしない、と思い込んでいる理由について、ようやく完全に納得した日本人一同。

　もっとも、環境要因が大きすぎるため、そう簡単に矯正できそうな気がしないのが悩ましい。

「そういえば、澪ってあんまり街の中を一人で歩いたりしてなかったわね」

「言われてみればそうやな。特に最近は、単独行動の機会が減っとる気ぃするし」

　真琴の指摘に、澪のこれまでの行動を思い出して同意する宏。

　これに関しては別に周囲が過保護だとか澪が引きこもり気質だとかそういう話ではなく、単純に基本的な役割が宏に近いので、あまり一人で外に出る用事がなかっただけである。

　むしろ、単独で街をうろうろするのは達也や真琴の役割であり、時折春菜が買い出しや税の支払いなどのついでにあちらこちらを冷やかして回る程度である。

　こうして考えてみると、澪が自分に向けられた視線を感じる機会は驚くほど少ない。

「……なんか、無茶苦茶難儀やない、これ？」

「……うん。早めに分かってよかったよ。それこそ、大人になってから発覚したら取り返しのつかないことになってたかもしれない……」

「……つってもどうするよ？　これだけ言っても、どうにも本人は理解してても納得はできてない感じだぞ？」

　そう達也に指摘されて澪を見てみると、変質者のターゲットになりうることには納得していても、自分が各種視線を向けられる存在だということには納得していない様子がうかがえる。

「……やっぱり、春姉ならともかく、今ぐらいの厚みの服を着てるボクをそういう目で見て、楽しいとは到底思えない」

「あっ、薄着ならありえるとは思ったのね？」

「さすがに、Ｔシャツ一枚とかなら胸のふくらみが見て分かるぐらいの大きさはあるし」

　別に世の中全員胸だけではないとか、むしろ尻派もかなりいるとか、断崖絶壁の方が好みという人間もいるとかいろいろ言いたくなって、それを言うと日頃の澪と同レベルになりそうで言葉にできない真琴。

　その真琴の考えを読んだのか、レイニーが口を挟む。

「ミオ。尻にしか興味がないタイプだったら、今の服装でも十分注目を集める」

「……ああ、そういう需要が」

「一見子供っぽく見えてその実成熟してる、というのが好みの変態も多いし、どっちに対してもミオの尻はかなり誘引力が強い」

「ボクのお尻って、そんなにエロい？」

「シチュエーションとタイミング次第では、ハルナよりエロい」

「……あ～、うん。必要な会話なんだけど、そろそろ単なるエロトークになりかけてるからいったん終わりにしようか」

「……ん」

　レイニーの割とストレートな指摘に、思わず頬ほおを赤らめながら春菜がブレーキをかける。

　普段からこういう発言をしまくっている澪も、さすがに自分が対象となると恥ずかしいのか、珍しく顔を赤くしながら素直に同意して話をやめる。

「ご飯前だけど、昨日試食しそびれたチェルシャックでも食べて、ちょっと頭を落ち着けようか」

「そうだね。アタシ子供だから、なんとなくすごく居心地悪かったし」

「ライムも……」

　とりあえず仕切り直しを提案した春菜に、本気で居心地が悪そうにファムとライムが同意する。

　特にファムはそろそろ内容が分かる年頃になっていることもあり、ライムに聞かせて大丈夫なのかという面でも、とにかく居心地が悪くてしょうがなかったのだ。

「それで、春菜。チェルシャックってどんな食べ物なの？」

「えっと、私もよく知らないんだけど、このあたりでよく生えてる雑草に近い果物の実らしいんだよね。ファムちゃん達はよく食べてたらしいけど、私は中庭で見かけるまで知らなかったよ」

「へえ」

　真琴に問われて昨日聞いた話を披露しつつ、全員分のチェルシャックを取り出して配る春菜。

　ビワのように薄皮をむいて食べるとのことなので、とりあえず軽く水洗いだけは済ませてある。

「……へえ、美味しいわね」

「ん。ビワに似てるけど、桃っぽい味もする」

「こんなに美味いのに、流通には乗らないんだな」

「正直、どこででも採れとったらしいからなあ」

「雑草だって言ってたもんね。中庭のチェルシャックもいっぱい生なってたから、その気になれば毎日でも食べられるよ」

　そう言いながらもぺろりと平らげた宏達を横目に、嬉しそうにチェルシャックをかじっていたファムとライムが不思議そうに首をかしげる。

「どうしたの？」

「何かおかしいのですか？」

「う～ん、おかしいというか、こんなに美味しかったかなあ、って」

「ライム、こんなにおいしいチェルシャック食べたことないの」

　テレスとノーラに問われ、正直に答えるファムとライム。

　思い出にあるのと味の特徴は同じで、懐かしさも十分に感じられる。

　だが、スラムにいた頃に食べたチェルシャックは、こんなに美味しいものではなかった。

　冷静に考えれば、こんなにはっきり甘味を感じられる果物、いくら雑草とはいえスラムの環境でファム達の口に入るわけがない。

　なので、中庭に植えたチェルシャックが特殊だと考えたほうが正しいのだろう。

「そういえば、誰もちゃんと栽培したことがないって言ってたし、土を整えてしっかり世話したらこれぐらい美味しくなるのかもしれないね」

「せやなあ。ちゃんと品種改良した作物かて、土の作り方とか世話の仕方悪かったらものすごい不ま味ずくなるからなあ」

「ハーブもそうだけど、雑草扱いの草って、何かのきっかけでちゃんと栽培したとかじゃないと目を向けないからね」

　ファム達の感想に対し、春菜と宏がそんな見解を口にする。

　現在、ウルスの工房の中庭はほぼ全ての植物にとって理想的な環境となっている。

　そこに植えられたチェルシャックが今までにないほど美味なのも、おかしな話ではないのだろう。

「これ食べて思ったんだが、あっちこっちに結構野生の果物とかあったよな？」

「うん、あったね」

「それ集めて中庭で栽培したら、化けるやつ結構多いんじゃないか？」

「あ～、いいかも」

　達也の思いつきに、春菜が嬉しそうに食いつく。

　現状ではそんなことをやっている暇はないのだが、いろいろ片が付いた後、余裕があればやってみたい話である。

　もしかしたら、それこそ新たな作物が得られるかもしれない。

「まあ、何するにしても、まずは目先の軍用食その他の案件を終わらせてからやな」

「そうだね。そのあたりもかねて、そろそろ晩ご飯食べる？」

「ん。チェルシャックは美味しいけど、全然お腹にたまらない」

「味とかはともかく、サイズとしてはビワ一個だからなあ……」

「これでお腹満たすって、ファムもライムも全然足りてなかったんじゃない？」

「食べられるだけましだったし、アタシ達で手に入るような食べ物だと、これが一番美味しかったから、やっぱり特別だったよ」

「ライムも、おなかいっぱいにならなくてもチェルシャックは好きなの」

　スラム民のある種過酷な生活を垣間見せるファム達に思わず涙を浮かべそうになりながらも、たんとお食べとばかりにたくさんのバリエーションの軍用食料理を並べる春菜。

「ハルナ、このキッシュ美味しい」

「ん、こっちのグラタンピザ、クラッカーがほどよくカリカリになってて食べやすい」

「味もいい具合だし、具も全部ほどよく柔らかくなってるわね」

「干し肉をクラッカーと一緒に蒸し焼きにするってのもありなんだな」

「チーズ絡めた乾パンをグラタンスープのパン部分にするんもええ感じやな」

「正直、私的にはもうちょっと工夫したいところだったけど、簡単に作れるって条件だとこのぐらいが現時点では限界かなあ」

「ハルナさん的に簡単に作れることを目指した料理なのに、私が一生懸命下ごしらえして作った料理より美味しい……」

「テレス、気にしちゃだめだよ！」

「そうなのです！　こう言っては何ですが、実際にはそんなに差はないのです！」

「さいきん、テレスおねーちゃんの料理、このごはんよりはおいしくなったの」

　様々な種類の食器や調理器具から取り分けられた夕食を前に、思い思いの感想を口にする一同。

　そしてレイニーはこの後、美味い食事と引き換えにシャレにならない量の仕事を持って帰る羽目になったのであった。








邪神編　第二四・五話






「すまん、遅くなった」

　レイオットから指定されていた調査報告予定日の昼過ぎ。

　大量の書類を手にしたレイオットが、一人の男性を連れてアズマ工房を訪れていた。

「そないに遅くなった、っちゅうわけでもあらへんから、気にせんでええで」

「そうそう。多分これぐらいの時間かな、って思ってたし」

「だが、もうメリザは来ているのだろう？」

「元から、他にも用事があったからな。別に待ってもうてるわけでもないから、安心し」

　頭を下げるレイオットに、軽い調子でそう返す宏ひろしと春はる菜な。

　実際、昨晩レイニーが帰ったタイミングを考えると、この時間でも早いぐらいである。

　とりあえず玄関先でまごついていても仕方がないので、さっさと和室まで案内する宏と春菜。

　和室についたところで、まずは気になっている同行者についてレイオットに話を振ることにする。

　レイオットが連れてきた、というだけでも気になるというのに、オブサーバーとして無理やり巻き込んだメリザが驚きの表情を浮かべたあとに探るような笑顔で会釈したのだから、いろんな意味で単なる客とは思えないのだ。

「それで、そっちの人は？」

「ウルス北地区商業組合の組合長で、チャールズという」

「チャールズです」

「アズマ工房の工房主の、東あずま宏です」

「存じております。去年は、いろいろお世話になりました」

「ああ。そういえば去年、北地区の仕事を結構ようさんやったなあ」

　チャールズの言葉に、去年の年末に達たつ也やが受けてきた仕事のことを思い出す宏。

　といっても、宏が受けた仕事は仕入れの問題で不足した材料の調達、もしくは代替品の開発という、本人的にはぬるいにもほどがある代物だった。

　去年の年末はカタリナの乱の後遺症で物流にやや混乱があり、この種の依頼が結構多かったのだ。

　特に北地区は一般的な素材で製造できる高級品を多数扱っていることもあり、物流の混乱によるダメージが多く出てしまったのである。

　西や南も似たような仕事はあったが、北地区が一番多かったため、宏も記憶に残っていたのだ。

「お前さん達がいろいろなところに顔を出していたのは知っていたが、よもや北地区までとは思わなかったぜ……」

「仕事は仕事やからな。暗黒街みたいな物騒な場所は別にして、地域で受ける受けんを区別する理由はあらへんで」

「そりゃまあ、そうだな。とはいえ、北地区の組合長にまで感謝されるレベルで顔売るとか、いろんなところから恨まれたり……は、ねえか」

　宏のこれまでの仕事を思い出し、即座にそう結論を出すメリザ。

　正直な話、宏が手を出す仕事など、理由は違えど基本的に誰もやりたがらないものばかりである。

　その手の仕事を独占して覚えがよくなったところで、妬ねたまれはしても恨まれはしない。

「そんで、チャールズさんも今回の件に、なんか関係あるん？」

「被害者側、という意味では関係者といえるな」

「っちゅうことは、うちらが加害者になっとるっちゅうことか……」

「なんか、知らないところで自分達とは無関係な動きに巻き込まれて加害者になってるのって、いろんな意味で複雑な気分だよね……」

「そのあたりも含めて、今から説明させてもらいたいのだが、時間は大丈夫か？」

「それは大丈夫やねんけど、まだ兄貴らが帰ってきてへんねんわ」

「ということは、ここにいるのはヒロシとハルナ、ミオだけか？」

「いや、澪みおもおらん。昨日とおんなじで、船の練習に行っとる」

　澪が操船の練習に行っていると聞いて、思わず唖あ然ぜんとするレイオット。

　昨日の今日で、しかもちゃんと話し合いをして気をつけるようにと釘くぎを刺したと聞いているのに、その上で操船訓練を許しているというのは、さすがに危機感がなさすぎではないかと思わずにはいられない。

「レイっちがなに心配しとるかは大体予想つくけど、真ま琴ことさんが大丈夫やろうって太鼓判押しとるから、多分問題ないはずや」

「聞いた話だと、すごいスケベなおじいさんらしいんだけど、タイプとしては澪ちゃんの魂の友、みたいな感じらしくて……」

「エロい目でガン見はするけど絶対に触りにはこんそうや。っちゅうより、緊急事態でもないのに白昼堂々公衆の面前で同意なしに触るようなやつには、鉄拳制裁したうえでスケベ道の心得を叩たたき込みに来るような人らしいから、むしろ抑止力として機能しとるっちゅう話やで」

「人見知りの気がある澪ちゃんが懐いちゃってるようだし、他の人もちゃんと注意しておくからって話になって、そのままゴーをかけたんだって」

　宏と春菜の補足説明を聞き、本当に大丈夫なのかと胡乱うろんげな視線を向けるレイオット。

　実のところ、今回澪の担当になった爺じい様さまに関しては、こっそりレイニーとオクトガルがマークしている。

　その上で結局最後まで問題なく進むことになるのだが、当然この時点では誰もそんなことは分からない。

「まあ、不安がないわけじゃないけど、今更止めるのも無理だし、念のためにオクトガルもつけてるから、私達は信用するしかないかな、って割り切ったよ」

「そもそも、澪にどうやってそのへんの感覚身につけさせたらええか分からんから、ちゃんと安全対策したうえでやりたいようにやらしたほうがええんちゃうか、っちゅうんもあるわ」

　春菜と宏の口にした結論を聞き、仕方がないかと納得しておくレイオット。

「ミオの件については分かった。つまるところ、三人ともここにはいない、ということか」

「せやな。うちらだけで話進めとくか？」

　達也達がいないと聞き、どうしたものかと考え込むレイオット。

　恐らく今回のことは、ものづくり以外にはほとんど意識を向けてこなかった宏ではなく、あちらこちらと折衝をしてきた達也と、その補佐に回ることが多かった真琴の方が的確な意見を出せそうな印象がある。

　が、まだ帰ってきていないとなると、待つべきか否かというのが悩ましい。

「……ミオはともかく、タツヤとマコトの意見は聞きたい。二人は遅くなりそうなのか？」

「いんや。今さっき連絡があって、二人ともいったん帰ってくる、っちゅうとったわ。澪は今日一日は操船の練習に専念するから、難しい話は勝手にやっといてくれやと」

「なるほど。では、タツヤとマコトが帰ってくるのを待つか」

「分かった。レイっちらは、昼飯は？」

「先ほどチャールズとの話し合いの最中に済ませてきた」

「なるほど、了解や。ほな、兄貴ら待ってる間にボーッとしとくんももったいないし、僕の専門分野で解決できそうな内容があったら、それだけでも話進めとこか」

「そうだな。というか、レイニーの報告を聞く限り、早速軍用食の流用がらみでいろいろ動いてくれていたようだが」

「話持ち込んできたんは兄貴とメリザさんやから、別にレイっちからの仕事片付ける意図だけでやったわけやないけどな」

　そう言いながら、メリザの方に視線を向ける宏。

　宏からの目配せを受け、苦笑しながら一つ頭を下げるメリザ。

「因ちなみに、昨日売っとった乾パンとクラッカーの加工品に関しては、今日もファムらに継続して販売させとる。ついでに、興味持った屋台業者とか料理人にレシピもばらまいとるから、そのうち他の店から普通に売り出されるかもしれんで」

「そうか、ありがたい」

「食器とか調理器具の方は、まだメリザさんところで試作が始まったところやからな。今は目ぇつけた相手に試作品貸し出して、どんな感じか探っとるところや」

「さすがに昨日から動き出したことなので、反応が分かるまでにはもうしばらくかかりますな」

「なるほどな。こちらの方でも反応を確認したいから、ある程度ばらまき終わったらいくつか売ってくれないか？」

「はい。三日ほどいただければ、十分な数を貸し出したうえで城に納入できるかと思います」

「分かった。頼む」

　軍用食流用プロジェクトの進しん捗ちょくを説明し、この後どうするかを決める宏達。

「それにしても、ウォルディスの時に提供してもらった携行食にもこの類たぐいのものはなかったから、お前達ならついでに軍用食を改良する方向で動くのかと思っていたが……」

「今回はだぶついとる軍用食を何とかしたい、っちゅう話やったから、そっち方面はまた後でっちゅう感じでな」

「それは分かっているのだが、そのことだけに注力するのはらしくない気はしていた」

「正直、この状況になった原因が原因やったからな。そのあたりの産業構造がどうなっとって、改良する場合どこに話持ち込んで、っちゅうんが判断できんかったから、頭の中でプランは立てたけど実行するかは保留にしとってん」

「そうか。そんなことにまで気を使わせて、すまんな。本来はこちらが先回りしてやるべきことなのだが……」

「その話はもうええやん。まあ、どうせいずれはそういう話になるやろうから、改良する場合の落としどころは探っとくわ」

　宏の言葉に頭を下げて、それで頼むということを態度で示すレイオット。

　レイオットのその態度を見たところで、宏が話を切り出す。

「で、もう話が進んでもうてることはこれでええとして、今日持ち込む話してもらってええか？」

「ああ」

　宏に促され、チャールズの方に視線を向けるレイオット。

　レイオットの視線を受けて一つ頷うなずくと、軽い深呼吸の後にチャールズが口を開く。

「我々北地区商業組合は、ヒロシ殿に衰退の危機に対する打開案をいただきたく足を運ばせていただきました」

「衰退の危機？　っちゅうと？」

「あ～、大体読めたな」

「詳しい話はレイオット殿下の方からしていただくことになっていますので、のちほどということで。恐らくメリザ殿の予想どおりだと思いますが、単刀直入に言いますと、昨今のインスタントラーメンをはじめとした様々な新産業により、北地区の伝統的な産業がどんどん斜陽産業になっておりまして……」

「やっぱり、そんなところだと思いましたよ」

　昨今の様々な目に見えない変化を肌で感じていたメリザが、さもありなんとばかりに頷く。

　が、当事者である宏と春菜は、メリザほど鷹おう揚ように構えていることなど当然できない。

「別に、そんなつもりはなかったんやけどなあ……」

「割と今までずっと、目先のことで手いっぱいだったしね……」

　チャールズの言葉に、申しわけなさそうにそう告げることしかできない宏と春菜。

　本来それを考える立場ではないのだから当然ではあるが、産業の保護など一切考えずに行動してきた自覚はあるのだ。

　もっとも、宏達は配慮してきたほうであろう。そう簡単に真似できるものではなかったとはいえ、大部分のレシピを公表し、技術の指導伝達もそれなりに積極的に行ってきたのだから。

　そうでなければ、いくらメリザ商会という後ろ盾があったとはいえ、最初にオルテム村に行っていたあたりの時期に、アズマ工房という組織は潰つぶされていたに違いない。

「そのあたりはむしろ、我々の責任だな。既存産業の保護政策を準備しておきながら、目に見えるほどの衰退が始まる前にそれを実行できなかったのだから」

「私達北地区商業組合も、本来なら自分達の力だけで打開策を創り出さなければいけなかったのに、それほど関わりがあるわけでもない皆様にいきなりこういったお願いを持ち込むというのは、実に情けない話です」

　宏達の反省の弁に反応し、レイオットとチャールズも自分達の至らなかった部分を口にする。

　特にチャールズに関しては、他の地区では上う手まく伝統産業と宏達の持ち込んだ新技術や新産業を融合させ、発展させているところもあるのだ。

　よそができて自分達ができなかったからといって、文句を言いに来たり助けを求めたりするのは恥ずかしいにもほどがあるのだろう。

　とはいえ、どちらも手遅れになる前に行動できただけ、まだましと言えなくもない。

「それにしても、特に阻害要因もないのに準備ができていて後手に回るなんて、レイオット殿下にしては珍しいですよね」

「言い訳になるが、お前達が持ち込んだものがどれも需要を満たしきれていないことで油断していたうえに、予想以上に変化の速度が速かった」

「あ～、なるほど……」

「あとは、前の話し合いの延長線上にある事情、っちゅうところか？」

「ああ。これに関しては一切言い訳ができない」

　宏の問いかけに、実に恥ずかしそうに己のミスを告げるレイオット。

　人材不足が祟たたったとはいえ、内部に目が行き届かないで末端の勝手を許したのは、言い訳ができない失態であろう。

「とりあえず、僕らに頼みたい仕事っちゅうんは、急激な変化についていけんで斜陽化した産業のテコ入れ、っちゅうことでええ？」

「ああ。栄枯盛衰は世の常とはいえ、あまり一度に多数の業界が倒れてしまってはまずい」

「ラインの増設の仕事もあるけど、そのあたりはどないする？」

「それに関しては、増設作業がどの程度時間がかかるか次第、というところだ。作業時間はどんなものだ？」

「せやなあ。建物の形とラインのレイアウト次第やけど、単に設備組んで試運転するだけやったら、半日もかからんとは思うで」

　宏の言葉に、少し考え込むレイオット。そのタイミングで達也と真琴が戻ってくる。

「すまん、遅くなった」

「もう話し合いは終わっちゃってる？」

「いんや。とりあえずはお客さんの頼みごと聞いただけで、話し合いらしい話し合いは何も進んでへんで」

「そうか。で、頼みごとってのは？」

「そのあたりは、後回しにしたレイオット殿下の話を聞けば、もう一度出てくるんじゃないかな？　ですよね？」

　春菜に問われ、小さく頷くレイオット。

　それを見て、そういうことならと早々に席について話を聞く態勢になる達也と真琴。

　二人が落ち着いたところを見計らって、レイオットが話を始める。

「とりあえず、詳細の説明の前に工場のライン増設作業の話をするが、明日の午前中、というのは大丈夫か？」

「別に問題ないけど、そっち優先でええん？」

「ああ。産業のテコ入れはどう考えても長期化するし、いつまでもお前が関わることも難しいだろうからな。確実にヒロシでないと無理だというものを最優先で進めたい」

「了解や」

　レイオットが示した日程と方針に同意する宏。

　宏から同意を得られたところで、レイオットが書類を手に話を始めた。

「とりあえず、すでに動いてくれている軍用食の件だが、今回の事件に関してはある程度背景の調査は終わった。結論を先に言うならば、財務と調達の担当者による独断専行だった」

　そう話を切り出してから、事のあらましを説明するレイオット。

　話の内容を要約すると、財務担当は管理コストの削減のため、調達担当は調達先の一本化と国策であるインスタントラーメンの普及の一環のため、良かれと思ってそれぞれが独断で話を進めていたのが原因だったとのこと。

　財務担当に関しては、さらに前々から軍事費の削減を目もく論ろんでいた一派とも絡んでおり、備蓄を減らすことで軍事費を圧縮しようという考えもあったようだ。

　その結果、上層部に報告が上がらぬまま急激に軍用食の削減が行われ、チャールズが直訴することでレイオットに直接話が伝わったのである。
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　マルクトとウォルディスの直接戦闘が始まり、その支援でてんやわんやしていて末端に目が行き届かないタイミングで次の発注日が来てしまい、現時点では備蓄が減っていて当然だったことも、発見が遅れてしまった原因となった。

　何より痛かったのが、宏が神の城の機能を活かしてレトルト食品などを大量生産し、緊急事態だからとそれらを無償で提供した結果、備蓄全体で見ると大して減ったようには見えない状態になっていたことであろう。

　おかげで、外部からの調達を絞りたい一派が短絡的な行動を起こすことに対し、余計な後押しをしてしまったのだ。

　とりあえず証拠固めと処分の根拠とするために、現在諜ちょう報ほう部以外での調査も急ピッチで進められているが、それが終わるまでは独断専行に対する処分を下せないとのことである。

　他にも不審なことはいろいろあり、人手不足も相まって全容の解明と関係者の処分にはまだまだ時間がかかりそうだ。

「うちは直接影響がなかったんですが、妙な話だとは思ってましたよ。やっぱり役人が勝手なことしてましたか」

「ああ。特に財務は、税を搾り取ることと予算を圧縮することにしか興味がない連中が揃そろっているからな。目を離すと、すぐに余計なことを始める」

「あまり財布の紐ひもが緩いのも、入る金の多寡に疎いのも考えものですが、必ずしも出費が少なくて収入が多ければいいというわけでもありゃしませんからなあ」

「そうなのだが、連中にとってはそれが仕事だし、己の職分を過剰なまでに果たすのが国のためになると思っているからな。余計な忖そん度たくではあるが、私利私欲が絡んでいないからこそ性た質ちが悪い」

　そこまで口にして、頭が痛いとばかりにこめかみを押さえるレイオット。

　その様子を、口を挟んだメリザが労いたわしそうに見ている。

「とりあえず、話聞いてる限りでは、袖の下とかが絡んでる案件ではないわけね？」

「ああ。先日ハルナが口にしたように、担当者は我々の負担を少しでも減らそうと、良かれと思ってやったようだ。この件以外にも現場の勝手な判断で取引を減らしているものがいろいろあるようでな。今分かっている分だけでも、影響を受けている業界がかなり多岐にわたっている」

「負担を減らすために、ですか？」

　真琴の確認に頷きながら補足を入れたレイオットに、達也が不思議そうな表情で疑問を口にする。

　それを聞いたレイオットが、相変わらず頭が痛そうな表情のまま、聞き取り調査で分かった話を口にする。

「調達担当の方は、単純に管理する備蓄の量と品目が減れば、その分関係者全員の負担が減ると考えたようだ。財務にしても、大臣クラスはそんなことを考えていなかったようだが、直接担当している連中やその上司は、現在レトルトなども合わせれば十分なのだからと、後の調達や市場への影響、それによる税収減など一切見ずに短絡的なことを考えたようでな」

「……そんなに、変わるもんですか？」

「量に関しては増えようが減ろうが変わらんが、品目が減れば管理の人員は多少減らせるな。コストについては、国営企業からの購入だから卸値になる、というのも考えれば普通にそれなりの額は削減できる」

「なるほど。一応効果はあるわけですか」

「現状ではデメリットの方が圧倒的に多いが、な」

　本気で苦々しそうに吐き捨てるレイオットを見て、事が本格的に問題になっていることを悟り、思わずレイオットだけでなく上層部全体に同情してしまう宏達。

　ただでさえ人手も人材も足りていないときに、こんな面倒なことが起きているのだ。

　上層部はさぞかし頭を痛めていることであろう。

「因みに、量が増えようが減ろうが変わらん、というのはあくまで国の備蓄の話だからな。オレ達商人にとっちゃ、不良在庫になりかねない備蓄の量ってやつは、ダイレクトに財政に影響してくる」

「そうですね。なのでどこの商会も、いざというときには備蓄として機能しつつ、不良在庫となっても財務に影響が出ない分量というのを慎重に見極めて商品を扱っているわけです」

「そらまあ、そうやろうなあ。うちなんかは不良在庫にしかならん種類の備蓄が山盛り積み上がっとるけど」

「オマエのところは話が別だ。それを抱え込んだからって経営が傾くわけでもないし、そもそも下手に在庫を放出したら、市場が大騒ぎにならあ」

　レイオットの説明に対し、国家と商人が同じ土俵に立っていると誤解されてはいけないと、とメリザとチャールズが補足説明をする。

　ついでに、国家とはまた別の意味で商人達とは違う土俵にいるアズマ工房について、当人達に自覚を促すことも忘れない。

　宏達の常識で話を進められてしまうと、間違いなく碌ろくなことにならないのだ。

「頭の痛いことに、今回は軍用食ほど規模が大きくないというだけで、他にも似たような案件が発覚していてな……」

「似たような、か。っちゅうことは物資がらみやろうけど、どんなところに出とる？」

「特に集中しているのが医療品、それも包帯や止血用の油といった消耗品が多い」

「……それも、やっぱりウォルディスとの戦んときにうちから供給した余剰品か？」

「ああ。本来なら返却するのが筋、というものだが、どういうわけかうちの医療品倉庫に満載されていてな。そもそも対価も渡さずに甘えたというのに、恥知らずもいいところだ」

「まあ、いちいち金のやり取りとかどこで使ったかの管理とかできる状況やなかったし、返却されても使う当てなくて倉庫の肥やしになるだけやから、別にタダで持っていくんは構わんけどな」

「さすがに甘えすぎだし、そういうことが今回の忖度問題の原因でもある。まだ戦後処理が終わっていないのですぐには無理だが、連合軍として費用はちゃんと払う。大雑把にでいいから、かかった費用を教えてくれ」

　レイオットに言われて、思わず困った顔をしてしまう宏。

　かかった費用も何も、そもそも提供した食料や医療品は全て、神の城にて放置しておいても勝手にいくらでも増える材料で作ったものばかりだ。

　ただで作ったものに費用をといわれても、値段のつけようがない。

　何より、これ以上国家から金をむしり取っても、死に金にしかならない。

「……とりあえず、そのあたりは保留っちゅうことにさせてや。ファムらが作ってくれたポーションの代金はともかく、それ以外は値段っちゅうてもなあ……っちゅう感じやし」

「分かった。だが、余計な期待を抱かせないためにも、今後安定供給がないということも踏まえてあまり安くはしないでもらえるとありがたい」

「せやな、考えとくわ」

　聞きようによっては非常に羨うらやましいレイオットの言葉に、浮かぬ顔を隠そうともせず気のない返事をする宏。

　その様子を見ていた達也が、話題転換のためにチャールズに話を振る。

「それで、そちらの方は確か北地区の商業組合の組合長さんだったと思いますが、もしかして今回の件で受注を大きく減らされたとか？」

「はい。北地区商業組合組合長のチャールズと申します。今回足を運ばせていただいたきっかけはおっしゃるとおりなのですが、本題はそこではありません」

「と、いいますと？」

「正直、このままだと我々には未来がない。そう確信しましたので、培ってきた伝統技術を活かした産業の立て直しができないか、その助言をいただけたらと思い、足を運ばせていただきました」

「なるほど」

　チャールズの言葉に納得すると、現在の環境を作り出した元凶である宏に視線を向ける達也。

「それでヒロ、手立てはあるか？」

「さすがに、さっき聞いたばかりの話やし何とも言えんところやな。ただ、きっかけとか踏まえたうえで個人的な考えを言うんやったら、どうせ長期的な話になるんなら、今あるもんを進化させる方向でやったほうがええやろ」

「そこはオレも同意見だな」

「産業構造も聞いてねえのに、そこは断言しちまうのか？」

　何とも言えないと言いつつやけに力強く断言する宏と、その宏の考えを支持するメリザ。その様子に、どういうことかと怪け訝げんに思う達也。

　そんな達也に対し、宏が説明を始める。

「恐らくやけど、今後は何やかんや言うて、だんだん誰でも加工できる素材だけではやっていけんようになってくるんちゃうか？」

「……ああ、そういえば一昨日、メリザさんともその話をしてたな。すぐにそこまで動くかどうかは分からないが、工場制機械工業とライン生産を持ち込んじまったからなあ」

「せやねん。せやから、最終的には魔鉄とかイビルエントとかのランクが扱えるようにせんと」

「人の手でやる仕事となると、そうなってくるよなあ、やっぱり」

　宏の説明に納得する達也。

　実際問題、工場制機械工業とライン生産は地球でも一気に産業構造が変わるほどのインパクトをもたらした。

　生産方式がすぐにそちらに移るとは限らないが、加工難度の低い素材で大量に消費されるものは、いずれ生産ラインで作られるようになるだろう。

　それを踏まえれば、単なる製品の差別化程度ではなく、伝統技術そのものを進化させる方向でテコ入れする必要があるのは間違いない。

　いずれ大量生産品では満足できない状況が現れ、手作業によるカスタム品の需要が高まってくる時代は来るが、それとて一般人が普段使いする品物に大量生産品が行き渡ってからである。

「でも、宏君。私は宏君がそこまで深入りするの、あまりよくないと思うんだけど……」

「そうね。あんたが直接指導してるファム達ですら、まだ魔鉄とかのランクを完璧に扱えるわけじゃないんでしょ？　さすがに時間がかかりすぎるわよ」

「せやから、導入は僕と澪で面倒見るにしても、最終的にはファムらに全部やらせようかと思ってんねんわ」

「あっ、なるほど。それなら、私達が帰っちゃっても大丈夫だね」

　弟子達にかなりハードな仕事を押し付けようとする宏に、それは思いつかなかったとばかりにあっさり納得する春菜。

　それを聞いていた達也と真琴が、大慌てで待ったをかける。

「ちょっと待て！　ファム達にやらせるって、いくら何でも無茶すぎねえか!?」

「ファム達はまだ魔鉄とかのランクは完璧に扱えない、って今言ったばかりなのに、なんでその結論になるのよ!?」

「人に教えるんも、上達するんには必要やからな。それに、テコ入れが必要っちゅうても、まだ十年二十年は猶予があるはずや。そんだけ時間があったら、ファムらはもっと高ランクの素材扱えるようになっとるはずやから、魔鉄ランク程度やったらどうとでもなるで」

　達也と真琴の懸念に対し、考えているプランを説明する宏。

　それを黙って聞いていたメリザが、一つため息をつきながら口を挟む。

「基本的には間違っちゃいないとは思うがな。それはそもそも、嬢ちゃん達が最低でもその時期までここで働いてることが前提になるぞ。恐らくよそに移るとか仕事をやめるとかは考えてねえだろうが、一応本人に確認しておいたほうがいいんじゃねえか？」

「本人らは、行くとこないからここにおるっちゅうとったけどなあ」

「それは、ノーラ達をここで世話してほしいって言ったときのことじゃねえだろうな？　あいつらが来てからずいぶん時間が経ってるんだ。気が変わってる可能性は低くはないし、ファム達に関してはオレにも分からんからな。念のために一度改めて確認しておけ」

　ファム達に人生をかける必要があるようなプロジェクトを当たり前のように振ろうとする宏に、メリザがそう言う。

　拾われた当時ならともかく、今やファム達がアズマ工房に縛られる必要はない。何しろ、彼女達は少なくとも、すでに独立しても普通に食っていける程度の技量は持ち合わせている。

　さらに、王家がわざわざテレスとノーラのためにお見合いパーティの主催を考えるように、国としても囲い込みを考える対象となっている。

　居心地や待遇、宏達から受けた恩義、向上心を満たすための環境などを考えると、恐らく本人達がアズマ工房を出るという決断をすることはないだろうが、そのあたりの環境の変化を考えると独立や退職の可能性もないとは言えない。

　そういった事情を一切考えずに、産業構造を進化させるなどという大プロジェクトが実を結ぶまで、否、ファム達が自身の持つものづくりの技全てを身につけるまで離れることはないことを疑ってすらいない宏。

　神化した影響なのか、それとも元々長期スパンでものを考えるのが当たり前なのかは不明なれど、よく考えれば戦せん慄りつが走るレベルのブラック親方ぶりである。

「まあ、指導やなくて共同研究っちゅう形でもええわな。それやったら、仮にファムらが途中で離脱する羽目になっても、近いレベルの人間に引き継ぎはできるやろうし」

「……なあ、ヒロ。ファム達の意思に関係なく、関わらせるのだけは確定ってことか？」

「いつやめるかも、っちゅうん気にしてたら何もできんで」

　メリザにたしなめられてなお、考え自体は変えない宏。

　その宏に処置なしと首を左右に振る達也。

　やめる可能性を気にしていては、どんな仕事も任せられない。それ自体は間違っていないので、宏の考えを覆すことができそうな言葉が思いつかないのだ。

　それを聞いていたレイオットが、何やら気になったらしく口を挟んでくる。

「一つ聞きたいが、いいか？」

「なんや？」

「フォーレでは、溶鉱炉の新造で魔鉄を扱えるようにしたと聞いているが、今回はその方式は無理なのか？」

「フォーレの時は、地脈の力を使う炉を作ってどうにかしたからな。ウルスの北地区はそんな太い地脈走ってへんから、道具でどうにかするんは厳しいで」

「そうか。確かにウルスの地脈は、北東から南西に、中央市場を通って海に流れ込むように走っているからな。北側の地脈はほぼ城と貴族街に占拠されているから、それができるとすれば港湾区近くぐらいか」

「そういうこっちゃ。それに、フォーレの時は鉱山で産出するんがほとんど魔鉄になってもうたっちゅう事情があって、時間かけられんかったからな。こっちはそこまで切羽詰まってへんから、正攻法でいったほうがええで」

「私も、ヒロシ殿の意見に賛成ですな。現在の問題というのは、そうやって事を急いだ結果、という側面もあります。あまり一気に慌てて何もかもを解決しようとすれば、さらにひずみが大きくなりましょう。下手をすれば取り返しがつかないことになるかもしれません」

「もとより、問題の原因がヒロシ達の持ち込んだものによる、急激な変化です。その解決のために急な動きをするのは、本末転倒でしょうな」

「そうだな。とりあえず、私はヒロシの方針で構わないと思う。こちらのミスという側面もあるから、補助金ぐらいは出してもいい。それを踏まえたうえで、あとはチャールズに任せよう」

　レイオットがそう締めくくったことで、視線が当事者であるチャールズに集中する。

　その視線を受けたチャールズが、一つ大きく頷く。

「ぜひ、技術力そのものの底上げに協力していただきたいと思います。我々の間でも意思統一と意識改革の時間が必要ですし、それぐらい時間をかけたほうが、きっと上手くいくでしょう」

「了解や。ほな、そのあたりの時間稼ぎもかねて、ライン設置終わってから短期的なテコ入れをどうやるか検討やな」

「お願いします」

　チャールズの決定を受けて、宏が今後の日程を提案する。それをチャールズが受け入れたことで、北地区商業組合とアズマ工房の間で、今後についての合意が成立する。

「とりあえず、北地区との話はそれでいいとして、達也さんと真琴さんは噂うわさ話を仕入れてきてたよね？　どんな感じだった？」

「ああ、そうだな。つっても、東と南は、まだ北地区ほどダイレクトにダメージ食らった話はなかったが」

「あたしの方は、西地区でちょっと物騒な話が出てたわね」

「こちらでも、いろいろとよからぬ噂話は流れてきております」

「商売柄、物騒な話は事欠かねえが、最近は結構シャレにならんものも多い。特に西のはねっ返りがインスタントラーメン工場に襲撃をかけようとした、ってのは相当だろう。さすがにヤバいってんで、行動を起こす前に関係者が取り押さえたらしいが」

　今のうちに終わらせておくべき話がまとまったところで、春菜に振られて達也と真琴が仕入れてきた噂話や景気の話を報告し、そこにチャールズとメリザが補足を入れる。

　一番物騒なのはメリザが口にした襲撃未遂だが、実際に事を起こした人間がまだいないだけで、役所の焼き討ちをやりたがっている人間がいたなどの放置できない話がゴロゴロと出てくる。

　その報告を受けたレイオットが、渋い顔をする。

「内部調査をしていたときから薄々察してはいたが、やはり表立っては問題になっていないというだけで、かなり厄介なことになっていそうだな」

「っぽいなあ。あとは、現在進行中の詳細な調査の結果次第、っちゅうところか」

「ああ。こちらのミスの尻しり拭ぬぐいを押し付けてしまって申しわけないが、しばらくは面倒をかける」

「そのあたりのケア、ちゃんと考えんでやりたい放題やったんはうちらやし、ある程度はこっちの責任の範囲っちゅうことであんまり気にせんでええで」

「そうそう。それにしても、結構な大事件になってるよね……」

「そうだな。正直、ここのところ戦争だの邪神教団だの派手な案件が続いてマヒしてたが、普通はこれぐらいが国家を揺るがす大事件の相場だよな……」

「そりゃまあ、当然よ。むしろ今までが異常だっただけで、物理的に存続の危機になるような大事件が、そんなに再々あったらたまらないわよ」

　出てきた話をまとめた結果、思わずそんな感想を漏らす一同。

　チャールズもあえて口には出さないが、内心は似たようなものである。

　久しぶりに真っ当な規模と内容の、それだけに対処が難しそうな大事件に、先行きが不安になる宏達であった。




　　　　☆




　一方その頃、神々の集会所。

「……またしても一気に事態が動いていませんか？」

　宏達が巻き起こした軍用食に関するあれこれ。

　それを観察していたアルフェミナがダルジャンにぼやく。

「まあ、予想しておった範囲ではあるが、な」

　そうアルフェミナのぼやきに応えつつも、さすがに声が引きつるのを止めることはできないダルジャン。

　いくら何でも、インスタントラーメン工場のライン増設が始まる前から、こんなにがっつり新産業を作り上げるとは思ってもみなかったのだ。

「うかつに動けなかったのも分からなくはないのですが、春菜殿を野放しにしたままあまり大きな動きをするのは避けていただきたかったところですね……」

「とはいうが、状況的に連中がそちらに注力するのも、仕方のないことではないか？」

「ええ。分かっています。分かっていますとも……」

　ダルジャンに反論され、がくりとうなだれながらも因果の歪ゆがみを修正していくアルフェミナ。

　はっきり言って、邪神の存在でおかしくなった分と春菜の影響でおかしくなった分、どちらの方が多いか分からない状況だ。

「それにしても、軍用食そのものの改良にも動くことを考えると、もうしばらくは派手に邪神の存在力を削ってくれそうじゃのう……」

「その分、わたくしの仕事が増えるということですね……」

「あまり言いたくはないが、それがお主の宿命じゃろうなあ」

　ダルジャンに同情気味に言い切られ、涙目になりながら新たな歪みをひねり潰すアルフェミナ。

　ダルジャンの言葉を借りるわけではないが、それこそ時空神の宿命であろう。

「まあ、瘴しょう気きが発生しておらんだけましだと思うておくしかなかろう」

「そうですね……」

　ダルジャンの指摘に、再び深い深いため息をつきながらザナフェルと因果律、双方の調律作業を慎重に進めていくアルフェミナ。

　宏達が活躍し、邪神の力が大きく削られるのと比例するように、加速度的に増えていくアルフェミナの仕事。

　彼女の受難は、まだまだ終わりそうにはないのであった。
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